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                    フレームリレーデータ網（ＦＲＤＮ）／ＰＶＣ 

                         －ＬＡＮ間中間システム用プロファイル 

＜参考＞ 

 

１．国際勧告等との関係 

（１）本標準は、ＩＳＯ／ＩＥＣ ＴＲ１００００で規定される国際標準プロファイル（ＩＳＰ）の分類法（タ

クソノミ）に基づき、ＯＳＩ環境でのフレームリレーデータ網（ＦＲＤＮ）／ＰＶＣを介してコネクショ

ンレス型ネットワークサービスを使用するエンドシステム間通信を中継する場合の下位層プロファイル

（レイヤ１～３）を規定したものである。 

（２）本標準で規定するプロファイルに対する概説は、標準ＪＳ－１０６１３－ａを参照されたい。 

（３）本標準で規定するプロファイルは、下記の国際勧告に準拠している。 

  ・ＩＴＵ－Ｔ勧告 

    Ｘ．３６ 

  ・ＩＳＯ標準 

    ＩＳＯ８４７３、ＩＳＯ９５４２、ＩＳＯ／ＩＥＣ１０５８９、ＩＳＯ／ＩＥＣ 

    １０７４７ 

（４）本標準で規定するプロファイルに対応するＩＳＰは現時点では無く、その開発計画は未定である。今後、

当該ＩＳＰが開発された場合は、相互接続性を確保する必要がある。 

 

２．国内標準との関係 

（１）本標準で規定するプロファイルは、（財）情報処理相互運用技術協会（ＩＮＴＡＰ）と共同で開発した

ものであり、以下の対応するパートと技術的整合性が確保されている。 

      ＯＳＩ下位層ＲＡＪ実装規約（Ｖ４．０） 

 

３．上記国際勧告に対する追加項目等 

  なし 

 

４．改版の履歴 

    改  版       制  定  日       改 版 内 容  

  第 １ 版  平成 ７年１１月２８日      制定  

     

 

５．工業所有権   

 本標準に関わる「工業所有権等の実施の権利に係る確認書」の提出状況は、ＴＴＣホームページでご覧にな

れます。 
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パート１

サブネットワークの種類に依存しない要求条件

ＪＳ－１０６１３－ｂ



－ －2ＪＳ－１０６１３－ｂ

このパートは次に示す国際標準プロファイルもしくはその原案を要約したものである。

ISO/IEC ISP 10613-1:1993 Information Technology - International Standardized

Profile RA - Relaying the Connectionless-mode

Network Service -

Part 1: Subnetwork-independent requirements



－ －3 ＪＳ－１０６１３－ｂ

はしがき

ＩＳＯとＩＥＣは世界規模の専門組織を構成する。ＩＳＯ及びＩＥＣのメンバである各国

の組織団体は、特定の技術分野を取り扱っている各々の組織によって設立される専門委員会

を通じて国際標準の開発に参与する。ＩＳＯとＩＥＣの専門委員会は相互関係にある。また、

それ以外の公共及び民間の国際組織はＩＳＯ及びＩＥＣとのリエゾンを通じて作業に参加し

ている。

情報技術の分野では、ＩＳＯ及びＩＥＣが「ISO/IEC JTC1」という合同委員会を設立した。

国際標準の開発に加え、ISO/IEC JTC1は国際標準プロファイルの作成を目的とした機能標準

の専門グループを創設した。

ＩＳＰとは国際的に承認されたドキュメントであり、特定の機能に必要な標準及びそのオ

プションやパラメタを示すものである。

ＤＩＳＰは投票のために各国の組織団体に回覧される。ＩＳＰとしての発行には７５％以

上の合意が必要である。

ISO/IEC ISP 10613はいくつかのパートから構成され、ＲＡのタイトルでまとめられている。

パート１ サブネットワークの種類に依存しない要求条件

パート２ ＬＡＮ共通、媒体の種類に依存しない要求条件

パート３ ＣＳＭＡ／ＣＤ ＬＡＮサブネットワークに依存する要求条件

パート４ ＦＤＤＩ ＬＡＮサブネットワークに依存する要求条件

パート５ ＣＳＭＡ／ＣＤ ＬＡＮサブネットワーク間のＣＬＮＳ中継（RA51.51）

パート６ プロファイルRA51.54（ＣＳＭＡ／ＣＤ～ＦＤＤＩ中継）

パート７ ＰＳＤＮサブネットワークに依存する要求条件

パート８ プロファイルRA51.1111（ＣＳＭＡ／ＣＤ～アナログ専用線経由PSDN中継）

パート９ プロファイルRA51.1121（ＣＳＭＡ／ＣＤ～ディジタル専用線経由PSDN中継）

パート10 トークンリングＬＡＮサブネットワークに依存する要求条件

パート11 プロファイルRA51.53（ＣＳＭＡ／ＣＤ～トークンリング中継）

パート12 プロファイルRA53.53（トークンリング～トークンリング中継）

パート13 プロファイルRA53.54（トークンリング～ＦＤＤＩ中継）

パート14 プロファイルRA54.54（ＦＤＤＩ～ＦＤＤＩ中継）

パート15 プロファイルRA53.1111（トークンリング～アナログ専用線経由PSDN中継）

パート16 プロファイルRA53.1121（トークンリング～ディジタル専用線経由PSDN中継）

パート17 プロファイルRA54.1111（トークンリング～アナログ専用線経由PSDN中継）

パート18 プロファイルRA54.1121（トークンリング～ディジタル専用線経由PSDN中継)( )１

ISO/IEC ISP 10613のこのパートには二つの付属書があり、付属書Ａ及びＢは規約、付属書

Ｃは参考である。

注( ) 発行される予定１
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はじめに

このＩＳＰはISO/IEC TR10000によって規定された原則に従っている。

機能標準という考え方は、情報技術（ＩＴ）標準活動の全分野にまたがるものであり、基

本標準、プロファイル、及び登録機構を含んでいる。プロファイルとは、基本標準の組み合

わせを規定することで、全体として特定の明確に定義された情報技術の機能を実現するもの

である。プロファイルは基本標準のオプション項目の使用有無や、その他の選択可能な項目

を規定化し、統一され、国際的に認められたシステム試験の基礎を提供する。

ＩＳＰは、基本標準の選択やオプションを合法化するだけでなく、実システムの相互運用

性を推進するために作成する。ＩＳＰの最も重要な役割の一つは、国際的に認められた試験

及び試験センタの（ＩＳＯ及びＩＥＣ以外の組織による）開発のための基本を提供すること

である。このＩＳＰや他のＩＳＰに基づいた試験システムが開発され、幅広く受け入れられ

ることは、実システム相互運用性の実現のために重要である。

このＩＳＰは複数のパートから構成され、このパートはその中のパート１である。パート

１はサブネットワークの種類に依存しない要求条件を規定する。以降のパートではサブネッ

トワーク及び媒体に依存する要求条件を規定する。プロファイルの中には規定を示すために、

このパート１やサブネットワークの種類に依存するパートを参照している。

1. 適用範囲

このＩＳＰは、開放型システム間相互接続（ＯＳＩ）環境において動作する中間システ

ムに適用する。このＩＳＰは、コネクションレス型ネットワークサービスに対するネット

ワーク中継機能を提供するＯＳＩ基本標準の組合せを規定する。

このパートは、サブネットワークに依存しない、コネクションレス型ネットワークサー

ビスを提供する中間システムに対する要求条件を規定する。

ＪＳ－１０６１３－ｂ
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2. 参照規約

このパートは次に示すドキュメントの規定を含む。このＩＳＰの発行時点では、次に示

す版数が有効である。このプロファイルに同意する団体は、参照規約の最新の版が自動的

には適用されないことに注意すべきである。

ISO 8473:1988 : Information processing systems - Data communications -

Protocol for providing the Connectionless-mode Network

service

ISO 9542:1988 : Information processing systems - Telecommunications

and information exchange between systems - End system

to Intermediate system routeing exchange protocol for

use in conjunction with the Protocol for providing the

connectionless-mode network service (ISO 8473)

ISO 9542/Corr.1:1991 : Information processing systems - Telecommunications

and information exchange between systems - End system

to Intermediate system routeing exchange protocol for

use in conjunction with the Protocol for providing the

connectionless-mode network service (ISO 8473) -

TECHNICAL CORRIGENDUM 1

ISO/IEC TR 10000-1:1992 : Information processing systems - Framework and

Taxonomy of International Standardized Profiles -

Part 1: Framework

ISO/IEC TR 10000-2:1992 : Information processing systems - Framework and

Taxonomy of International Standardized Profiles -

Part 2: Taxonomy of OSI Profiles

3. 用語の定義

ＪＳ－１０６１３－ｂのこのパートで使用する用語は、第２章で参照されているドキュ

メントに定義されている。

4. 略語

ＪＳ－１０６１３－ｂのこのパートで使用する題字語（acronyms)を含む略語は、第２章

で参照されているドキュメントに定義されている。

ＪＳ－１０６１３－ｂ
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5. 要求条件

5.1 はじめに

この章で記述する要求条件は、接続されたサブネットワークの種類に関係なく、ＪＳ

－１０６１３－ｂの適用範囲に含まれるすべての中間システムに適用する。なおサブネ

ットワークの種類に依存する中間システムへの追加要求条件は、このＪＳ－１０６１３

－ｂの他のパートで規定する。

5.2 静的適合要求条件

5.2.1 全体的な要求条件

ＪＳ－１０６１３－ｂのこのパートに適合するためには、5.2.2項に示すISO

8473要求条件、5.2.3項に示すISO 9542要求条件を満たさなくてはならない。さら

に、このパートに適合するためには、ＪＳ－１０６１３－ｂの付属書Ａ内のＩＳＰ

ＩＣＳ要求条件リストをすべて満たさなくてはならない。

5.2.2 ＩＳＯ ８４７３

このパートに適合するためには、次の条件を満たさなくてはならない。

a) ISO 8473の９章に示される"中継"タイプのシステムに関する機能を実装するこ

と。

b) どのサブネットワーク接続部からも、（同じサブネットワーク接続部を含む）

どのサブネットワーク接続部へもＰＤＵを送出できること。

c) もし組立機能が実装されているならば、それを不使用（disable）にする手段を

提供すること。

注１ もし組立機能が提供されているなら、中間システムの組立はISO 8473の

6.8節に示される方法に従い、部分的に組み立てても、完全に組み立てて

もよい。

d) ISO 8473のルートＰＤＵ機能によって使用されるルーティング情報ベースへエ

ントリを静的に設定することを可能にするメカニズムを提供する。

注２ 与えられたネットワークアドレスがどんな形式であっても、どんな値で

あっても静的に設定できなくてはならないが、同時に設定できるネット

ワークアドレスの数は実装依存である。また、実装はダイナミックルー

ティングプロトコルによって得られた情報によって静的に設定されたル

ート情報を上書きする機能を持ってもよい。なぜなら、場合によっては

ダイナミック情報が利用できるならばこれを使う方が、初期設定値を使

う場合よりもより正確なルーティングが可能となるからである。

e) 部分ルート記録機能を実装すること。

ＪＳ－１０６１３－ｂ
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5.2.3 ＩＳＯ ９５４２

このパートに適合するためには、次の項目を満さなくてはならない。

a) ISO 9542で規定される中間システムの静的適合要求条件を実装すること。

b) コンフィギュレーション情報（ＣＩ）の実装が行われるならば、個々のサブネ

ットワークに対してそれを不使用（disable）にする手段を提供すること。

5.3 動的適合要求条件

5.3.1 全体的な要求条件

ＪＳ－１０６１３－ｂのこのパートに適合するためには、5.3.2項に示すISO

8473要求条件、5.3.3項に示すISO 9542要求条件を満たさなくてはならない。さら

に、このパートに適合するためには、ＪＳ－１０６１３－ｂの付属書Ａ内のＩＳＰ

ＩＣＳ要求条件リストをすべて満たさなくてはならない。

5.3.2 ＩＳＯ ８４７３

このパートに適合するためには、次の項目を満たさなくてはならない。

a) ISO 8473の９章が要求する通りに各機能を実行すること。

b) 最初のオクテットがインアクティブサブセットを示すＰＤＵの受信時には、そ

のＰＤＵの転送は行わない。また、そのＰＤＵに対するエラー報告も行わない。

5.3.3 ＩＳＯ ９５４２

このパートに適合するためには、ISO 9542で規定される動的適合要求事項を実装

すること。

ＪＳ－１０６１３－ｂ
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付属書Ａ

（規約）

ＩＳＰＩＣＳ要求条件リスト

A.1 はじめに

ISO/IEC TR 10000-1は、ＩＳＰＩＣＳ要求条件リスト内に含まれるべき三つの項目を示

している。それらは次のとおりである。

－ プロファイルの一般的なオプション

－ プロファイルで選択された基本標準のリスト

－ 各基本標準のＰＩＣＳ形式に対する制限事項

最初の二つの項目は全体として特定のプロファイルに関係し、このためこのＩＳＰでは

個々のプロファイルを規定しているＪＳ－１０６１３－ｂのパートのみ含まれている。し

かし、ＪＳ－１０６１３－ｂの各パートは、その適用範囲内で必要となるＩＳＰＩＣＳ形

式に対する制限事項を明確にしている。

ISO/IEC TR 10000-1では、ＩＳＰＩＣＳ形式は ①制約事項の簡単なリストであるか、

もしくは ②基本ＰＩＣＳ形式を修正したコピーであるかのいずれかから成ることになっ

ているが、このＪＳ－１０６１３－ｂのこのパートでは前者（①）の方法を用いる。

A.2 記法と略語

A.2.1 はじめに

ＩＰＲＬに規定する制約条件は、多くの場合、その制約条件を適用する基本標準Ｐ

ＩＣＳ形式項番のこのＪＳ－１０６１３－ｂのこのパートのコンテキストにおける状

態を示すシンボルで記述する。使用するシンボルは次の二つの項で定義する。

A.2.2 静的適合要求条件に対する記法

適合する実装がサポートすべき能力に対する制約を識別するのに次のシンボルを用

いる。

a) 状態を直接記述するシンボル

シンボル 意 味

ｍ 必須

ｏ 任意

ｘ 禁止

－ 適用しない

ｉ 規定範囲外、このプロファイルには関係しない

ここで、受信ＰＤＵ、受信ＰＤＵのフィールドあるいはパラメタのコンテキスト

をサポートする能力とは、そのＰＤＵあるいはフィールドの情報を解釈しプロト

ＪＳ－１０６１３－ｂ
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コルの動的適合性要求に従って動作する能力（エラー報告の発生を意味する場合

もある）のことである。サポートされないＰＤＵあるいはフィールドとは、受信

時に無視されプロトコル動作に影響を及ぼさないもののことである。

b) そのほかの記法

シンボル 意 味

ｃ<ｎ> 条件付き（下記参照）

<項番>:<状態> 条件付き（下記参照）

シンボルc<n>は、項番の状態がほかの項番のサポートに依存するときに用いる。

<n>は、これが使われている項の最後に書かれている定義を参照する番号である。

この定義は条件付き状態を規定する。例えば、「ＡＢＣならばｍそれ以外ｘ」は

ＰＩＣＳにおいて項番ＡＢＣをサポートするならばこの項目は必須であり、そう

でないならば禁止であることを意味する。

シンボル<項番>:<状態>は、記述する項番をサポートするならばその状態もサポー

トしなければならず、そうでないならばその状態は適用しない、という条件を表

すための記法である。例えば、「ＡＢＣ：ｍ］は「ＡＢＣならばｍそれ以外－」

を意味する。

A.2.3 動的適合要求条件に対する記法

いくつかのケースでは、実装に関する能力の制約条件だけでなくそれらを使用する

かどうかという制約条件を記述する必要がある。このような記述が必要なときには、

上のA.2.2 a)からの静的適合性状態シンボルの後にさらにシンボルを付与した二文字

記法を用いる。二文字目のシンボルは動的制約条件を記述し、次のような意味を持つ。

シンボル 意 味

ｍ 必須。適用可能なときはいつでもその能力を使用しなければならな

い。

ｏ 任意。その能力の使用は任意である。

ｘ 禁止。その能力の使用は禁止である。

－ 適用しない。

ｉ このＩＳＰの規定範囲外。

ｄ 停止できる手段が必要。その能力の使用を常に禁止するわけではな

いが、停止する手段がなければならない。

ＪＳ－１０６１３－ｂ
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例えば、状態"mm"は、ＰＩＣＳ形式の項番に示す能力を実装することは必須であり

しかも適用可能なときにはいつでもそれを使用することが必須であることを意味する。

一つのシンボルのみが使用されている場合は静的要求を示し、その能力の動的使用

については付加的な制約がないことを示す。

A.3 ＩＳＯ ８４７３に対するＩＰＲＬ

基本標準がＰＩＣＳ形式を持たないため、中間システムに対する基本標準ＰＩＣＳ形式

情報をＪＳ－１０６１３－ｂパート１付属書Ｂで与える。ＰＩＣＳ形式が標準化されれば、

ＪＳ－１０６１３－ｂのこのパートはそれを参照するように改訂する。

ＩＳＰのこのパートは次の制約を課す。

主要な能力

基本項番 能 力 状 態

ＩＳ 中間システム ｍ

機能

基本項番 機 能 状 態

iReas 組立ＰＤＵ ｏｄ

iPRR <s> 部分ルート記録 ｍ

iSecu <s> セキュリティ ｉ

ＤＴパラメタ

基本項番 パラメタ 状 態

idSecu-s <s> セキュリティ ｉ

idSecu-r <r> セキュリティ ｉ

idPRR-r <r> 部分ルート記録 ｍ

ＥＲパラメタ

基本項番 パラメタ 状 態

idSecu-s <s> セキュリティ ｉ

idSecu-r <r> セキュリティ ｉ

idPRR-r <r> 部分ルート記録 ｍ

ＪＳ－１０６１３－ｂ
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A.4 ＩＳＯ ９５４２に対するＩＰＲＬ

ISO 9542の付属書Ａに書かれているＰＩＣＳ形式のうち中間システムに関するものを適

用する。なお、ＪＳ－１０６１３－ｂのこのパートはこれに対して追加規定する。

プロトコル機能－中間システム

基本項番 プロトコル機能 制 約

ＣＩ コンフィギュレーション情報 ｏｄ

ＰＤＵフィールド－中間システム

基本項番 ＰＤＵフィールド 制 約

Scty-s <s> セキュリティ ｉ

Scty-r <r> セキュリティ ｉ

ＪＳ－１０６１３－ｂ
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付属書Ｂ

（規約）

推定基本標準ＰＩＣＳ形式

B.1 はじめに

この付属書は、まだ国際的に確定したＰＩＣＳ形式が存在しないISO 8473に対して、推

定されるＰＩＣＳ形式を記述する。この付属書は、ISO 8473の中間システムに関する推定

ＰＩＣＳ形式のみである。

ISO 8473中間システムの動作(operation) に適合するプロトコル実装であることを主張

する提供者は、次に示すＰＩＣＳ形式を完成(complete)させなければならない。

完成したＰＩＣＳ形式は、質問形式で書かれた実装のためのＰＩＣＳである。ＰＩＣＳ

はプロトコルのどの能力やオプションが実装されているかを記述している。ＰＩＣＳは、

次の使用例を含めた多くの用法がある。

－ プロトコル実装者にとって、見落としにより基本標準に適合できなくなる危険を減

らすためのチェック・リストになる。

－ 実装の提供者と受納者(acquirer)又は潜在的受納者にとって、ＰＩＣＳは実装され

ている機能の理解のための共通基盤及び詳細な識別手段となる。

－ 実装の利用者又は潜在的利用者にとって、他の実装との相互接続の可能性を最初に

チェックするための基礎となる。（相互接続が保証されるわけではないが、ＰＩＣ

Ｓの不一致から相互接続の失敗を予測できることがしばしばあるということに注意

されたい。）

－ プロトコル試験者にとって、実装の適合性資格（the claim for conformance of

the implementation）を評価するのに適切な試験を選ぶための基盤になる。

B.2 略語とシンボル

B.2.1 状態を示すシンボル

Ｍ 必須

Ｏ 任意

Ｏ.<ｎ> 任意。しかし同じ番号<ｎ>で示された任意の項目のうち少なくとも一つ

は要求される。

Ｘ 禁止

<pred>： 条件付項目。属性識別（predicate identification）を含む。(B.3.4参

照)

論理的否定。条件項目の前置記号として使用する。Ø

B.2.2 その他のシンボル

<ｒ> ある項目の受信

<ｓ> ある項目の送信

ＪＳ－１０６１３－ｂ
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B.3 ＰＩＣＳ形式を完成させるための指導

B.3.1 ＰＩＣＳ形式の一般的構造

ＰＩＣＳ形式の最初の部分は実装の識別とプロトコルの概要であり、供給者と実装

者の両方の識別に必要な情報を記述し、完成させる部分である。

ＰＩＣＳの本体部分は、複数の節から成る質問表である。各節は、さらに項目のグ

ループから成る複数の項に分割されることがある。質問項目への答えは、右端の欄

（rightmost column）に記入する。記入方法は、限られた選択肢（通常Yes又はNo）

を選択するか、又は、値若しくは値の範囲を記入する。

注 選択肢の中から複数選択が可能な項目もある。この場合、すべての選択肢に印

をつけるべきである。

各項目は、質問表の最初の列(column)に記載されている項目参照(item referenc

e)により識別される。表の第２列は質問である。第３列は、ISO 8473本文の中でその

項目を規定している箇所を記述している。残りの列は、その項目の状態（サポートが

必須か、任意か、禁止か、又は条件付か)を記述し、答えを記入する欄から成る(B.3.

4参照)。

提供者は、付加情報(Additional Information)又は例外情報(Exception Informa-

tion)として区分される情報も記述することがある。これらを記述する場合、相互参

照のため、各々の異なる情報には、付加情報にはＡ<ｉ>、例外情報にはＥ<ｉ>という

項目ラベルをつけ、節の中に記述する。<ｉ>はその項目の識別子（つまり番号）であ

り、そのフォーマット又は記法に制限はない。

付加情報又は例外情報を含んだ完全なＰＩＣＳ形式は、質問形式による実装のため

のＰＩＣＳである。

注 複数の状態に設定可能な実装の場合には、ある一つのＰＩＣＳでこれらすべて

の設定を記述しても良い。しかし、提供者は、ある情報を簡単でかつ明確に表

現できるような場合には、複数のＰＩＣＳを提供してもよい。各々のＰＩＣＳ

は、設定可能な実装における選択された能力を示しており、全体に対してはサ

ブセットとなる。

B.3.2 付加情報

提供者は、付加情報の項目によって、ＰＩＣＳの解釈を補足するための情報を提供

することができる。多量の情報を提供することを意図していないし予測もしていない。

ＰＩＣＳが付加情報なしに完成することもある。付加情報として、次のような例があ

げられる。

単一の実装方法であるが、多様な環境及び形態の中で動作する様に設定することが

できることの簡単な概要、又は、おそらくは特別なアプリケーションニーズにのっと

った場合であろうが、このプロトコル実装では、オプションではあるが通常存在する

機能を除外したことに関する簡単な説明などである。

付加情報の項目への参照は、質問表の回答の横に入れられる。また例外情報の項目

に含まれることもある。

ＪＳ－１０６１３－ｂ



－ －15

B.3.3 例外情報

場合によっては、提供者が必須又は禁止の状態である項目を、示された要件と矛盾

するような方法で、回答したいと望むことがあるかもしれない（いくつかの状態が適

用された後）。前もって印刷された回答は、このためのサポート欄の中に見つからな

いだろう。その代わり、提供者は、サポート欄の中にない回答を書かなければならな

い。そして同時に例外情報の項目へのＸ<ｉ>参照を持ち、例外情報項目の中に適切な

理由を提供しなければならない。

注 B.3.1では、例外情報にＥ<ｉ>の項目ラベルをつける旨、記述している。これ

は、参照資料(ISO/IEC ISP 10613-1)の間違いと思われる。Ｘ<ｉ>の記述は禁

止の意味として、解釈を誤る可能性があるため、例外情報としては、Ｅ<ｉ>を

使用する事を推奨する。

このような例外情報項目が必要な実装は、ISO 8473には適合しない。

注 上記に述べられた状況が起こり得るのは、基本標準のデフェクトが出た場合で

あり、適合した実装が不可能であった要件が訂正されることになる。

B.3.4 条件付き状態

B.3.4.1 条件項目

ＰＩＣＳ形式は、多くの条件項目がある。条件項目は、他の項目がサポートさ

れているか否か、又は他の項目がサポートしている値に依存して、状態（必須、

任意、又は禁止）が決まる項目である。

このように多くの場合、項目が適用されないときの状態と同様に、その項目が

適用されるかされないかは、条件による。

項目のグループが、適用できるために同じ条件である場合は、グループの先頭

にそれぞれその条件に関する予備質問が現れる。これには、もし“適用外”の回

答が選択されたときに次に飛ぶ場所の指示もある。けれども、個別の条件項目は、

状態欄の中の異なる行で複数の条件シンボルにより示される。

条件項目は、“<ｐｒｅｄ>：<ｘ>”の形で表され、“<ｐｒｅｄ>”はB.3.4.2

に記述されている属性であり、“<ｘ>”は状態シンボルＭ、Ｏ、Ｏ.<ｎ>、Ｘの

うちの一つである。

もし、条件項目の中の属性の値が真であるなら（B.3.4.2参照）、その条件項

目は適用され、その状態はその属性に続く状態シンボルにより示され、回答欄は

通常の方法で記述される。もし、その属性の値が偽ならば、適用外（Ｎ／Ａ）の

回答が関連する行に記述される。数行の条件項目の中の各行は、Ｎ／Ａ以外は多

くとも一つの回答に１行で記述されなければならない。

B.3.4.2 述語

述語は、次のうちの一つである。

ＪＳ－１０６１３－ｂ
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a) ＰＩＣＳ形式の中の項目のための項目参照：述語の値は、もしこの項目

がサポートされていると記されたならば真であり、それ以外であれば偽

である。

b) ＰＩＣＳ形式の中のどこかで定義された述語のための述語名（通常、主

な機能の章、あるいは条件項目を含む章の最後において定義される）：

以下を参照。

Ø Øc) 項目参照あるいは属性名につけた論理的否定シンボル“ ”：もし“

”を省略することによって形成された述語の値が偽であるならば、この

述語の値は真である。そして、逆も同じ。

述語名の定義は、次の通りである。

a) 上記a)で示された項目参照

b) 少なくともそのオペランドの一つが、その回答として番号値をとる項目

のための項目参照であるものを持つ比較演算子（＝、＜、等）を含む関

係。もし、各項目参照が、この項目参照への回答としてサポート欄の中

に入った値により置き換えられたときにこの関係が成立するならば、こ

の述語は真である。

c) 通常の方法において、a)とb)のような論理演算子ＡＮＤ、ＯＲ、ＮＯＴ

や括弧を使って簡単な述語を組み合わせることにより構成された論理表

現。もしこの論理表現が簡単な述語が上記で述べられたように解釈され

るときに真と判断されるならば、このような述語の値は真である。

参照が述語又は述語定義の中で使われるような各項目は、項目欄においてアス

タリスクで示される。
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B.4 識別子

B.4.1 実装識別子

提供者

ＰＩＣＳについての問い合

わせ窓口

実装名と版数

完全に識別するために必要

なその他の情報

（つまり、マシンの名前や

版数､ＯＳ､システム名）

注(1) 最初の３項目がすべての実装に要求される。その他の情報は、完全に識別す

るために必要な場合に含められる。

(2) 名前と版数は、提供者の用語（つまり、タイプ、シリーズ、モデル）に適合

するように解釈される。

B.4.2 プロトコル概要

プロトコル仕様の識別子 ISO 8473:1988

ＰＩＣＳ形式に対するコリ

ジェンダと付属書の識別子

サポートされたプロトコル

の版数

例外情報が必要か？（B.3.3参照） YES □ NO □

（この回答においてYESは、この実装が基本標準に適合していないことを示す)

記入日

B.5 主な機能

項目 機能 参照 状態 サポート

* ES エンドシステム O.1 YES□ NO□

* IS 中間システム O.1 YES□

FL-r <r> 完全プロトコル 6. M YES□

FL-s <s> 完全プロトコル 6. M YES□

NSS-r <r> 非分割サブセット 5.2 M YES□

* NSS-s <s> 非分割サブセット 5.2 IS:M N/A□ YES□
IS:O N/A□ YES□ NO□Ø

* IAS-r <r> ｲﾝｱｸﾃｨﾌﾞｻﾌﾞｾｯﾄ 5.2 ES:O N/A□ NO□

* IAS-s <s> ｲﾝｱｸﾃｨﾌﾞｻﾌﾞｾｯﾄ 5.2 IAS-r:M N/A□
IAS-r:X N/A□ NO□Ø
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B.6 エンドシステム

ＪＳ－１０６１３－ｂのこのパートには適用外である。

B.7 中間システム

B.7.1 適応性

B.7節のＰＩＣＳ形式項目は、中間システムにのみ適用される。つまり、B.5節におけ

るＩＳの項目がサポートされているものである。

B.7.2 サポート機能

項目 機能 参照 状態 サポート

iPDUC ＰＤＵ作成 6.1 Ｍ YES□

iPDUD ＰＤＵ分解 6.2 Ｍ YES□

iHFA ベンダフォーマット解析 6.3 Ｍ YES□

iPDUL <s> ＰＤＵ寿命制御 6.4 Ｍ YES□

iRout ルートＰＤＵ 6.5 Ｍ YES□

iForw ＰＤＵ送出 6.6 Ｍ YES□

iSegm ＰＤＵ分割 6.7 iDSNS:Ｍ N/A□ YES□

*iReas ＰＤＵ組立 6.8 Ｏ YES□ NO□

iDisc ＰＤＵ廃棄 6.9 Ｍ YES□

iErep エラー報告 6.10 Ｍ YES□

iEdec <s> ヘッダエラー検出 6.11 Ｍ YES□

*iSecu <s> セキュリティ 6.13 Ｏ YES□ NO□

*iCRR <s> 完全ルート記録 6.15 Ｏ YES□ NO□

*iPRR <s> 部分ルート記録 6.15 Ｏ YES□ NO□

*iCSR 完全ソースルーティング 6.14 Ｏ YES□ NO□

*iPSR 部分ソースルーティング 6.14 Ｏ YES□ NO□

*iPri <s> 優先度 6.17 Ｏ YES□ NO□

*iQOSM <s> サービス品質維持 6.16 Ｏ YES□ NO□

*iCong <s> 輻輳通知 6.18 Ｏ YES□ NO□

iPadd <s> パディング 6.12 Ｍ YES□

iSegS 必要以上に細かく分割 6.8 Ｏ YES□ NO□

*iDSNS 異なるＳＮﾕｰｻﾞﾃﾞｰﾀｻｲｽﾞのサブ Table 10, Ｏ YES□ NO□

ネットワークの同時サポート note 2

B.7.3 サポートＰＤＵ

項目 ＮＰＤＵ 参照 状態 サポート

iDT-t ＤＴ（完全プロトコル）送信 7.7 Ｍ YES□

iDT-r ＤＴ（完全プロトコル）受信 7.7 Ｍ YES□

iDTNS-t ＤＴ（非分割）送信 7.7 Ｍ YES□

iDTNS-r ＤＴ（非分割）受信 7.7 Ｍ YES□

iER-t ＥＲ送信 7.9 Ｍ YES□

iER-r ＥＲ受信 7.9 Ｍ YES□
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B.7.4 サポートパラメタ

B.7.4.1 ＤＴパラメタ

項目 機能 参照 状態 サポート

idFxPt-s <s> 固定部 7.2 Ｍ YES□

idFxPt-r <r> 固定部 7.2 Ｍ YES□

idAddr-s <s> アドレス 7.3 Ｍ YES□

idAddr-r <r> アドレス 7.3 Ｍ YES□

idSeg-s <s> セグメンテーション部 7.4 Ｍ YES□

idSeg-r <r> セグメンテーション部 7.4 Ｍ YES□

idPadd-s <s> パディング 7.5.2 Ｍ YES□

idPadd-r <r> パディング 7.5.2 Ｍ YES□

idSecu-s <s> セキュリティ 7.5.3 iSecu:Ｍ N/A□ YES□

idSecu-r <r> セキュリティ 7.5.3 iSecu:Ｍ N/A□ YES□

idCRR-s <s> 完全ルート記録 7.5.5 i C R R:Ｍ N/A□ YES□

idCRR-r <r> 完全ルート記録 7.5.5 i C R R:Ｍ N/A□ YES□

idPRR-s <s> 部分ルート記録 7.5.5 Ｍ YES□

idPRR-r <r> 部分ルート記録 7.5.5 i P R R:Ｍ N/A□ YES□

idCSR-s <s> 完全ソースルーティング 7.5.4 i C S R:Ｍ N/A□ YES□

idCSR-r <r> 完全ソースルーティング 7.5.4 i C S R:Ｍ N/A□ YES□

idPSR-s <s> 部分ソースルーティング 7.5.4 Ｍ YES□

idPSR-r <r> 部分ソースルーティング 7.5.4 i P S R:Ｍ N/A□ YES□

idQOSM-s <s> サービス品質維持 7.5.6 Ｍ YES□

idQOSM-r <r> サービス品質維持 7.5.6 ｃ１:Ｍ N/A□ YES□

idPri-s <s> 優先度 7.5.7 Ｍ YES□

idPri-r <r> 優先度 7.5.7 i P r i:Ｍ N/A□ YES□

idData-s <s> データ 7.6 Ｍ YES□

idData-r <r> データ 7.6 Ｍ YES□

idUnSup2 サポートしていないタイプ２機 6.19 Ｍ YES□

能を選択するパラメタを含むＰ

ＤＵを受信した場合、受信した

ＰＤＵを廃棄し、適切なエラー

報告を生成するか。

idUnSup3 サポートしていないタイプ３機 6.19 Ｍ YES□

能を選択するパラメタを無視す

るか。

条件付きエントリの定義：

ｃ１：iQOSM 又は iCong

ＪＳ－１０６１３－ｂ



－ －20

B.7.4.2 ＥＲパラメタ

項目 機能 参照 状態 サポート

idFxPt-s <s> 固定部 7.2 Ｍ YES□

idFxPt-r <r> 固定部 7.2 Ｍ YES□

idAddr-s <s> アドレス 7.3 Ｍ YES□

idAddr-r <r> アドレス 7.3 Ｍ YES□

idSeg-s <s> セグメンテーション部 7.4 Ｍ YES□

idSeg-r <r> セグメンテーション部 7.4 Ｍ YES□

idPadd-s <s> パディング 7.5.2 Ｍ YES□

idPadd-r <r> パディング 7.5.2 Ｍ YES□

idSecu-s <s> セキュリティ 7.5.3 iSecu:Ｍ N/A□ YES□

idSecu-r <r> セキュリティ 7.5.3 iSecu:Ｍ N/A□ YES□

idCRR-s <s> 完全ルート記録 7.5.5 i C R R:Ｍ N/A□ YES□

idCRR-r <r> 完全ルート記録 7.5.5 i C R R:Ｍ N/A□ YES□

idPRR-s <s> 部分ルート記録 7.5.5 Ｍ YES□

idPRR-r <r> 部分ルート記録 7.5.5 i P R R:Ｍ N/A□ YES□

idCSR-s <s> 完全ソースルーティング 7.5.4 i C S R:Ｍ N/A□ YES□

idCSR-r <r> 完全ソースルーティング 7.5.4 i C S R:Ｍ N/A□ YES□

idPSR-s <s> 部分ソースルーティング 7.5.4 Ｍ YES□

idPSR-r <r> 部分ソースルーティング 7.5.4 i P S R:Ｍ N/A□ YES□

idQOSM-s <s> サービス品質維持 7.5.6 Ｍ YES□

idQOSM-r <r> サービス品質維持 7.5.6 ｃ１:Ｍ N/A□ YES□

idPri-s <s> 優先度 7.5.7 Ｍ YES□

idPri-r <r> 優先度 7.5.7 i P r i:Ｍ N/A□ YES□

idData-s <s> データ 7.6 Ｍ YES□

idData-r <r> データ 7.6 Ｍ YES□

idUnSup2 サポートしていないタイプ２機 6.19 Ｍ YES□

能を選択するパラメタを含むＰ

ＤＵを受信した場合、受信した

ＰＤＵを廃棄し、適切なエラー

報告を生成するか。

idUnSup3 サポートしていないタイプ３機 6.19 Ｍ YES□

能を選択するパラメタを無視す

るか。

条件付きエントリの定義：

ｃ１：iQOSM 又は iCong
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B.7.5 タイマ値とパラメタ値

項目 機能 参照 状態 値 サポート ｻﾎﾟｰ ﾄ値

iLifReas 組立タイマは受信ＰＤ 6.8 iReas:Ｍ N/A□ YES□

Ｕのライフタイムより

小さいか、等しい。

iReasLim サポートする組立タイ 6.8 500ms

マの値は何か。 から

127.5s

B.8 サブネットワークに依存するコンバージェンス機能

B.8.1 ＳＮＤＣＦの主な機能

項目 機能 参照 状態 サポート

* S802 ISO 8802-2のSNDCF 8.4.2 Ｏ.2 YES□ NO□

* SX25 ISO/IEC 8208のSNDCF 8.4.3 Ｏ.2 YES□ NO□

B.8.2 ISO 8802-2サブネットーワークと共に使用するためのＳＮＤＣＦ

B.8.2.1 適応性

B.8.2.2は、B.8.1/S802をサポートしている実装にのみ適用する。

B.8.2.2 ISO 8802-2のＳＮＤＣＦ機能

項目 機能 参照 状態 サポート

S802SNUD ５１２オクテット以上のサブネッ 8.3 Ｍ YES□

トワークユーザデータはＳＮＤＣ

Ｆによって透過に伝送されるか。

S802SNTD 伝搬遅延はユーザデータ処理に先

んじてＳＮＤＣＦによって決定さ 8.2.1 Ｍ YES□

れるか。

B.8.2.3 ISO 8802-2のＳＮＤＣＦの複数レイヤ依存（Multilayer Dependencies）

項目 依存 参照 要求 サポート値

S802SSG-r <r> 最大ＳＮデータユニットサイズ(Rx) 8.3 ≧ 512

S802SSG-t <r> 最大ＳＮデータユニットサイズ(Tx) 8.3 ≧ 512

B.8.3 ISO/IEC 8208サブネットワークと共に使用するためのＳＮＤＣＦ

B.8.3.1 適応性

B.8.3.2は、B.8.1/SX25をサポートしている実装においてのみ適用する。
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B.8.3.2 ISO/IEC 8208のＳＮＤＣＦ機能

項目 機能 参照 状態 サポート

XSNUD ５１２オクテット以上のサブネッ 8.3 Ｍ YES□

トワークユーザデータはＳＮＤＣ

Ｆによって透過に伝送されるか。

XSNTD 伝搬遅延はユーザデータ処理に先 8.2.1 Ｍ YES□

んじてＳＮＤＣＦによって決定さ

れるか。

呼設定時における考慮 8.4.3.1

－ 新しい呼は：

XCalla a)適切な呼が存在しないとき設定 8.4.3.1 a) Ｏ.3 YES□ NO□

されるか

XCallb b)キューのしきい値に達したとき 8.4.3.1 b) Ｏ.3 YES□ NO□

設定されるか

XCallc c)システム管理によって設定され 8.4.3.1 c) Ｏ.3 YES□ NO□

るか

XCalld d)キューのしきい値に達し、タイ 8.4.3.4 Ｏ.3 YES□ NO□

マが満了したとき設定されるか

XCalle e)他の独自の方法によって設定さ 8.4.3.1 Ｏ.3 YES□ NO□

れるか

呼解放時における考慮 8.4.3.2

－ 呼は：

*XClra a)アイドルタイマが満了したとき 8.4.3.2 a) Ｏ YES□ NO□

解放されるか 8.4.3.4

XClrb b)回線を再利用する必要があると 8.4.3.2 b) Ｏ YES□ NO□

き解放されるか

XClrc c)システム管理によって解放され 8.4.3.2 c) Ｏ YES□ NO□

るか

XClrd d)提供者によって解放されるか 8.4.3.2 d) Ｍ YES□

XClre e)他の独自の方法によって解放さ 8.4.3.2 Ｏ YES□ NO□

れるか

XPD Ｘ.２５プロトコル識別子 8.4.3.3 Ｍ YES□

XVCC ＶＣ衝突解決 8.4.3.5 Ｍ YES□

XMCR 複数ＶＣ－応答 8.4.3.6 Ｍ YES□

*XMCI 複数ＶＣ－設定 8.4.3.6 Ｏ YES□ NO□

XPri Ｘ.２５優先手順 8.4.3.7 Ｏ YES□ NO□
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B.8.3.3 Ｘ.２５のコール・ユーザ・データ

項目 機能 参照 状態 サポート

PD-s <s> プロトコル識別子 8.4.3.3 Ｍ YES□

PD-r <r> プロトコル識別子 8.4.3.3 Ｍ YES□

LI-s <s> 長さ識別子 8.4.3.6 X M C I:Ｍ N/A□ YES□

LI-r <r> 長さ識別子 8.4.3.6 Ｍ YES□

Ver-s <s> ＳＮＣＲバージョン 8.4.3.6 X M C I:Ｍ N/A□ YES□ NO□

Ver-r <r> ＳＮＣＲバージョン 8.4.3.6 Ｍ YES□

SNCR-s <s> ＳＮＣＲ値 8.4.3.6 X M C I:Ｍ N/A□ YES□

SNCR-r <r> ＳＮＣＲ値 8.4.3.6 Ｍ YES□

B.8.3.4 ISO/IEC 8208のＳＮＤＣＦのタイマ

項目 タイマ 参照 状態 値 サポート ｻﾎﾟｰ ﾄ値

XIDL X.25 ＶＣアイドル 8.4.3.4 XClra:Ｏ 任意 N/A□ YES□ NO□

XNVC 追加ＶＣ 8.4.3.4 Ｏ 任意 YES□ NO□

B.8.3.5 ISO/IEC 8208のＳＮＤＣＦの複数レイヤ依存（Multilayer Dependencies）

項目 依存 参照 要求 サポート値

XSSg-r <r> 最大ＳＮデータユニットサイズ(Rx) 8.3 ≧ 512

XSSg-t <r> 最大ＳＮデータユニットサイズ(Tx) 8.3 ≧ 512

項目 依存 参照 状態 サポート

Xvc X.25 ＶＣサービス 8.4.3.8 a) Ｍ YES□

Xdt X.25 データ転送 8.4.3.8 b) Ｍ YES□

Xfc X.25 ﾌﾛｰｺﾝﾄﾛｰﾙ手順 8.4.3.8 c) Ｍ YES□

Xfrp X.25 ﾌﾛｰｺﾝﾄﾛｰﾙ及びﾘｾｯﾄﾊﾟｹｯﾄ 8.4.3.8 d) Ｍ YES□

Xccp X.25 呼設定及び呼解放パケット 8.4.3.8 e) Ｍ YES□

Xdp X.25 DTE及びDCEデータパケット 8.4.3.8 f) Ｍ YES□

Xrs X.25 リスタート手順 8.4.3.8 g) Ｍ YES□

Xrp X.25 リスタートパケット 8.4.3.8 h) Ｍ YES□

XDcT X.25 ＤＣＥタイムアウト 8.4.3.8 i) Ｍ YES□

XDtT X.25 ＤＴＥ制限時間 8.4.3.8 j) Ｍ YES□

Xpco X.25 ﾈｯﾄﾜｰｸﾊﾟｹｯﾄｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ 8.4.3.8 k) Ｍ YES□

Xfcn X.25 ﾌﾛｰｺﾝﾄﾛｰﾙﾊﾟﾗﾒﾀﾈｺﾞｼｴｰｼｮﾝ 8.4.3.8 l) Ｏ YES□ NO□

Xtd X.25 伝搬遅延選択及び表示 8.4.3.8 m) Ｏ YES□ NO□

Xtc X.25 ｽﾙｰﾌﾟｯﾄｸﾗｽﾈｺﾞｼｴｰｼｮﾝ 8.4.3.8 n) Ｏ YES□ NO□

Xoth 他のX.25要素 8.4.3.8 Ｏ YES□ NO□

ＪＳ－１０６１３－ｂ



－ －24

付属書Ｃ

（参考）

推奨

C.1 はじめに

この付属書の情報は解説である。ＪＳ－１０６１３－ｂのこのパートの規定部分ではない。

この推奨と異なる動作が明らかに適切であるアプリケーションでないなら、この付属書で

述べられている機能を実装することが望ましい。

C.2 ＩＳＯ ９５４２における推奨

1. プロトコルの動きを調節するために、ＰＤＵの中のホールディングタイマ（ＨＴ）値

及びコンフィギュレーションタイマ（ＣＴ）値をシステム・ユーザから各サブネット

ワーク毎に調節できようようにすべきである。値は、ＰＤＵフィールドで許されてい

るすべての範囲の値（０から６５５３５秒）を可能にすべきである。

ユーザは、ＥＳが使用する上位層のタイマ（もしあるならば）と矛盾しないように

ISO 9542におけるＩＳタイマを調節すべきである。特に良い値が明確でないならば、

コンフィギュレーションタイマ値を３０秒、ＲＤホールディングタイマ値を６５秒に

するのが望ましい。

2. ＰＤＵの紛失を考慮して、コンフィギュレーションタイマは、ホールディングタイマ

の値の半分より少し短い値にすべきである。

C.3 ＩＳＯ ８４７３における推奨

1. ＤＴ ＰＤＵと同様にＥＲ ＰＤＵも転送誤りが発生することがある。このため、誤り

が発生しているＤＴ ＰＤＵでＥＲ ＰＤＵ送信が選択されているなら、ＥＲ ＰＤＵ中

のＰＤＵヘッダ・エラー検出を選択すべきである。
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パート１Ｊ

パート１に対する追加要求条件
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はじめに

このパートは、本標準のうちパート１に対して追加する内容を規定する。

1. 適用範囲

追加する事項はない。

2. 参照規約

本標準のパート１が参照する規約のほかに、つぎの規約を参照する。

ISO/IEC 10589:1991 : Information technology - Telecommunications and

Information exchange between systems - Intermediate

system to Intermediate system Intra-Domain routeing

information exchange protocol for use in conjunction

with the Protocol for providing the Connectionless-

mode Network Service (ISO 8473)

ISO/IEC 10589:1991 : Defect Report 2 (ISO/IEC JTC1 SC6 N7941)

ISO/IEC 10589:1991 : Defect Report 3,4 (ISO/IEC JTC1 SC6 N9049)

ISO/IEC 10589:1991/Cor1:1993 (ISO/IEC JTC1 SC6 N7945)

ISO/IEC DIS 10747:1993 :Information technology - Telecommunications and

information between systems - Protocol exchange of

inter-domain routeing information among intermediate

systems to support forwarding of ISO 8473 PDUs

3. 用語の定義

このパートの中で使用する用語は、参照規約の中で定義する。

4. 略語

このパートの中で使用する略語は、参照規約の中で定義する。

5. サブネットワークの種類に依存しない要求条件

5.2 静的適合要求条件

パート１の規定に次の要求条件を追加する。

5.2.4 ＩＳＯ／ＩＥＣ １０５８９

ISO/IEC 10589に対する静的適合要求条件を付属書Ｄで規定する。
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5.2.5 ＩＳＯ／ＩＥＣ １０７４７

ISO/IEC 10747に対する静的適合要求条件を付属書Ｅで規定する。

5.3 動的適合要求条件

パート１の規定に次の要求条件を追加する。

5.3.3 ＩＳＯ ９５４２

b) アドレスマスクパラメタの長さ

アドレスマスクパラメタとネットワークアドレスを比較する処理は、次の

条件を満足する場合に実行する。

「アドレスマスクパラメタの先頭ビットから、もっとも後にある値"１"のビ

ットまでの長さ」が、比較しようとしているネットワークアドレスの長さ以

下である。

c) 送信元ＭＡＣアドレスがグループアドレスであった場合

送信元ＭＡＣアドレスがグループアドレスであるようなＭＡＣフレームを

受信したら廃棄する。ＥＳ－ＩＳプロトコルによってグループＭＡＣアドレ

スを学習してはならない。

5.3.4 ＩＳＯ／ＩＥＣ １０５８９

ISO/IEC 10589に対する動的適合要求条件を付属書Ｄで規定する。

5.3.5 ＩＳＯ／ＩＥＣ １０７４７

ISO/IEC 10747に対する動的適合要求条件を付属書Ｅで規定する。

付属書Ａ ＩＳＰＩＣＳ要求条件リスト

追加する事項はない。

付属書Ｂ 推定基本標準ＰＩＣＳ形式

追加する事項はない。

付属書Ｃ 推奨事項

追加する事項はない。

パート１の規定に次の付属書を追加する。
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付属書Ｄ ＩＳＯ／ＩＥＣ １０５８９要求条件

ISO/IEC 10589（イントラドメインＩＳ－ＩＳプロトコル）に対する要求条件を規定する。

ISO/IEC 10589の実装及び使用は任意である。実装及び使用する場合は、次のD.1節～D.4節

に示す要求条件を満たさなければならない。なお、D.2節～D.4節における記法は付属書Ａに

準ずる。

D.1 ＩＳＯ／ＩＥＣ １０５８９要求条件

(1) ＤＡ型サブネットワーク

基本標準の「8.3 ISO 8208 subnetworks」の規定は、ISO 8208サブネットワークに

限らず、ＤＡ型サブネットワーク( )に適用する。１

注( ): ＤＡ型サブネットワークには、ＰＳＤＮ(ＶＣ)、ＩＳＤＮ－ＰＳ(ＶＣ)、１

ＩＳＤＮ－ＣＳ、ＰＳＴＮ、ＣＳＤＮがある。

(2) レベル２のＩＳの機能

レベル２のＩＳの機能について、ＤＡ型サブネットワークをサポートしているＩＳ

は、実装必須、使用必須とする。

(3) ReachableAddressPrefix

レベル２のＩＳは、ReachableAddressPrefixを、実装必須、使用任意とする。

ルーティングドメイン外のＩＳと接続するときに、ReachableAddressPrefixを使用

しルーティングできるようにすること。

(4) Call Establishment Metric Increment

ＤＡ型サブネットワークにおいて、Call Establishment Metric Incrementは、実

装必須、使用任意とする。

(5) Reverse Path Cache

ＤＡ型サブネットワークにおいて、Reverse Path Cacheは、実装必須、使用任意と

する。

(6) Authentication

Authentication（パスワード）は、実装任意、使用任意とする。

なお、ＰＤＵの認証を実装することを推奨する。また、この機能を実装するとき、

最低８オクテットのパスワードが扱えるようにすることを推奨する。

(7) システムＩＤ長

システムＩＤ長は、６オクテットの値を実装必須とする。その他の値は、実装任意、

使用任意とする。

(8) ＩＩＨ ＰＤＵ長

ＩＩＨ ＰＤＵ長は設定項目とし、デフォルト値は１４９６オクテットとする。
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D.2 ＩＳＯ／ＩＥＣ １０５８９ ＩＳＰＩＣＳ要求条件リスト（全般）

D.2.1 プロトコル概要：全般

基本標準 プロファイル

項目 機能／解説 参照箇所 ｽ ﾃ ｰ ﾀ ｽ 参照箇所 ｽ ﾃ ｰ ﾀ ｽ

ALLIS すべてのIS-ISﾌﾟﾛﾄｺﾙ 12.1.2 Ｍ ｍ
の基本機能を実装して
いるか？

System そのｼｽﾃﾑは、定義され 11 Ｍ ｍ( )１

Management た管理情報で管理でき
るか？

Authentication ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞによるAuthen- 7.3.7- Ｏ D.1(7) ｏ( )２

ticationを実装してい 7.3.10,
るか？ 7.3.15.1-

7.3.15.4,
8.2.3-8.2.4,
8.4.1.1

Default Metric ﾃﾞﾌｫﾙﾄﾒﾄﾘｯｸをｻﾎﾟｰﾄし 7.2.2, 7.2.6 Ｍ ｍ
ているか？

Delay Metric 遅延ﾒﾄﾘｯｸをｻﾎﾟｰﾄして 7.2.2, 7.2.6 Ｏ ｏ
いるか？

Expense Metric 課金ﾒﾄﾘｯｸをｻﾎﾟｰﾄして 7.2.2, 7.2.6 Ｏ ｏ
いるか？

Error Metric ｴﾗｰﾒﾄﾘｯｸをｻﾎﾟｰﾄして 7.2.2, 7.2.6 Ｏ ｏ
いるか？

ID Field RoutingDomainID 7.1.3 Ｍ D.1(8) ｍ( )３

Length Length(1-8の中の少な
くとも一つの値)をｻﾎﾟ
ｰﾄしているか？
値はｼｽﾃﾑ管理から設定
できるか？

Forwarding １秒間にいくつのISO 12.2.4.1 Ｍ ｍ
Rate 8473 PDUを送出できる

か？ ( )４

Performance 基本標準12.2.4の 12.2.4 Ｍ ｍ
implementation
performance criteria
に適合しているか？

注( ):管理情報の収集が可能なように実装することが必須だが、その管理情報に関するマネ１

ージャへの通知方法は、このプロファイルの規定範囲外である。

( ):Authenticationを実装するとき、最低８オクテットのパスワードが扱えるようにする２

ことを推奨する。

( ):６オクテットの値を実装必須とする。３

( ):１秒間に一つ以上のISO 8473 PDUを送出できるか？４
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D.2.2 システム環境：全般

基本標準 プロファイル

項目 機能／解説 参照箇所 ｽ ﾃ ｰ ﾀ ｽ 参照箇所 ｽ ﾃ ｰ ﾀ ｽ

ISO 9542 ES-ISﾌﾟﾛﾄｺﾙをｻﾎﾟｰﾄし 10.3, Ｍ ｍ
ているか？ 8.2.1-8.2.2,

8.3.4, 8.4.5
8.4.6

Timer Jitter P D U転送を引き起こす 10.1 Ｍ ｍ
周期的ﾀｲﾏにｼﾞｯﾀｰが適
用されているか？
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D.2.3 サブネットワーク依存機能：全般

基本標準 プロファイル

項目 機能／解説 参照箇所 ｽ ﾃ ｰ ﾀ ｽ 参照箇所 ｽ ﾃ ｰ ﾀ ｽ

LAN ﾌﾞﾛｰﾄﾞｷｬｽﾄ型ｻﾌﾞﾈｯﾄﾜｰ 8.4 Ｏ.1 ｏ.1＊

ｸのためのｻﾌﾞﾈｯﾄﾜｰｸ依

存機能を実装している

か？

LAN is LAN IS隣接関係の確立 8.4.1-8.4.3 LAN:Ｍ LAN:ｍ

Adjacencies を実装しているか？

LAN ES LAN ES隣接関係の確立 8.4.6 LAN:Ｍ LAN:ｍ

Adjacencies を実装しているか？

LAN DIS LAN指定IS手順を実装 8.4.4, 8.4.5 LAN:Ｍ LAN:ｍ

しているか？

8208 Static ISO 8208ｻﾌﾞﾈｯﾄﾜｰｸの 8.3 Ｏ.1 ｉ＊

ためのｻﾌﾞﾈｯﾄﾜｰｸ依存

機能を実装しているか

？

8208 SNDCF ISO 8208 SNDCFを実装 8.3.1, C.1:Ｍ C.1:ｍ

しているか？ 8.3.2.1

PtPt ﾎﾟｲﾝﾄﾂｰﾎﾟｲﾝﾄ型ｻﾌﾞﾈｯﾄ 8.2 Ｏ.1 ｏ.1＊

ﾜｰｸのためのｻﾌﾞﾈｯﾄﾜｰｸ

依存機能を実装してい

るか？

PtPt IS ﾎﾟｲﾝﾄﾂｰﾎﾟｲﾝﾄIS隣接関 8.2.2-8.2.5 C.2:Ｍ C.2:ｍ

Adjacencies 係の確立を実装してい

るか？

PtPt ES ﾎﾟｲﾝﾄﾂｰﾎﾟｲﾝﾄES隣接関 8.2.1 C.2:Ｍ C.2:ｍ

Adjacencies 係の確立を実装してい

るか？

PtPt IIH PDU P-P IIH PDUを正しく 9.7 C.2:Ｍ C.2:ｍ

生成／一掃することが

できるか？

C.1：もし8208 Static、あるいは8208 DAならば必須、それ以外ならば適用範囲外

C.2：もしPtPtならば必須、それ以外ならば適用範囲外
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D.2.4 更新プロセス：全般

基本標準 プロファイル

項目 機能／解説 参照箇所 ｽ ﾃ ｰ ﾀ ｽ 参照箇所 ｽ ﾃ ｰ ﾀ ｽ

LSP Periodic 周期的な新ﾛｰｶﾙLSP生 7.3.2, 7.3.5 Ｍ ｍ

Generation 成を実装しているか？ 7.3.13

LSP Event ｲﾍﾞﾝﾄ発生時の新ﾛｰｶﾙ 7.3.6 Ｍ ｍ

Driven LSP生成を実装してい

Generation るか？

Pseudonode LSP 疑似ﾉｰﾄﾞLSP生成を実 7.3.8, LAN:Ｍ LAN:ｍ

Generation 装しているか？ 7.3.10

Multiple LSP 複数LSP生成を実装し 7.3.4 Ｍ ｍ

Generation ているか？

LSP LSPの送出 7.3.12, Ｍ ｍ

Propagation (propagation)を実装 7.3.14,

しているか？ 7.3.15.1,

7.3.15.5

LSP Life time LSPの寿命制御機能を 7.3.16.4, Ｍ ｍ

Control 実装しているか？ 7.3.16.3

CSNP CSNPの生成を実装して 7.3.15.3, Ｍ ｍ

Generation いるか？ 7.3.17

PSNP PSNPの生成を実装して 7.3.15.4, Ｍ ｍ

Generation いるか？ 7.3.17

SNP Processing SNP制御を実装してい 7.3.15.2, Ｍ ｍ

るか？ 7.3.17

LSDB Overload LSPﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽｵｰﾊﾞｰﾛｰﾄﾞ 7.3.19 Ｍ ｍ

制御を実装しているか

？
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D.2.5 決定プロセス：全般

基本標準 プロファイル

項目 機能／解説 参照箇所 ｽ ﾃ ｰ ﾀ ｽ 参照箇所 ｽ ﾃ ｰ ﾀ ｽ

Minimum Cost ｻﾎﾟｰﾄしているﾒﾄﾘｯｸに 7.2.6 Ｍ ｍ

Path よる単一最小ｺｽﾄﾊﾟｽ計

算を実装しているか？

Equal Cost ｻﾎﾟｰﾄしているﾒﾄﾘｯｸに 7.2.6 Ｏ ｏ

Paths よるｲｺｰﾙ最小ｺｽﾄﾊﾟｽ計

算を実装しているか？

Down Stream ｻﾎﾟｰﾄしているﾒﾄﾘｯｸに 7.2.6 Ｏ ｏ

Paths よるﾀﾞｳﾝｽﾄﾘｰﾑﾊﾟｽ計算

を実装しているか？

Multiple LSPs 複数LSPを使用すると 7.2.5 Ｍ ｍ

Recognition き、そのLSP番号が0の

LSPは必ず寿命値が0よ

り大きいか？

Overloaded ﾘﾝｸ状態ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽがｵｰ 7.2.8.1 Ｍ ｍ

IS Exclusion ﾊﾞｰﾛｰﾄﾞしているISへ

のﾘﾝｸは無視されるか?

Two Way 両側のISによって報告 7.2.8.2 Ｍ ｍ

Connectivity されていないﾘﾝｸは無

視されるか？

Path ﾊﾟｽ選択において優先 7.2.8.2 Ｍ ｍ

Preference 順位付けを実装してい

るか？

Excess Path 余分なﾊﾟｽ削除を実装 7.2.7 Ｍ ｍ

Removal しているか？

FIB ISO 8473の送信ﾃﾞｰﾀﾍﾞ 7.2.9 Ｍ ｍ

Construciton ｰｽを作成できるか？

D.2.6 送信／受信プロセス：全般

基本標準 プロファイル

項目 機能／解説 参照箇所 ｽ ﾃ ｰ ﾀ ｽ 参照箇所 ｽ ﾃ ｰ ﾀ ｽ

FIB Selection 適切な送信ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽを 7.4.2 Ｍ ｍ
選択することができる
か？

NPDU ISO 8473 PDUを送信す 7.4.3.1, Ｍ ｍ
Forwarding ることができるか？ 7.4.3.3

Receive 受信ﾌﾟﾛｾｽの基本機能 7.4.4 Ｍ ｍ
Process を実装しているか？
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D.3 ＩＳＯ／ＩＥＣ １０５８９ ＩＳＰＩＣＳ要求条件リスト（レベル１特有）

D.3.1 プロトコル概要：レベル１特有機能

基本標準 プロファイル

項目 機能／解説 参照箇所 ｽ ﾃ ｰ ﾀ ｽ 参照箇所 ｽ ﾃ ｰ ﾀ ｽ

L1IS レベル１のIS-ISﾙｰﾃｨﾝ 12.1.3 Ｍ ｍ＊

ｸﾞ機能を実装している

か？

Maximum Area MaximumAreaAddresses 7.1.5, L1IS: L1IS:

Addresses を実装しているか？ 7.2.11 Ｍ ｍ

（値は何個？）

Area IS Count 一つのｴﾘｱ内で何個の 12.2.4 L1IS: L1IS:

ISをｻﾎﾟｰﾄできるか？ Ｍ ｍ

L1 Manual ES 手動定義ESをｻﾎﾟｰﾄし 7.3.3.1 L1IS: L1IS:

Adjacency ているか？ Ｍ ｍ

D.3.2 レベル１サブネットワーク依存機能

基本標準 プロファイル

項目 機能／解説 参照箇所 ｽ ﾃ ｰ ﾀ ｽ 参照箇所 ｽ ﾃ ｰ ﾀ ｽ

L1 LAN IIH PDU L1 LAN IIH PDUを正し 9.5 C3:Ｍ C3:

く生成／一掃できるか ｍ

？

C3：もしL1ISでLANならば必須、それ以外ならば適用範囲外

D.3.3 レベル１更新プロセス

基本標準 プロファイル

項目 機能／解説 参照箇所 ｽ ﾃ ｰ ﾀ ｽ 参照箇所 ｽ ﾃ ｰ ﾀ ｽ

L1 LS PDU すべてのL1 LSPを正し 9.8 L1IS: L1IS:

く生成／一掃すること Ｍ ｍ

ができるか？

L1 CSN PDU すべてのL1 CSNを正し 9.10 L1IS: L1IS:

く生成／一掃すること Ｍ ｍ

ができるか？

L1 PSN PDU すべてのL1 PSNを正し 9.12 L1IS: L1IS:

く生成／一掃すること Ｍ ｍ

ができるか？
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D.3.4 レベル１決定プロセス

基本標準 プロファイル

項目 機能／解説 参照箇所 ｽ ﾃ ｰ ﾀ ｽ 参照箇所 ｽ ﾃ ｰ ﾀ ｽ

L1 Nearest L2 最寄りのレベル２のIS 7.2.9.1 L1IS: L1IS:

IS を認識することができ Ｍ ｍ

Identification るか？

L1 Area エリアアドレスの計算 7.2.11 L1IS: L1IS:

Addresses を実装しているか？ Ｍ ｍ

Computation

D.4 ＩＳＯ／ＩＥＣ １０５８９ ＩＳＰＩＣＳ要求条件リスト（レベル２特有）

D.4.1 プロトコル概要：レベル２特有機能

基本標準 プロファイル

項目 機能／解説 参照箇所 ｽ ﾃ ｰ ﾀ ｽ 参照箇所 ｽ ﾃ ｰ ﾀ ｽ

L2IS レベル２のIS-ISﾙｰﾃｨﾝ 12.1.4 Ｏ D.1(2) 8208＊

ｸﾞ機能を実装している DA:mm

か？ ( )１

IS Count 何個のISをｻﾎﾟｰﾄでき 12.2.4 L2IS: L2IS:

るか？ Ｍ ｍ

L2IS Count 何個のレベル２のISを 12.2.4.1 L2IS: L2IS:

ｻﾎﾟｰﾄできるか？ Ｍ ｍ

RA Prefix Reachable Address 8.1, L2IS: D.1(3) L2IS:＊

Prefixをｻﾎﾟｰﾄしてい 7.3.3.2 Ｏ ｍ

るか？

External 外部ﾒﾄﾘｯｸをｻﾎﾟｰﾄして 7.2.2, RA RA

Metrics いるか？ 7.2.12, Prefix Prefix

7.3.3.2 :Ｍ :ｍ

Partition レベル１ﾊﾟｰﾃｨｼｮﾝ修復 7.2.10 L2IS: D.1(4) L2IS:＊

機能をｻﾎﾟｰﾄしている Ｏ ｏ

か？

注( )：もし8208 DAならば実装・使用とも必須、それ以外ならば実装・使用とも任意１
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D.4.2 レベル２サブネットワーク依存機能

基本標準 プロファイル

項目 機能／解説 参照箇所 ｽ ﾃ ｰ ﾀ ｽ 参照箇所 ｽ ﾃ ｰ ﾀ ｽ

L2 LAN IIH PDU L2 LAN IIH PDUを正し 9.6 C4:Ｍ C4:

く生成／一掃できるか ｍ

？

8208 DA ISO 8208DA型回線を 8.3 Ｏ.1 ｏ.1＊

ｻﾎﾟｰﾄしているか？

RA Adjacency reachable Address 8.3.2.2- 8208 8208

Management adjacency管理手順を 8.3.5.6 DA:Ｍ D A : ｍ

ｻﾎﾟｰﾄしているか？

Call 値が0でないCall 8.3.5 8208 D.1(5) 8208

Establishment Establishment Metric DA:Ｏ D A : ｍ

Metric Incrementをｻﾎﾟｰﾄして

Increment いるか？

Reverse Path 8208 Reverse Path 8.3.3 8208 D.1(6) 8208

Cache Cacheをｻﾎﾟｰﾄしている DA:Ｏ D A : ｍ

か？

C4：もしL2ISでLANならば必須、それ以外ならば適用範囲外

D.4.3 レベル２更新プロセス

基本標準 プロファイル

項目 機能／解説 参照箇所 ｽ ﾃ ｰ ﾀ ｽ 参照箇所 ｽ ﾃ ｰ ﾀ ｽ

L2 LS PDU すべてのL2 LSPを正し 9.9 L 2 : Ｍ L2:

く生成／一掃すること ｍ

ができるか？

L2 CSN PDU すべてのL2 CSNを正し 9.11 L 2 : Ｍ L2:

く生成／一掃すること ｍ

ができるか？

L2 PSN PDU すべてのL2 PSNを正し 9.13 L 2 : Ｍ L2:

く生成／一掃すること ｍ

ができるか？
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D.4.4 レベル２決定プロセス

基本標準 プロファイル

項目 機能／解説 参照箇所 ｽ ﾃ ｰ ﾀ ｽ 参照箇所 ｽ ﾃ ｰ ﾀ ｽ

L2 Attached Attached Flagの設定 7.2.9.2 L2IS: L2IS:

Flag をｻﾎﾟｰﾄしているか？ Ｍ ｍ

L2 Partition ﾊﾟｰﾃｨｼｮﾝ指定レベル２ 7.2.10.2 Parti- Parti-

DIS Selection のISを選択することが tion: tion:

できるか？ Ｍ ｍ

L2 Partition L1 Partition Area 7.2.10.3 Parti- Parti-

Area Addresses Addressを計算するこ tion: tion:

Computation とができるか？ Ｍ ｍ

L2 DIS ﾊﾟｰﾃｨｼｮﾝを検出し、レ 7.2.10.1 Parti- Parti-

Partition ベル１の仮想リンクを tion: tion:

Repair 介してﾊﾟｰﾃｨｼｮﾝを修復 Ｍ ｍ

することができるか？

D.4.5 レベル２送信／受信プロセス

基本標準 プロファイル

項目 機能／解説 参照箇所 ｽ ﾃ ｰ ﾀ ｽ 参照箇所 ｽ ﾃ ｰ ﾀ ｽ

L2 NPDU NPDU Encapsulationを 7.2.10.4, Parti- Parti-

Encapsulation ｻﾎﾟｰﾄしているか？ 7.4.3.2 tion: tion:

Ｍ ｍ

L2 NPDU NPDU Decapsulationを 7.4.4 Parti- Parti-

Decapsulation ｻﾎﾟｰﾄしているか？ tion: tion:

Ｍ ｍ
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付属書Ｅ ＩＳＯ／ＩＥＣ １０７４７要求条件

ISO/IEC 10747(IDRP) に対する要求条件を規定する。

ISO/IEC 10747 の実装及び使用は任意である。実装及び使用する場合は、次のE.1及びE.2

節に示す要求条件を満たさなければならない。なお、E.2節における記法は付属書Ａに準ずる。

E.1 ISO/IEC 10747要求条件

(1) ルーティング・ドメイン・コンフェデレーション（ＲＤＣ）機能

ルーティング・ドメイン・コンフェデレーション（ＲＤＣ）を構成する機能を実装必

須、使用任意とする。

(2) ルート・アグリゲーション機能

ルート・アグリゲーション（Route Aggregation）機能を実装必須、使用任意とする。

(3) パス属性

well-known discretionary及びoptional non-transitiveであるパス属性について、

実装及び使用を次の通りとする。

－ DIST LIST INCL : 実装必須。使用任意。

－ DIST LIST EXCL : 実装必須。使用任意。

－ LOCALLY DEFINED QOS : 規定範囲外。

－ SECURITY : 規定範囲外。

－ EXT INFO : 実装必須。使用任意。

(4) AuthenticationとValidation Pattern

タイプ１（Validation Patternのみ）及びタイプ３（Validation Patternとパスワー

ド）の実装を必須、使用を任意とする。

タイプ２（Validation Pattern、暗号化）の実装及び使用については、規定範囲外と

する。

(5) ポリシー

少なくとも次のポリシーを設定できるように実装すること。

－ ＩＤＲＰで学んだルートを隣接ドメインに広告するか広告しないかを、ＮＬＲＩ

毎、ルーティング・ドメイン／ルーティング・ドメイン・コンフェデレーション

毎に制御できること。

－ ある宛先に対して複数のルートが存在する場合、それぞれのルートに対し一意の

優先度（Preference）を付与できること。優先度の値は、宛先へのルート上に位

置する隣接ＢＩＳのＮＳＡＰアドレスを元に決められること。

－ ＲＤパス属性の中に、あるＲＤＩが含まれているルートを無視できること。
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－ ある宛先に対して複数のルートが存在する場合、それぞれのルートに対し一意の

優先度（Preference）を付与できること。優先度の値は、次のものを元に決めら

れること。

・EXT INFOパス属性のないルートが優先度が高い。

・ＲＤパス属性の中に、あるＲＤＩが含まれているルートが優先度が高い。

・ＲＤパス属性の中に、あるＲＤＩが含まれているルートが優先度が低い。

・RD HOP COUNTパス属性の中の値が少ないルートが優先度が高い。

・CAPACITYパス属性の中の値が大きいルートが優先度が高い。

(6) システム管理

基本標準の11章で規定されている「システム管理情報」を収集可能なように実装する

ことが必須であるが、その管理情報のマネージャへの通知方法は、このプロファイル

の規定範囲外である。
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E.2 ISO/IEC 10747 ＩＳＰＩＣＳ要求条件リスト

E.2.1 Proforma for IDRP:General

基本標準 プロファイル
サポート

項目 機能／解説 参照箇所 ｽﾃｰﾀｽ 参照箇所 ｽﾃｰﾀｽ

ＢＡＳＩＣ すべてのBISの基本機能を実装す 12.1 Ｍ ｍ

るか？

ＭＧＴ このシステムは定義された管理情 11 Ｍ ｍ

報で管理するか？

ＶＥＲ このBISはversion negotiationを 7.8 Ｍ ｍ

サポートするか？

ＲＴＳＥＰ このBISはROUTE_SEPARATOR at- 6.3.1.1, Ｍ ｍ

tributeをサポートするか？ 7.12.13

ＨＯＰＳ このBISはRD_HOP_COUNT attrib- 6.3.1.13, Ｍ ｍ

uteをサポートするか？ 7.12.13

ＰＡＴＨ このBISはRD_PATH attributeをサ 6.3.1.3, Ｍ ｍ

ポートするか？ 7.12.3

ＣＡＰＹ このBISはCAPACITY attributeを 6.3.1.15, Ｍ ｍ

サポートするか？ 7.12.15

ＦＳＭ このBISはBIS FSMの規定に従って 7.6.1 Ｍ ｍ

BIS-BISｺﾈｸｼｮﾝを管理するか？

ＦＣＴＬ このBISはflow controlを提供す 7.7.5 Ｍ ｍ

るか？

ＳＥＱＮＯ このBISはsequence number sup- 7.7.4 Ｍ ｍ

portを提供するか

ＩＮＴＧ１ このBISはauthenticationﾀｲﾌﾟ1 Ｏ.1 ｍ

を使うdata integrityを提供する 7.7.1

か？

ＩＮＴＧ２ このBISはauthenticationﾀｲﾌﾟ2 Ｏ.1 ｉ

を使うdata integrityを提供する 7.7.2

か？

ＩＮＴＧ３ このBISはauthenticationﾀｲﾌﾟ3 Ｏ.1 ｍ

を使うdata integrityを提供する 7.7.3

か？

ＥＲＲＯＲ このBIS はIDRPのerror handling 7.20 Ｍ ｍ

を制御するか？

ＲＩＢＣＨＫ このBISはcorrupted routeing Ｍ ｍ

informationに関しては、誤りを 7.10.2

止めるマナーで動作するか？
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E.2.2 PICS Proforma for IDRP:Update-Send

基本標準 プロファイル
サポート

項目 機能／解説 参照箇所 ｽﾃｰﾀｽ 参照箇所 ｽﾃｰﾀｽ

ＩＮＴ このBISはinternal update pro- 7.17.1 Ｍ ｍ

ceduresを提供するか？

ＲＴＳＥＬ このBISはMinRouteSelectionIn- 7.17.3.1 Ｍ ｍ

terval timerをサポートするか？

ＲＴＯＲＧ このBISはMinRDOriginationIn- 7.17.3.2 Ｍ ｍ

terval timerをサポートするか？

ＪＩＴＴＥＲ このBISはtimersにjitterを提供 7.17.3.3 Ｍ ｍ

するか？

E.2.3 PICS Proforma for IDRP:Update-Receive

基本標準 プロファイル
サポート

項目 機能／解説 参照箇所 ｽﾃｰﾀｽ 参照箇所 ｽﾃｰﾀｽ

ＩＮＰＤＵ そのBISはinbound BISPDUを正し 7.14 Ｍ ｍ

く制御するか？

ＩＮＣＯＮＳ このBISはinconsistent routeing 7.15.1 Ｍ ｍ

informationを検出するか？

E.2.4 PICS Proforma for IDRP:Decision

基本標準 プロファイル
サポート

項目 機能／解説 参照箇所 ｽﾃｰﾀｽ 参照箇所 ｽﾃｰﾀｽ

ＴＩＥＳ そのBISは正確にcandidateルート 7.16.2.1 Ｍ ｍ

をbreak tiesするか？

ＲＩＢＵＰＤ このBISは正確なLoc-RIBsを 7.16.2 Ｍ ｍ

updateするか?

ＡＧＧＲＴ このBISはルート・アグリゲーシ 7.18.2.1, Ｏ ｍ

ョンをサポートするか？ 7.18.2.2,

7.18.2.3

ＬＯＣＫ このBISはdecision process実行 7.16.4 Ｍ ｍ

中はAdj-RIBs-INの情報を更新し

ないことを提供するか？
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E.2.5 PICS Proforma for IDRP:Receive

基本標準 プロファイル
サポート

項目 機能／解説 参照箇所 ｽﾃｰﾀｽ 参照箇所 ｽﾃｰﾀｽ

ＲＣＶ そのBISはincoming BISPDUsを処 7.14,7.20 Ｍ ｍ

理し、error conditionに対して

正しく応答するか？

ＯＳＩＺＥ そのBISはminBISPDULength～3000 6.2,7.20 Ｍ ｍ

ｵｸﾃｯﾄのincoming OPEN PDUsを受

信するか？

ＭＸＰＤＵ そのBISはminBISPDULength～ 6.2,7.20 Ｍ ｍ

max BISPDULengthのUPDATE PDU,

IDRP ERROR PDUとRIB REFRESH

PDUを受け入れるか？

E.2.6 PICS Proforma for IDRP:CLNS Forwarding

基本標準 プロファイル
サポート

項目 機能／解説 参照箇所 ｽﾃｰﾀｽ 参照箇所 ｽﾃｰﾀｽ

ＰＳＲＣＲＴ そのBISはpartial sourceルート 8 Ｍ ｍ

を含む8473 NPDUsを正しく制御す

るか？

ＤＡＴＴＳ そのBISは 8473 NPDUからNPDU- 8.2 Ｍ ｍ

derived Distinguishing Attrib-

utesを正しく抽出するか？

ＭＡＴＣＨ そのBISはNPDU derived Distin- 8.3 Ｍ ｍ

guishing Attributesと対応する

RIB-Attsを正しく一致させるか？

ＥＸＴＦ そのBISはdestinationsが自分の 8.4 Ｍ ｍ

routeing domain外であるNPDUsを

正しく転送するか？

ＩＮＴＦ そのBISはdestinationsが自分の 8.1 Ｍ ｍ

routeing domain内であるNPDUsを

正しく転送するか？

E.2.7 PICS Proforma for IDRP:Peer Entity Authentication

基本標準 プロファイル
サポート

項目 機能／解説 参照箇所 ｽﾃｰﾀｽ 参照箇所 ｽﾃｰﾀｽ

ＡＵＴＨ そのBISはBISPDUの送信元を正し 7.7.2 Ｏ ｉ

くauthenticateするか？
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E.2.8 PICS Proforma for IDRP:Optional Transitive Attributes

基本標準 プロファイル
サポート

項目 機能／解説 参照箇所 ｽﾃｰﾀｽ 参照箇所 ｽﾃｰﾀｽ

ＭＥＸＩＴ そのBISはMULTI EXIT DISC at- 6.3.1.7, Ｏ ｏ

tributeの使用をサポートするか? 7.12.7

E.2.9 PICS Proforma for IDRP:Generating Well Known Discretionary Attributes

基本標準 プロファイル
サポート

項目 機能／解説 参照箇所 ｽﾃｰﾀｽ 参照箇所 ｽﾃｰﾀｽ

ＥＸＴＧ そのBISはEXT_INFO attribute生 6.3.1.2, Ｏ ｍ

成をサポートするか？ 7.12.2

ＮＨＲＳ そのBISはルートサーバのサポー 6.3.1.4, Ｏ ｏ

ト時にNEXT_HOP attributeの生成 7.12.4

をサポートするか？

ＮＨＳＮ そのBISはSNPAsをadvertiseする 6.3.1.4, Ｏ ｏ

ためにNEXT_HOP attributeの生成 7.12.4

をサポートするか？

ＤＬＩ そのBISは DIST_LIST_INCL at- 6.3.1.5, Ｏ ｍ

tributeの生成をサポートするか? 7.12.5

ＤＬＥ そのBIS はDIST_LIST_EXCL at- 6.3.1.6, Ｏ ｍ

tributeの生成をサポートするか? 7.12.6

ＴＤＬＹ そのBISはTRANSIT DELAY attrib- 6.3.1.8, Ｏ ｏ

uteの生成をサポートするか？ 7.12.8

ＲＥＲＲ そのBISはRESIDUAL ERROR at- 6.3.1.9, Ｏ ｏ

tributeの生成をサポートするか? 7.12.9

ＥＸＰ そのBISはEXPENSE attributeの生 6.3.1.10, Ｏ ｏ

成をサポートするか？ 7.12.10

ＬＱＯＳＧ そのBISはLOCALLY DEFINED QOS 6.3.1.11, Ｏ ｉ

attributeの生成をｻﾎﾟｰﾄするか？ 7.12.11

ＨＲＥＣ そのBISはHIERARCHICAL RECORD- 6.3.1.12, Ｏ ｏ

ING attributeの生成をサポート 7.12.12

するか？

ＳＥＣＧ そのBISはSECURITY attributeの 6.3.1.14, Ｏ ｉ

生成をサポートするか？ 7.12.14

ＰＲＴＹ そのBISはPRIORITY attributeの 6.3.1.16, Ｏ ｏ

生成をサポートするか？ 7.12.16
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E.2.10 PICS Proforma for IDRP:Propagating Well Known Discretionary Attributes

基本標準 プロファイル
サポート

項目 機能／解説 参照箇所 ｽﾃｰﾀｽ 参照箇所 ｽﾃｰﾀｽ

ＥＸＴＧＰ そのBISはEXT_INFO attributeの 6.3.1.2, Ｏ ｍ

転送をサポートするか？ 7.12.2

ＮＨＲＳＰ そのBISはルートサーバのサポー 6.3.1.4, Ｏ ｏ

ト時にNEXT_HOP attributeの転送 7.12.4

をサポートするか？

ＮＨＳＮＰ そのBISはSNPAsをadvertiseする 6.3.1.4, Ｏ ｏ

ためにNEXT_HOP attributeの転送 7.12.4

をサポートするか？

ＤＬＩＰ そのBISはDIST_LIST_INCL at- 6.3.1.5, Ｏ ｍ

tributeの転送をサポートするか? 7.12.5

ＤＬＥＰ そのBISはDIST_LIST_EXCL at- 6.3.1.6, Ｏ ｍ

tributeの転送をサポートするか? 7.12.6

ＴＤＬＹＰ そのBISはTRANSIT DELAY attrib- 6.3.1.8, Ｏ ｏ

uteの転送をサポートするか？ 7.12.8

ＲＥＲＲＰ そのBISはRESIDUAL ERROR at- 6.3.1.9, Ｏ ｏ

tributeの転送をサポートするか? 7.12.9

ＥＸＰＰ そのBISはEXPENSE attributeの転 6.3.1.10, Ｏ ｏ

送をサポートするか？ 7.12.10

ＬＱＯＳＰ そのBISはLOCALLY DEFINED QOS 6.3.1.11, Ｏ ｉ

attributeの転送をｻﾎﾟｰﾄするか？ 7.12.11

ＨＲＥＣＰ そのBISはHIERARCHICAL RECORD- 6.3.1.12, Ｏ ｏ

ING attributeの転送をサポート 7.12.12

するか？

ＳＥＣＰ そのBISはSECURITY attributeの 6.3.1.14, Ｏ ｉ

転送をサポートするか？ 7.12.14

ＰＲＴＹＰ そのBISはPRIORITY attributeの 6.3.1.16, Ｏ ｏ

転送をサポートするか？ 7.12.16
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E.2.11 PICS Proforma for IDRP:Receiving Well Known Discretionary Attributes

基本標準 プロファイル
サポート

項目 機能／解説 参照箇所 ｽﾃｰﾀｽ 参照箇所 ｽﾃｰﾀｽ

ＥＸＴＲ そのBISはEXT_INFO attributeを 6.3.1.2, Ｍ ｍ

受信したことを認識するか？ 7.12.2

ＮＨＲＳＲ そのBISはNEXT_HOP attributeを 6.3.1.4, Ｍ ｍ

受信したことを認識するか？ 7.12.4

ＤＬＩＲ そのBISはDIST_LIST_INCL at- 6.3.1.5, Ｍ ｍ

tributeを受信したことを認識す 7.12.5

るか？

ＤＬＥＲ そのBISはDIST_LIST_EXCL at- 6.3.1.6, Ｍ ｍ

tributeを受信したことを認識す 7.12.6

るか？

ＴＤＬＹＲ そのBISはTRANSIT DELAY attrib- 6.3.1.8, Ｍ ｍ

uteを受信したことを認識するか 7.12.8

？

ＲＥＲＲＲ そのBISはRESIDUAL ERROR at- 6.3.1.9, Ｍ ｍ

tributeを受信したことを認識す 7.12.9

るか？

ＥＸＰＲ そのBISはEXPENSE attributeを受 6.3.1.10, Ｍ ｍ

信したことを認識するか？ 7.12.10

ＬＱＯＳＲ そのBISはLOCALLY DEFINED QOS 6.3.1.11, Ｍ ｍ

attributeを受信したことを認識 7.12.11

するか？

ＨＲＥＣＲ そのBISはHIERARCHICAL RECORD- 6.3.1.12, Ｍ ｍ

ING attributeを受信したことを 7.12.12

認識するか？

ＳＥＣＲ そのBISはSECURITY attributeを 6.3.1.14, Ｍ ｍ

受信したことを認識するか？ 7.12.14

ＰＲＴＹＲ そのBISはPRIORITY attributeを 6.3.1.16, Ｍ ｍ

受信したことを認識するか？ 7.12.16
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パート２

ＬＡＮ共通、媒体の種類に依存しない要求条件
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このパートは次に示す国際標準プロファイルもしくはその原案を要約したものである。

ISO/IEC ISP 10613-2:1993 Information Technology - International Standardized

Profile RA - Relaying the Connectionless-mode

Network Service -

Part 2: LAN subnetwork dependent media independent

requirements
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はしがき

この国際標準プロファイル(ＩＳＰ)は、ISO/IEC JTC1で開発・承認された。この組織はIS

O/IECの参加国の代表とＳ－リエゾンで構成される。Ｓ－リエゾンは、機能の標準化に関与し、

また、このＩＳＰの開発に寄与するＯＳＩユーザグループから構成される。

このパートには、二つの付属書がある。付属書Ａは規約であり、付属書Ｂは参考情報であ

る。
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はじめに

この国際標準プロファイル(ＩＳＰ)は、ISO/IEC Technical Report 10000,”Information

technology Framework and taxonomy of International Standardized Profiles”によって

規定される原則に従って機能標準の内容を定義している。

機能標準化の動きは、基本標準、プロファイル及び登録手続きを含むあらゆる分野の情報

技術（ＩＴ）標準化の活動の一部である。プロファイルは、特定の明確に定義されたＩＴ機

能を集めて実行するための基本標準の組み合わせを定義する。プロファイルは、基本標準に

おけるオプションとその他のバリエーションの選択を標準化し、国際的に認められた一つの

システム試験を開発する基礎を提供する。

ＩＳＰの最も重要な役割の一つは、国際的に認知された試験及び試験センタの開発（ＩＳ

Ｏ及びＩＥＣ以外の組織による）のための基礎を提供することである。ＩＳＰは、単に基本

標準やオプションの選択を合法化（legitimize）するだけでなく、実システムの相互運用性

を推進するために作成されている。このＩＳＰや他のＩＳＰに基づいた試験を開発し、広く

普及させることは、この目的の実現のために重要である。

このＩＳＰは複数のパートから構成され、このパートはその中のパート２である。パート

１はＲＡｐ.ｑプロファイルの全体的な構成を定義する。また、パート１ではサブネットワー

クに依存しない部分のプロファイル要求条件を規定している。パート１以降のパートでは、

サブネットワーク及び媒体に依存する要求条件を規定する。プロファイルの中には規定を示

すためにパート１の一部や他のサブネットワークに依存するパートの一部を参照するものも

ある。

1. 適用範囲

このＩＳＰは、開放型システム間相互接続（ＯＳＩ）環境において動作する中間システ

ムに適用する。このＩＳＰは、コネクションレス型ネットワークサービスに対するネット

ワーク中継機能を提供するＯＳＩ基本標準の組合せを規定する。

このパートは、媒体の種類によらず一般にＬＡＮに接続され、ISO 8802-2 ＬＬＣタイプ

１プロトコルを使用する中間システムに対する要求条件を規定している。中間システムの

動作は、あるサブネットワークから別のサブネットワークへの中継動作を含んでいる。ま

た、これらのサブネットワークは同じ種類であるとは限らない。このパートはISO 8802-2

ＬＬＣタイプ１を利用するＬＡＮサブネットワーク上での通信についてのみ適用される。
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2. 参照規約

このパートは次に示すドキュメントの規定を含む。このＩＳＰの発行時点では次に示す

版数が有効である。このプロファイルに同意する団体は、参照規約の最新の版が自動的に

は適用されないことに注意すべきである。ＩＳＰの以下の文書への参照の特徴は、特定の

版に固有の場合があるという点である。ＩＳＯとＩＥＣの委員は随時有効な国際標準とＩ

ＳＰを登録し、ＩＴＵ－Ｔの委員は最新の勧告を維持する。

ISO 8473:1988 : Information processing systems - Data communications -

Protocol for providing the Connectionless-mode Network

service

ISO 8473:1988/Corr.1:1992:Information processing systems - Data communications -

Protocol for providing the Connectionless-mode Network

service - Technical Corrigendum 1

ISO 8802-2:1989 : Information processing systems - Local area networks -

Part 2: Logical link control

ISO 9542:1988 : Information processing systems - Telecommunications

and information exchange between systems - End system

to Intermediate system routeing exchange protocol for

use in conjunction with the Protocol for providing

the connectionless-mode network service (ISO 8473)

ISO 9542:1988/Corr.1:1991:Information processing systems - Telecommunications

and information exchange between systems - End system

to Intermediate system routeing exchange protocol for

use in conjunction with the Protocol for providing

the connectionless-mode network service (ISO 8473) -

Technical Corrigendum 1

ISO/IEC TR 9577:1990 : Information technology - Telecommunications and

information exchange between systems - Protocol

identification in the network layer

ISO/IEC/TR 10000-1:1992 : Information technology - Framework and taxonomy of

International Standardized Profiles -

Part 1: Framework

ISO/IEC/TR 10000-2:1992 : Information technology - Framework and taxonomy of

International Standardized Profiles -

Part 2: Taxonomy of OSI Profiles

ISO/IEC ISP 10608-2:1992: Information technology - International Standardized

Profile TAnnn - Connection-mode Transport Service over

Connectionless-mode Network Service -

Part 2: TA51 profile including subnetwork-dependent

requirements for CSMA/CD Local Area Networks (LANs)
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ISO/IEC ISP 10613-1:1993: Information technology - International Standardized

Profile RA - Relaying the connectionless-mode Network

Service - Part 1: Subnetwork-independent requirements

3. 用語の定義

このパートで使用する用語は、すべて参照ドキュメント(第２章参照)に定義されている。

4. 略語

このパートで使用する略語は、すべて参照ドキュメント(第２章参照)に定義されている。

5. ＬＡＮサブネットワークに依存し、媒体に依存しない要求条件

5.1 はじめに

この章で記述する要求条件は、接続されたＬＡＮ媒体の種類に関係なく、このＩＳＰ

のこのパートの適用範囲に含まれるすべての中間システムに適用する。なお、ＬＡＮ媒

体の種類に依存する中間システムへの追加要求条件は、このＩＳＰの他のパートで規定

する。

5.2 静的適合要求条件

5.2.1 全体的な要求条件

このパートに適合した実装は、パート１の静的適合要求条件を満たし、かつ、

5.2.2項に示すISO 8473要求条件、5.2.3項に示すISO 9542要求条件、そして5.2.4

項に示すISO 8802-2要求条件を満たさなければならない。さらに、このパートに適

合した実装は、付属書Ａ内のＩＳＰＩＣＳ要求条件リストをすべて満たさなければ

ならない。

5.2.2 ＩＳＯ ８４７３

このパートに適合するためには、ISO 8473の8章で規定された「ISO 8802-2サブ

ネットワークによるＳＮＤＣＦを使用した前提となるサービスの提供」を満たさな

ければならない。

5.2.3 ＩＳＯ ９５４２

このパートに適合するためには、次の項目を満たすこと。

a) リダイレクション情報（ＲＩ）を実装すること。

b) コンフィギュレーション情報（ＣＩ）を実装すること。

注 しかし、パート１で規定されているように、ＣＩを停止する手段が必要

である。

c) コンフィギュレーション通知機能が実装されている場合、この機能を停止する

手段を提供すること。
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5.2.4 ＩＳＯ ８８０２－２

このパートに適合するためには、次の項目を満たさなければならない。

a) ISO 8802-2 ＬＬＣタイプ１プロトコルを実装すること。

b) Ｐビットが１に設定されたＵＩ ＰＤＵを受信した場合、廃棄すること。

c) ISO/IEC TR 9577で示されているようにＤＳＡＰの値は（二進数で）0111 1111

を使用し、ＳＳＡＰの値は（二進数で）Z111 1111( )を使用すること。この値１

は、このプロファイルにおいてISO 8473及びISO 9542プロトコルを使用するた

めである。

d) ＬＬＣヘッダを含むＬＬＣ ＰＤＵ長が、少なくとも５１５オクテットまでは送

出できる能力が必要である。

注( ): Zはソースルーティングを示すビットである。１

5.3 動的適合要求条件

このパートに適合する実装は、パート１の動的適合要求条件を満たさなければならな

い。さらにISO 8802-2をサポートしなければならない。また、付属書Ａに示す要求条件

を満たさなければならない。
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付属書Ａ（規約）

ＩＳＰＩＣＳ要求条件リスト

A.1 はじめに

ISO/IEC TR10000-1は、ＩＳＰＩＣＳ要求条件リストに含まれるべき三つの項目を示し

ている。それらは次の通りである。

－ プロファイルの一般的なオプション

－ プロファイルで選択された基本標準のリスト

－ 各基本標準のＰＩＣＳ形式に対する制限事項

最初の二つの項目は全体として特定のプロファイルに関係し、このためこのＩＳＰで

は個々のプロファイルを規定しているパートのみ含まれている。３番目の項目については、

すべてのパートがその適用範囲内で必要となるＩＳＰＩＣＳ形式に対する制限事項を明確

にしている。

ISO/IEC TR10000-1では、ＩＳＰＩＣＳ形式は ①制約事項の簡単なリストであるか、も

しくは ②基本ＰＩＣＳ形式を修正したコピーであるかのいずれかから成ることになって

いるが、このＩＳＰでは前者(①)の方法を用いる。

A.2 記法

このＩＰＲＬで使用する記法は、パート１におけるＩＰＲＬのために定義された記法と

同じである。

A.3 ＩＳＯ ８４７３に対するＩＰＲＬ

基本標準がＰＩＣＳ形式を持たないため、中間システムに対する基本標準ＰＩＣＳ形式

情報をパート１付属書Ｂで与える。ＰＩＣＳ形式が標準化されれば、このＩＳＰはそれを

参照するように改訂する。

ＩＳＰのこのパートでは次の制約事項を課す。

機能：

項番 内容 状態

S802 ISO 8802に対するSNDCF ｍ
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A.4 ＩＳＯ ９５４２に対するＩＰＲＬ

ISO 9542の付属書Ａに書かれているＰＩＣＳ形式のうち中間システムに対するものを適

用する。このパートでは次のように規定している。

注 基本標準の項番は、中間システムの規定と、エンドシステムの規定とを区別してい

ない。次に示すすべての項番はISO 9542のA.4節における中間システムの規定を参

照する。

機能：

項番 内容 状態

CI ｺﾝﾌｨｷﾞｭﾚｰｼｮﾝ情報 ｍｄ

RI ﾘﾀﾞｲﾚｸﾄ情報 ｍｍ

CfNt ｺﾝﾌｨｷﾞｭﾚｰｼｮﾝ通知 ｏｄ

RpRd ﾘｸｴｽﾄﾘﾀﾞｲﾚｸﾄ ｍｍ

ＰＤＵ

項番 内容 状態

ISH-s ISﾊﾛｰ送信 ｍｄ

RD-s RD送信 ｍ

ＰＤＵフィールド

項番 内容 状態

SA-r 発信元ｱﾄﾞﾚｽ受信 ｍ

DA-s 宛先ｱﾄﾞﾚｽ送信 ｍ

BSNPA-s ｻﾌﾞﾈｯﾄﾜｰｸｱﾄﾞﾚｽ送信 ｍ
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パラメタの範囲：

項番 内容 状態

HTv ﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞﾀｲﾏ(HT)ﾌｨｰﾙﾄﾞ (1)参照

CTv ｺﾝﾌｨｷﾞｭﾚｰｼｮﾝﾀｲﾏ(CT)値 (2)参照

(1) ＲＤ ＰＤＵ内のＨＴフィールドの値は、少なくとも次の値の±５％の範囲内に

設定可能であること。

５秒、３０秒、６５秒、１０５秒、９００秒

また、ＩＳＨ ＰＤＵ内のＨＴフィールド値は、ＣＴで使用している値の２倍よ

り５％～１０％大きい値を設定可能であること。

(2) ＣＴの値は少なくとも次の値の±５％の範囲内に設定可能であること。

３０秒、１０５秒、９００秒、３６００秒、２８０００秒

注 ただし、パート１付属書Ｃで示されたようにタイマは任意の値を設定可能であるこ

とを推奨する。

A.5 ＩＳＯ ８８０２－２に対するＩＰＲＬ

ISO 8802-2に対する要求条件はISO/IEC ISP 10608で規定されたＴＡ５１プロファイル

におけるものと同じである。従って、このＩＳＰに適合する実装はISO/IEC ISP 10608-2

のISO 8802-2に対するＩＰＲＬの規定する事項に適合しなければならない。
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付属書Ｂ（参考）

推奨事項

B.1 はじめに

この付属書の内容は本来チュートリアルであり、このＩＳＰの規定部分を構成するもの

ではない。

ほかの動作が妥当であるような特殊な場合を除いては、この付属書にしたがって実装す

ることを推奨する。

B.2 ＩＳＯ ９５４２推奨事項

1. 新規加入のエンドシステムがコンフィギュレーション情報（ＣＩ）を迅速に知る手助

けとして、コンフィギュレーション通知機能を実装することを推奨する。

注 しかし、この機能の使用を停止できなければならない。これは、このパートの

本文で規定されている。
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パート２Ｊ

パート２に対する追加要求条件
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はじめに

このパートは、本標準のうちパート２に対して、追加する事項を規定する。

1. 適用範囲

次の項目を付加する。

1.1 シナリオ

プロトコルスタックを図１に示す。

またパート２に対し、網掛け部を追加する。

ISO 8473

ISO 9542
ネットワーク層

ISO/IEC 10589

ISO/IEC 10747

ＬＬＣ副層 ISO 8802-2

データリンク層 ISO 8802-2/PDAM3.2

ＭＡＣ副層
各ＬＡＮ媒体に依存する。

物理層

図１ ＬＡＮサブネットワーク共通のプロトコルスタック

2. 参照規約

本標準のパート２が参照する規約のほかに、次の規約を参照する。

本標準のパート１Ｊ

ISO 8802-2:1989/PDAM3.2 : Information processing systems - Local Area

Networks - Part 2: Logical Link Control -

Amendment 3: PICS Proforma

3. 用語の定義

追加する事項はない。

4. 略語

追加する事項はない。

5. ＬＡＮサブネットワークの種類に依存し、媒体に依存しない要求条件

5.2 静的適合要求条件

次の規定を追加する。
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5.2.1 全体的な要求条件

パート２に対し次の要求条件を追加する。

a) パート１Ｊの静的適合要求条件を満たすこと。

5.2.4 ＩＳＯ ８８０２－２

次の規定を追加する。

e) ＸＩＤコマンド受信時、ＳＳＡＰアドレスが空アドレスであってもこれを拒否し

てはならない。

f) タイマ

ＬＬＣタイプ１の動作では、”レスポンス待ちタイマ”のみ使用する。

(1) タイマ開始条件

ＸＩＤコマンド送信、又はＴＥＳＴコマンド送信

(2) タイマ停止条件

送信したコマンドに対応するレスポンス受信

(3) タイマ値

ローカル事項とする。

(4) タイムアウト発生時の処理

層管理及び上位層へ通知する。

5.2.5 ＩＳＯ／ＩＥＣ １０５８９

ISO/IEC 10589に対する要求条件はパート１Ｊに規定する。

実装はブロードキャスト型サブネットワークに関する規定に適合しなければなら

ない。

5.2.6 ＩＳＯ／ＩＥＣ １０７４７

ISO/IEC 10747に対する要求条件はパート１Ｊに規定する。

5.3 動的適合要求条件

次の規定を追加する。

5.3.1 全体的な要求条件

パート２に対し次の要求条件を追加する。

a) パート１Ｊの動的適合要求条件を満たすこと。

5.3.2 ＩＳＯ／ＩＥＣ １０５８９

ISO/IEC 10589に対する要求条件はパート１Ｊに規定する。

実装はブロードキャスト型サブネットワークに関する規定に適合しなければなら

ない。

5.3.3 ＩＳＯ／ＩＥＣ １０７４７

ISO/IEC 10747に対する要求条件はパート１Ｊに規定する。
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付属書Ａ ＩＳＰＩＣＳ要求条件リスト

追加する事項はない。

付属書Ｂ 推奨事項

B.2 ＩＳＯ ９５４２推奨事項

次の推奨事項を追加する。

2. ＰＤＵヘッダのチェックサム生成機能は実装しないことを強く推奨する。

3. コンフィギュレーション通知機能を実装することを強く推奨する。

4. ＩＳＨ ＰＤＵ送信時、次のパラメタを使用しないことを強く推奨する。

－チェックサムパラメタ

－優先度パラメタ

5. ＥＳＨ ＰＤＵ受信時、次のパラメタを使用しないことを推奨する。

－セキュリティパラメタ

6. ＥＳＨ ＰＤＵ受信時、次のパラメタを無視することを推奨する。

－優先度パラメタ

7. ＲＤ ＰＤＵ送信時、次のパラメタを無視することを強く推奨する。

－チェックサムパラメタ

－優先度パラメタ

－サービス品質維持パラメタ

8. ＲＤ ＰＤＵにおけるアドレスマスクパラメタを実装することを強く推奨する。

B.3 ＩＳＯ ８８０２推奨事項

次の推奨事項を追加する。

1. 重複アドレスチェック時のＸＩＤコマンドの再送回数は、０回（再送は行わない）

を推奨する。
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パート３

ＣＳＭＡ／ＣＤ ＬＡＮサブネットワークに依存する要求条件
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このパートは次に示す国際標準プロファイルもしくはその原案を要約したものである。

ISO/IEC ISP 10613-3:1993 Information Technology - International Standardized

Profile RA - Relaying the Connectionless-mode

Network Service -

Part 3: CSMA/CD LAN subnetwork dependent

media dependent requirements
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はしがき

この国際標準プロファイル(ＩＳＰ)は、ISO/IEC JTC1で開発・承認された。この組織はIS

O/IECの参加国の代表とＳ－リエゾンで構成される。Ｓ－リエゾンは、機能の標準化に関与し、

また、このＩＳＰの開発に寄与するＯＳＩユーザグループから構成される。

このパートには、三つの付属書がある。付属書Ａ及び付属書Ｂは規約であり、付属書Ｃは

参考情報である。



－ －66ＪＳ－１０６１３－ｂ

目 次

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥はじめに 67

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1. 適用範囲 67

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥2. 参照規約 68

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥3. 用語の定義 69

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥4. 略語 69

‥‥‥‥‥‥5. ＣＳＭＡ／ＣＤ ＬＡＮサブネットワーク及び媒体に依存する要求条件 69

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥5.1 静的適合要求条件 69

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥5.1.1 全体的な要求条件 69

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥5.1.2 ＩＳＯ ８４７３ 69

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥5.1.3 ＩＳＯ ９５４２ 69

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥5.1.4 ＩＳＯ ８８０２－２ 70

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥5.1.5 ＩＳＯ ８８０２－３ 70

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥5.2 動的適合要求条件 71

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥付属書Ａ（規約）ＩＳＰＩＣＳ要求条件リスト 72

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥付属書Ｂ（規約）推定ＰＩＣＳ形式 74

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥付属書Ｃ（参考）推奨事項 75



－ －67

はじめに

この国際標準プロファイル(ＩＳＰ)は、ISO/IEC Technical Report 10000,”Information

technology Framework and taxonomy of International Standardized Profiles”によって

規定される原則に従って機能標準の内容を定義している。

機能標準化の動きは、基本標準、プロファイル及び登録手続きを含むあらゆる分野の情報

技術（ＩＴ）標準化の活動の一部である。プロファイルは、特定の明確に定義されたＩＴ機

能を集めて実行するための基本標準の組み合わせを定義する。プロファイルは、基本標準に

おけるオプションとその他のバリエーションの選択を標準化し、国際的に認められた一つの

システム試験を開発する基礎を提供する。

ＩＳＰの最も重要な役割の一つは、国際的に認知された試験及び試験センタの開発(ＩＳＯ

及びＩＥＣ以外の組織による）のための基礎を提供することである。ＩＳＰは、単に基本標

準やオプションの選択を合法化（legitimize）するだけでなく、実システムの相互運用性を

推進するために作成されている。このＩＳＰや他のＩＳＰに基づいた試験を開発し、広く普

及させることは、この目的の実現のために重要である。

このＩＳＰは複数のパートから構成され、このパートはパート３である。パート１はＲＡ

ｐ.ｑプロファイルの全体的な構成を定義し、また、サブネットワークと媒体に依存しない要

求条件を規定している。他のパートでは、サブネットワーク及び媒体に依存する要求条件を

規定する。さらに、各々のプロファイルは必要に応じてパート１及び他のサブネットワーク

依存パートを修正して参照している。

1. 適用範囲

このＩＳＰは、開放型システム間相互接続(ＯＳＩ)環境において動作する中間システム

に適用する。このＩＳＰは、コネクションレス型ネットワークサービスに対するネットワ

ーク層における中継機能を提供するＯＳＩ基本標準の組合せを規定する。

このパートは、サブネットワークに依存する要求条件を規定し、ISO 8802-3で規定する

ＣＳＭＡ／ＣＤ ＬＡＮサブネットワークに接続され、別のＬＡＮサブネットワークに中継

する装置に適用される。
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2. 参照規約

このパートは次に示す文献の規定を含む。このＩＳＰの発行時点では次に示す版数が有

効である。このプロファイルに同意した団体は、参照規約の最新の版が自動的に適用され

ないことに注意すべきである。ＩＳＰの以下の文書への参照の特徴は、特定の版に固有の

場合があるという点である。ＩＳＯとＩＥＣの委員は随時有効な国際標準とＩＳＰを登録

し、ＩＴＵ－Ｔの委員は最新の勧告を維持する。

ISO 8473:1988 : Information processing systems - Data communications -

Protocol for providing the Connectionless-mode Network

service

ISO 8473:1988/Corr.1:1992:Information processing systems - Data communications -

Protocol for providing the Connectionless-mode Network

service - Technical Corrigendum 1

ISO 8802-2:1989 : Information processing systems - Local area networks -

Part 2: Logical link control

ISO/IEC 8802-3:1993 : Information technology - Local and metropolitan area

networks - Part 3: Carrier sense multiple access with

collision detection (CSMA/CD) access method and

physical layer specifications

ISO 9542:1988 : Information processing systems - Telecommunications

and information exchange between systems - End system

to Intermediate system routeing exchange protocol for

use in conjunction with the Protocol for providing

the connectionless-mode network service (ISO 8473)

ISO 9542:1988/Corr.1:1991:Information processing systems - Telecommunications

and information exchange between systems - End system

to Intermediate system routeing exchange protocol for

use in conjunction with the Protocol for providing

the connectionless-mode network service (ISO 8473)

- Technical Corrigendum 1

ISO/IEC/TR 10000-1:1992 : Information technology - Framework and taxonomy of

International Standardized Profiles -

Part 1: Framework

ISO/IEC/TR 10000-2:1992 : Information technology - Framework and taxonomy of

International Standardized Profiles -

Part 2: Taxonomy of OSI Profiles

ISO/IEC 10039:1991 : Information technology - Open Systems Interconnection

- Local area networks - Medium Access Control (MAC)

service definition

ISO/IEC ISP 10613-1:1993: Information technology - International Standardized

Profile RA - Relaying the connectionless-mode Network

Service - Part 1: Subnetwork-independent requirements
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ISO/IEC ISP 10613-2:1993: Information technology - International Standardized

Profile RA - Relaying the connectionless-mode Network

Service - Part 2: LAN subnetwork-dependent,

media-independent requirements

3. 用語の定義

このパートで使用する用語は、すべて参照ドキュメント(第２章参照)に定義されている。

4. 略語

このパートで使用する略語は、すべて参照ドキュメント(第２章参照)に定義されている。

5. ＣＳＭＡ／ＣＤ ＬＡＮサブネットワーク及び媒体に依存する要求条件

5.1 静的適合要求条件

5.1.1 全体的な要求条件

このパートに適合する実装は、パート２の静的適合要求条件を満たし、かつ、

5.1.2項に示すISO 8473要求条件、5.1.3項に示すISO 9542要求条件、5.1.4項に示

すISO 8802-2要求条件、そして5.1.5項に示すISO 8802-3要求条件を満たさなけれ

ばならない。さらに、このパートに適合する実装は、付属書Ａ内のＩＳＰＩＣＳ要

求条件リストの要求条件をすべて満たさなければならない。

5.1.2 ＩＳＯ ８４７３

このパートに適合するためには、次の項目を満たさなければならない。

a) ＰＤＵ長が１４９７オクテット以下の任意のセグメントが受信できなければなら

ない。

5.1.3 ＩＳＯ ９５４２

このパートに適合するためには、次の項目を満たさなければならない。

a) 全ＥＳネットワークエンティティ マルチキャストアドレスとして、次の二進数

で示す値を用いる。

1001 0000 0000 0000 1101 0100 0000 0000 0000 0000 0010 0000

この二進数で記述されたＭＡＣアドレスの一番左のビットは、Ｉ／Ｇビットであ

る。

注１ 上述したＭＡＣアドレスをISO/IEC 10039のエンコーディング形式で

十六進数で記述すると次の値となる。

０９-００-２Ｂ-００-００-０４
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b) 全ＩＳネットワークエンティティ マルチキャストアドレスとして、次の二進数

で示す値を用いる。

1001 0000 0000 0000 1101 0100 0000 0000 0000 0000 1010 0000

この二進数で記述されたＭＡＣアドレスの一番左のビットは、Ｉ／Ｇビットであ

る。

注２ 上述したＭＡＣアドレスをISO/IEC 10039のエンコーディング形式で

十六進数で記述すると次の値となる。

０９-００-２Ｂ-００-００-０５

c) ＲＤ ＰＤＵのＢＳＮＰＡフィールドには、示したいサブネットワーク加入点の

ＭＡＣアドレスを入れる。この時ＭＡＣアドレスは、次の様にエンコードされる。

1) アドレスのビットをＭＡＣアドレスフィールドとして転送される時の順番に

８ビットずつ取り出す。

2) 各々の８ビットを、その８ビットのうち最初に転送されるビットをＬＳＢと

し、オクテット値にする。これらのオクテット群を連続させてＢＳＮＰＡフ

ィールドを作成する。

これは、ISO/IEC 10039に記述してある形式である。

5.1.4 ＩＳＯ ８８０２－２

このパートに適合するためには、次の項目を満たさなければならない。

a) ＬＬＣヘッダを含む１５００オクテット以内の任意の長さのＬＬＣ ＰＤＵの受

信ができること。

5.1.5 ＩＳＯ ８８０２－３

5.1.5.1 一般的な要求条件

このパートに適合するためには、次の項目を満たさなければならない。

a) 5.1.5.2項に示す１０ＢＡＳＥ５への要求条件か、5.1.5.3項に示す１０ＢＡ

ＳＥ２への要求条件か、又はその両方の要求条件を満たさなければならない。

b) ISO/IEC 8802-3のＭＡＣ層の機能を提供しなければならない。

c) ＰＨＹ層はISO/IEC 8802-3・７章のＰＬＳとＡＵＩの規定に適合しなければ

ならない。

d) ＡＵＩケーブルを使用する場合、ISO/IEC 8802-3・７章の規定に適合しなけ

ればならない。

e) リピータを使用する場合、ISO/IEC 8802-3・９章の規定に適合しなければな

らない。
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5.1.5.2 １０ＢＡＳＥ５に対する要求条件

このパートに適合するためには、次の項目を満たさなければならない。

a) ＭＡＵを提供する場合は、ISO/IEC 8802-3 8.1、8.2及び8.3節で規定された

要求条件を満たさなければならない。

ＭＡＵを提供しない場合は、外部へ接続可能なＡＵＩを提供しなければなら

ない。

b) 媒体コンポーネントを提供する場合は、ISO/IEC 8802-3 8.4、8.5、8.6、

8.7節及び９章で規定された要求条件を満たさなければならない。

5.1.5.3 １０ＢＡＳＥ２に対する要求条件

このパートに適合するためには、次の項目を満たさなければならない。

a) ＭＡＵを提供する場合は、ISO/IEC 8802-3 10.1、10.2、10.3及び10.4節で

規定された要求条件を満たさなくてはならない。

ＭＡＵを提供しない場合は、外部へ接続可能なＡＵＩを提供しなければなら

ない。

b) 媒体コンポーネントを提供する場合は、ISO/IEC 8802-3 9章、10.5、10.6、

10.7節及び10.8節で規定された要求条件を満たさなければならない。

5.2 動的適合要求条件

このパートに適合する実装は、ISO/IEC 8802-3に規定された機能の動作に従ってふる

まわなければならない。また、付属書Ａに示すＩＳＰＩＣＳ要求リストの要求条件を満

たさなければならない。
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付属書Ａ（規約） ＩＳＰＩＣＳ要求条件リスト

A.1 はじめに

ISO/IEC TR10000-1は、ＩＳＰＩＣＳ要求条件リスト内に含まれるべき三つの項目を示

している。それらは次の通りである。

－ プロファイルの一般的なオプション

－ プロファイルで選択された基本標準のリスト

－ 各基本標準のＰＩＣＳに対する制限

最初の二つの項目は全体として特定のプロファイルに関係し、このためこのＩＳＰでは

個々のプロファイルを規定しているパートのみ含まれている。３番目の項目については、

すべてのパートがその適用範囲内で必要となるＩＳＰＩＣＳ形式に対する制限事項を明確

にしている。

ISO/IEC TR10000-1では、ＩＳＰＩＣＳ形式は ①制約事項の簡単なリストであるか、も

しくは ②基本ＰＩＣＳ形式を修正したコピーであるかのいずれかから成ることになって

いるが、このＩＳＰでは前者（①）の方法を用いる。

A.2 記法

このＩＰＲＬで使用する記法は、このＩＳＰのパート１のＩＰＲＬのために定義された

記法と同じである。

A.3 ＩＳＯ ８４７３に対するＩＰＲＬ

基本標準がＰＩＣＳ形式を持たないため、中間システムに対する仮の基本標準ＰＩＣＳ

形式情報をパート１付属書Ｂで与える。ＰＩＣＳ形式が標準化されれば、このＩＳＰはそ

れを参照するように改訂する。

このＩＳＰのこのパートでは次の制限事項を課す。

ISO 8802-2 ＳＮＤＣＦの複数レイヤ間での関係：

項番 内容 状態

S802SSg-r 最大SNﾃﾞｰﾀ長(Rx) >=1497

A.4 ＩＳＯ ９５４２に対するＩＰＲＬ

パート２に追加する事項はない。

A.5 ＩＳＯ ８８０２－２に対するＩＰＲＬ

パート２に追加する事項はない。
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A.6 ＩＳＯ／ＩＥＣ ８８０２－３に対するＩＰＲＬ

基本標準がＰＩＣＳ形式を持たないため、中間システムに対する仮の基本標準ＰＩＣＳ

形式情報をパート３付属書Ｂ、B.2節で与える。ＰＩＣＳ形式が標準化されれば、このＩ

ＳＰはそれを参照するように改訂する。

このパートでは次の制限事項を課す。

機能及びインタフェース：

項番 内容 状態

10BASE5 10BASE5 ｏ.２

10BASE2 10BASE2 ｏ.２

ＡＵＩａ：ｏ
MAUs MAU提供

ＡＵＩａ：ｍØ

ＭＡＵｓ：ｏ
AUIa 外部接続可能AUI提供

ＭＡＵｓ：ｍØ

ｏ.２：このオプションのうち、少なくとも一つは必須である。
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付属書Ｂ（規約） 推定ＰＩＣＳ形式

B.1 はじめに

この付属書は、まだ国際的に確定したＰＩＣＳ形式を持たない基本標準に対する推定

ＰＩＣＳ形式を含む。

B.2 ＩＳＯ８８０２－３

B.2.1 はじめに

もしも基本標準ＰＩＣＳ形式がプロファイル定義の目的に適切でない場合は、ISO

/IEC TR10000によると、次のいずれかの方法で必要情報をプロファイル定義に含めな

ければならない。一つの方法は一部の必要な項目を書くことであり、もう一つの方法

は完全なＰＩＣＳ形式を書くことである。ISO/IEC 8802-3の場合は、基本標準全体の

うちこのＩＳＰで制約を加えるのはほんの一部であり、ここではＰＩＣＳ形式全体を

書く方式ではなく一部の重要な項目を書く方式を採用した。

このＰＩＣＳ形式情報で使用する記法、記入方法は、パート１のB.2およびB.3節に

おいて定義したものと同じである。

B.2.2 機能及びインタフェース

項番 機能 参照 ﾀｲﾌﾟ/ 範 囲 サポート

10BASE5 10BASE5 8 Ｏ YES□ NO□

10BASE2 10BASE2 10 Ｏ YES□ NO□

MAUs MAU提供 8,10 Ｏ YES□ NO□

AUIa 外部接続可能AUI提供 7 Ｏ YES□ NO□
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付属書Ｃ（参考） 推奨事項

C.1 はじめに

ほかの動作が妥当であるような特殊な場合を除いては、この付属書にしたがって実装す

ることを推奨する。

C.2 ＩＳＯ ９５４２推奨事項

1. ＬＡＮサブネットワークは既にチェックサム機能を提供しているので、不必要なオーバ

ヘッドを避けるために、ヘッダ・チェックサム生成は使用しないことを推奨する。

ＪＳ－１０６１３－ｂ
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パート３Ｊ

パート３に対する追加要求条件

ＪＳ－１０６１３－ｂ
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はじめに

このパートは、本標準のうちパート３に対して、追加する事項を規定する。

1. 適用範囲

次の項目を付加する。

1.1 シナリオ

プロトコルスタックを図１に示す。

また、パート３に対し、網掛け部を追加する。

ISO 8473

ISO 9542
ネットワーク層

ISO/IEC 10589

ISO/IEC 10747

ＬＬＣ副層 ISO 8802-2

データリンク層 ISO 8802-2/PDAM3.2

ＭＡＣ副層 ISO 8802-3

ISO 8802-3(10BASE5)、又は

物理層 ISO 8802-3(10BASE2)、又は

ISO 8802-3(10BASE-T)

図１ ＣＳＭＡ／ＣＤ ＬＡＮサブネットワークのプロトコルスタック

2. 参照規約

本標準のパート３が参照する規約の他に、次の規約を参照する。

本標準のパート１Ｊ

本標準のパート２Ｊ

ISO 8802-2:1989/PDAM3.2 : Information processing systems - Local Area

Networks - Part 2: Logical Link Control -

Amendment 3: PICS Proforma

ISO 8802-3:1993 : Information technology - Local area and

metropolitan networks - Part 3: Carrier sense

multiple access with collision detection

(CSMA/CD) access method and physical layer

specifications

ISO/IEC 8802-3/PDAM17 : Information Technology - Telecommunications and

Information Exchange Between Systems - Local

Area Networks - Part 3 : Carrier Sense Multiple

Access with Collision Detection (CSMA/CD) -

Access Method and Physical Layer Specifications

- Amendment 17 : PICS Proforma for 10BASE-T
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3. 用語の定義

追加する事項はない。

4. 略語

追加する事項はない。

5. ＣＳＭＡ／ＣＤ ＬＡＮサブネットワーク及び媒体に依存する要求条件

パート３で示す要求条件の5.1節及び5.2節に対してつぎの要求条件を加える。

5.1 静的適合要求条件

5.1.1 全体的な要求条件

次の規定を追加する。

a) パート２Ｊの静的適合要求条件を満たすこと。

5.1.5 ＩＳＯ ８８０２-３

5.1.5.1 一般的な要求条件

項番a)を次のように変更する。

a) 5.1.5.2項に示す１０ＢＡＳＥ５への要求条件か、5.1.5.3項に示す１０ＢＡ

ＳＥ２への要求条件か、5.1.5.4項に示す１０ＢＡＳＥ-Ｔへの要求条件か、

いずれか一つ、もしくは複数の要求条件を満たさなければならない。

次の規定を追加する。

f) ＭＡＣアドレスは６オクテット（４８ビット）でなければならない。

ＭＡＣアドレスの管理形式については本標準の規定範囲外とする。

g) フレームサイズが６４オクテットから１５１８オクテットまでのフレームを

受信できなければならない。

次の項目を付加する。

5.1.5.4 １０ＢＡＳＥ-Ｔに対する要求条件

実装が適合するためには、次の項目を満たさなければならない。

a) ＭＡＵを提供する場合は、ISO/IEC 8802-3の14.1、14.2、14.3、14.5及び

14.7節で規定された要求条件を満たさなければならない。

ＭＡＵを提供しない場合は、外部へ接続可能なＡＵＩを提供しなければなら

ない。

b) 媒体コンポーネントを提供する場合は、ISO/IEC 8802-3 14.4、14.5、14.6

及び14.7節で規定された要求条件を満たさなければならない。
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5.1.5.5 ＩＳＯ／ＩＥＣ １０７４７

ＩＳＯ／ＩＥＣ １０７４７に対する要求条件はパート１Ｊに規定する。

5.2 動的適合要求条件

次の項目を追加する。

5.2.1 全体的な要求条件

パート２Ｊの動的適合要求条件を満たすこと。

5.2.2 ＩＳＯ／ＩＥＣ １０７４７

ＩＳＯ／ＩＥＣ １０７４７に対する要求条件はパート１Ｊに規定する。
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付属書Ａ（規約） ＩＳＰＩＣＳ要求条件リスト

A.6 ＩＳＯ ８８０２-３に対するＩＰＲＬ

「機能及びインタフェース」に関するＩＰＲＬを次の表に変更する。

機能及びインタフェース：

基本標準 内容 状態

B.2.2/10BASE5 10BASE5 ｏ.１

B.2.2/10BASE2 10BASE2 ｏ.１

B.2.2/10BASE-T 10BASE-T ｏ.１

B.2.2/MAUs MAU提供 ｃ１

B.2.2/AUIa 外部接続可能AUI提供 ｃ２

条件付き記号及び選択記号

ｏ.１ いずれか一つを実装しなければならない。

ｃ１ 項番AUIaを提供する場合はＯ、そうでない場合はＭ。

ｃ２ 項番MAUsを提供する場合はＯ、そうでない場合はＭ。

付属書Ｂ（規約） 推定ＰＩＣＳ形式

B.2 ＩＳＯ ８８０２-３

B.2.2 機能及びインタフェース

「機能及びインタフェース」に関するＩＰＲＬを次の表に変更する。

項番 機能 ﾀｲﾌﾟ/範囲 参照 サポート

10BASE5 10BASE5 Ｏ 8 YES□ NO□

10BASE2 10BASE2 Ｏ 10 YES□ NO□

10BASE-T 10BASE-T Ｏ YES□ NO□

MAUs MAU提供 Ｏ 8,10 YES□ NO□

AUIa 外部接続可能AUI提供 Ｏ 7 YES□ NO□
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付属書Ｃ（参考） 推奨事項

次の事項を付加する。

C.3 物理層推奨事項

C.3.1 １０ＢＡＳＥ５物理層

(a) ＡＵＩの回路ＣＯは、使用しないことを強く推奨する。

(b) ＡＵＩの回路ＣＩにおいて、ＣＳ１(mau_not_availableメッセージ）は、使用

しないことを強く推奨する。

C.3.2 １０ＢＡＳＥ２物理層

(a) 相互接続インタフェースとしてＭＤＩ(メディア・ディペンデント・インタフェ

ース)を強く推奨する。

C.3.3 １０ＢＡＳＥ-Ｔ物理層

(a) 相互接続インタフェースとしてＭＤＩ(メディア・ディペンデント・インタフェ

ース)を強く推奨する。
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パート４

ＦＤＤＩ ＬＡＮサブネットワークに依存する要求条件
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このパートは次に示す国際標準プロファイルもしくはその原案を要約したものである。

ISO/IEC ISP 10613-4:1994 Information Technology - International Standardized

Network Profile RA -

Relaying the Connectionless-mode Service -

Part 4: FDDI LAN subnetwork depend media dependent

requirements
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はしがき

この国際標準プロファイル(ＩＳＰ)は、ISO/IEC JTC1で開発・承認された。この組織はIS

O/IECの参加国の代表とＳ－リエゾンで構成される。Ｓ－リエゾンは、機能の標準化に関与し、

また、このＩＳＰの開発に寄与するＯＳＩユーザグループから構成される。

このパートには二つの付属書がある。付属書Ａは規約であり、付属書Ｂは参考情報である。
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はじめに

この国際標準プロファイル(ＩＳＰ)は、ISO/IEC Technical Report 10000,”Information

technology Framework and taxonomy of International Standardized Profiles”によって

規定される原則に従って機能標準の内容を定義している。

機能標準化の動きは、基本標準、プロファイル及び登録手続きを含むあらゆる分野の情報

技術（ＩＴ）標準化の活動の一部である。プロファイルは、特定の明確に定義されたＩＴ機

能を集めて実行するための基本標準の組み合わせを定義する。プロファイルは、基本標準に

おけるオプションとその他のバリエーションの選択を標準化し、国際的に認められた一つの

システム試験を開発する基礎を提供する。

ＩＳＰの最も重要な役割の一つは、国際的に認知された試験及び試験センタの開発（ＩＳ

Ｏ及びＩＥＣ以外の組織による）のための基礎を提供することである。ＩＳＰは、単に基本

標準やオプションの選択を合法化（legitimize）するだけでなく、実システムの相互運用性

を推進するために作成されている。このＩＳＰや他のＩＳＰに基づいた試験を開発し、広く

普及させることは、この目的の実現のために重要である。

このＩＳＰは複数のパートから構成され、このパートはその中のパート４である。パート

１はＲＡｐ.ｑプロファイルの全体的な構成を定義する。また、パート１ではサブネットワー

クに依存しない部分のプロファイル要求条件を規定している。パート１以降のパートでは、

サブネットワーク及び媒体に依存する要求条件を規定する。プロファイルのなかには規定を

示すためにパート１の一部や他のサブネットワークに依存するパートの一部を参照するもの

もある。

1. 適用範囲

このＩＳＰは、開放型システム間相互接続（ＯＳＩ）環境において動作する中間システ

ムに適用する。このＩＳＰは、コネクションレス型ネットワークサービスに対するネット

ワーク中継機能を提供するＯＳＩ基本標準の組合せを規定する。

このパートは、媒体の種類によらず一般にＬＡＮに接続され、ISO 9314で規定するＦＤ

ＤＩ ＬＡＮサブネットワークを使用する中間システムに対する要求条件を規定している。

中間システムの動作は、あるサブネットワークから別のサブネットワークへの中継動作を

含んでいる。また、これらのサブネットワークは同じ種類であるとは限らない。このパー

トは、ＦＤＤＩ ＬＡＮを利用するサブネットワーク上での通信についてのみ適用される。
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2. 参照規約

このパートは次に示すドキュメントの規定を含む。このＩＳＰの発行時点では次に示す

版数が有効である。このプロファイルに同意する団体は、参照規約の最新の版が自動的に

は適用されないことに注意すべきである。

ISO 8473:1988 : Information processing systems - Data communications -

Protocol for providing the Connectionless-mode Network

service

ISO 8473:1988/Corr.1:1992:Information processing systems - Data communications -

Protocol for providing the Connectionless-mode Network

service - Technical Corrigendum 1

ISO 8802-2:1989 : Information processing systems - Local area networks -

Part 2: Logical link control

ISO 8802-2:1989/Corr.1:1992:

Information processing systems - Local area networks -

Part 2: Logical link control - Technical Corrigendum 1

ISO 9542:1988 : Information processing systems - Telecommunications

and information exchange between systems - End system

to Intermediate system routeing exchange protocol for

use in conjunction with the Protocol for providing

the connectionless-mode network service (ISO 8473)

ISO 9542:1988/Corr.1:1991:Information processing systems - Telecommunications

and information exchange between systems - End system

to Intermediate system routeing exchange protocol for

use in conjunction with the Protocol for providing

the connectionless-mode network service (ISO 8473)

- Technical Corrigendum 1

ISO/IEC TR 10000-1:1992 : Information technology - Framework and taxonomy of

International Standardized Profiles -

Part 1: Framework

ISO/IEC TR 10000-2:1992 : Information technology - Framework and taxonomy of

International Standardized Profiles -

Part 2: Taxonomy of OSI Profiles

ISO/IEC 10039:1991 : Information technology - Open Systems Interconnection

- Local area networks - Medium Access Control (MAC)

service definition

ISO/IEC ISP 10608-14:1994:Information technology - International Standardized

Profile TAnnnn - Connection-mode Transport Service

over connectionless-mode Network Service - Part 14:

MAC, PHY and PMD sublayer dependent and Station

Management requirements for an FDDI LAN subnetwork
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ISO/IEC ISP 10613-1:1994: Information technology - International Standardized

Profile RA - Relaying the Connectionless-mode Network

Service - Part 1: Subnetwork-independent requirements

ISO/IEC ISP 10613-2:1994: Information technology - International Standardized

Profile RA - Relaying the Connectionless-mode Network

Service - Part 2: LAN subnetwork-dependent,

media-independent requirements

3. 用語の定義

このパートで使用する用語は、すべて参照ドキュメント(第２章参照)に定義されている。

4. 略語

このパートで使用する略語は、すべて参照ドキュメント(第２章参照)に定義されている。

5. ＦＤＤＩ ＬＡＮサブネットワーク及び媒体に依存する要求条件

5.1 静的適合要求条件

5.1.1 全体的な要求条件

このＩＳＰのこのパートに適合する実装は、このＩＳＰのパート２の静的要求事

項及び次の静的要求条件を満たしていなければならない。

－ 5.1.2項のISO 8473に対する要求条件

－ 5.1.3項のISO 9542に対する要求条件

－ 5.1.4項のISO 8802-2に対する要求条件

－ 5.1.5項のISO FDDIプロトコルに対する要求条件

さらに、付属書ＡのＩＳＰＩＣＳ要求条件リストに記述するすべての要求条件を

実装しなければならない。

5.1.2 ＩＳＯ ８４７３

実装は、最大長が４４７５オクテットのフレーム受信ができなければならない。

5.1.3 ＩＳＯ ９５４２

このパートに適合するためには、次の事項を満たさなければならない。

a) 全ＥＳネットワークエンティティのマルチキャストアドレス（二進表示）は

1001 0000 0000 0000 1101 0100 0000 0000 0000 0000 0010 0000

ここで左側がＭＡＣアドレスの最下位ビット（Ｉ／Ｇビット）である。

注( ):上記ＭＡＣアドレスは１６進表示で下記となる。１

０９-００-２Ｂ-００-００-０４
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b) 全ＩＳネットワークエンティティのマルチキャストアドレス（二進表示）は

1001 0000 0000 0000 1101 0100 0000 0000 0000 0000 1010 0000

ここで左側がＭＡＣアドレスの最下位ビット（Ｉ／Ｇビット）である。

注( ):上記ＭＡＣアドレスは１６進表示で次のように表される。２

０９-００-２Ｂ-００-００-０５

c) ＲＤ ＰＤＵのＢＳＮＰＡフィールドは、ISO 10039の12.2.1.4項で規定した

ＭＡＣアドレスの二進表現を用いてエンコーディングを行う。ＢＳＮＰＡフ

ィールドは、フィールドの第１オクテットが２進表現のオクテット ”０”とな

る様にＭＡＣアドレスのオクテットをエンコーディングしなければならない。

5.1.4 ＩＳＯ ８８０２－２

a) ＬＬＣヘッダを含み４４７８オクテット以内のＬＬＣ ＰＤＵの受信が行え

なければならない。

b) ＬＬＣ ＰＤＵサイズは、異なるサブネットワークを越えて転送できる様に、

ＭＡＣブリッジを介した個々のＬＡＮサブネットワーク・タイプで認められ

ている最大サイズ以内に制限できなければならない。

注 すべての関連ＬＡＮサブネットワークは、少なくとも１５００オクテ

ットのＬＬＣ ＰＤＵを運ぶことができる。つまりこの要求を満たす

ための一つの方法としてすべてのＰＤＵを１５００オクテット以内に

制限する方法がある。但し、ＦＤＤＩ ＬＡＮ同士の場合の様に、実

装においてあて先に応じて１５００オクテットより大きいセグメント

長で転送することも有効である。

5.1.5 ＦＤＤＩに対する要求条件

このＩＳＰに適合する実装は、ISP 10608-14で示す要求条件に適合しなければな

らない。

5.2 動的適合要求条件

ＩＳＰのこのパートに適合する実装は、このＩＳＰのパート２の動的適合要求条件に

適合しなければならない。さらに、ISO 10608-14の動的適合要求条件に適合しなければ

ならない。
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付属書Ａ（規約）

ＩＳＰＩＣＳ要求条件リスト

A.1 はじめに

ISO TR10000-1は、ＩＳＰＩＣＳ要求条件リスト内に含まれるべき三つの項目を示して

いる。それらは次のとおりである。

－ プロファイルの一般的なオプション

－ プロファイルで選択された基本標準のリスト

－ 各基本標準のＰＩＣＳ形式に対する制限事項

最初の二つの項目は全体として特定のプロファイルに関係し、このためこのＩＳＰでは

個々のプロファイルを規定しているパートのみ含まれている。３番目の項目については、

すべてのパートがその適用範囲内で必要となるＩＳＰＩＣＳ形式に対する制限事項を明確

にしている。

ISO TR10000-1では、ＩＳＰＩＣＳ形式は ①制限事項の簡単なリストであるか、もしく

は ②基本ＰＩＣＳ形式を修正したコピーであるかのいずれかから成ることになっている

が、このＩＳＰでは前者(①)の方法を用いる。

A.2 記法

このＩＰＲＬで使用する記法では、このＩＳＰのパート１で示すＩＰＲＬでの定義と同

じである。

A.3 ＩＳＯ ８４７３に対するＩＰＲＬ

基本標準がＰＩＣＳ形式を持たないため、中間システムに対する基本標準ＰＩＣＳ形式

情報をパート１付属書Ｂで与える。このＩＳＰのこのパートでは次の制約条件を課す。

複数レイヤ間の関係：

項番 内容 状態

S802SSg-r 最大ＳＮデータ長(Rx) ＞＝４４７５

S802SSg-t 最大ＳＮデータ長(Tx) ５１２以上１４９７オクテット以下の値の

少なくとも一つのサイズを設定できること

A.4 ＩＳＯ ９５４２に対するＩＰＲＬ

パート２に追加する事項はない。

A.5 ＩＳＯ ８８０２－２に対するＩＰＲＬ

パート２に追加する事項はない。

A.6 ＦＤＤＩプロトコルに対するＩＰＲＬ

ＦＤＤＩプロトコルに関して、ISP 10608-14のＩＰＲＬで規定している要求条件をすべ

て満たさなければならない。
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付属書Ｂ（参考）推奨事項

B.1 はじめに

ほかの動作が妥当であるような特殊な場合を除いては、この付属書に従って実装するこ

とを推奨する。

B.2 ＩＳＯ ９５４２推奨事項

1. ＬＡＮサブネットワークは既にチェックサム機能を提供しているので、不必要なオー

バヘッドを避けるために、ヘッダ・チェックサム生成は使用しないことを推奨する。
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パート４Ｊ

パート４に対する追加要求条件
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はじめに

このパートは、本標準のパート４に対して、追加する要求条件を規定する。

1. 適用範囲

このパートはＦＤＤＩ ＬＡＮサブネットワークに接続した中間システムに適用する。図

１にＦＤＤＩ ＬＡＮサブネットワークのプロトコルスタックを示す。

また、パート４に対し、網掛け部を追加する。

ISO 8473 CLNP

ネットワーク層 ISO 9542 ES-IS

ISO/IEC 10589 IS-IS

ISO/IEC 10747 IDRP

ＬＬＣ副層 ISO 8802-2 LLC

データリンク層 ISO 8802-2/PDAM3.2

ＭＡＣ副層 ISO 9314-2 MAC

ISO/IEC

ISO 9314-3 PHY CD 9314-6

物理層 SMT

ISO 9314-3 MMF-PMD

ISO 9314-4 SMF-PMD

図１ ＦＤＤＩ ＬＡＮサブネットワークのプロトコルスタック

2. 参照規約

本標準のパート４が参照する規約の他に、つぎの規約を参照する。

この標準のパート１Ｊ

この標準のパート２Ｊ

ISO 8802-2/PDAM3.2 : Information Processing Systems-Local Area Networks -

Part 2: Logical Link Control - Amendment 3 : PICS

Proforma

ISO 9314-3:1990 ：Fiber Distributed Data Interface (FDDI) Part 3:Token

Ring Physical Layer Medium Dependent (PMD)

ISO DIS 9314-4:1990 : Fiber Distributed Data Interface (FDDI) Part 4: Token

Ring Physical Layer Medium Dependent (SMF-PMD)

ISO CD 9314-6:1994 : Fiber Distributed Data Interface (FDDI)

Part 6: Station Management (SC25 N166)

ISO CD 9314-13:1994 : Fiber Distributed Data Interface (FDDI)

Part 13: FDDI Conformance Test PICS (SC25 N143)
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3. 用語の定義

追加する事項はない。

4. 略語

追加する事項はない。

5. ＦＤＤＩ ＬＡＮサブネットワーク及び媒体に依存する要求条件

パート４で示す要求条件の5.1節及び5.2節に対してつぎの要求条件を加える。

5.1 静的適合要求条件

5.1.1 全体的な要求条件

次の規定を追加する。

5.1.5 ＦＤＤＩに対する要求条件

次の項目を付加する。

5.1.5.1 一般的な要求条件

ＰＭＤ副層の要求条件として5.1.5.2項に示すＭＭＦ－ＰＭＤへの要求条件

か、ＳＭＦ－ＰＭＤへの要求条件か、いずれか一つ、もしくは複数の要求条件

を満たさなければならない。

5.1.5.2 ＰＭＤ副層の要求条件

実装が適合するためには、次の項目を満たさなければならない。

5.1.5.2.1 ＭＭＦ－ＰＭＤ要求条件

ＰＭＤ副層に対する要求条件のうちＭＭＦ－ＰＭＤについては、ISO 93

14-3に規定される。またさらに、次の項を追加する。

5.1.5.2.1.1 ＡＯＩの平均送出レベル

ＡＯＩ平均送出レベルについては、国内で広く用いられている50/12

5μｍ光ファイバを使用して測定した時の参考値を示す。ＡＯＩの平均

送出レベルは、ＥＯＬ(End Of Life)において：

－２４.５ ～ －１７.０ ［ｄＢｍ］

注：送出レベルの最大値は－１８.５[dBm]以下とする事を推奨する。

ＥＯＬでの値を実際に規定する事は困難であるから、経年変化分1.5

[dBm]をＢＯＬ(Begin Of Life)の値から差し引いて、示している。

注：なお、50/125μｍ光ファイバを用いたときのＡＩＩの平均光レベ

ルの参考値は、62.5/125μｍ光ファイバを使用して測定したとき

の値と同じとする。
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5.1.5.2.1.2 ＳＭＦ－ＰＭＤ要求条件

ＳＭＦ－ＰＭＤ副層の規定は、この項及び付属書ＡにＩＰＲＬ形式で

示す。

この項ではＳＭＦ－ＰＭＤのシングルモードファイバを使用する局に

適合するための媒体インタフェース（ＭＩＣ）の両端におけるケーブル

接続装置と相互接続のための要求条件を規定している。

なお、基本標準には、ＩＰＲＬ記法によるＰＩＣＳの明示的表示はな

いので、基本標準のタイプ／範囲欄には、基本標準の考えを推定して記

入している。

(1) ＳＭＦ－ＰＭＤ副層の詳細

レセプタクル接続部の形式は、次を適用することを必須とする。

ＭＩＣ ＳＡ：一次入力、二次出力（二重リング接続局用）

ＭＩＣ ＢＡ：二次入力、一次出力（二重リング接続局用）

ＭＩＣ ＳＭ：単一局を接続するためのコンセントレータ用

ＭＩＣ ＳＳ：コンセントレータに接続する単一局用

5.1.5.3 局管理機能の要求条件

次の規定を追加する。

5.1.5.3.1 ＳＭＴ機能の静的要求条件

この標準に適合する実装は、ISO CD 9314-6に示されるＳＭＴの要求条件

を満たさなければならない。

5.1.5.3.1.1 ＳＭＴフレーム

(1) 資源割当フレーム(RAF)

資源割当フレームの実装はこの標準の規定範囲外とする。

(2) パラメタ管理フレーム(PMF)

'SetCount'パラメタの実装を必須とする。

5.1.5.3.1.2 ＳＭＴフレームベース管理

Vendor-Specificコンディション及びイベントはこの標準の規定範囲

外とする。

5.1.5.3.1.3 コネクション管理

タイマ満了値'T_Next(9)'の値はこの標準の規定範囲外とする。

5.1.5.3.1.4 リング管理

この標準に適合する実装は、重複アドレスを検知した時にリングから
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離脱できる機能を実装しなければならない。

5.1.5.3.1.5 ＳＭＴ管理サービス

(1) Management Information Base(MIB)

ＭＡＣ属性'fddiMACLognGrpAddress'の実装を必須とする。

5.1.5.3.2 ＳＭＴ機能の動的要求条件

この標準に適合する実装は、ISO CD 9314-6に示されるＳＭＴの要求条件

に従って動作しなければならない。更に、次に示す要求条件を満たさなけ

ればならない。

5.1.5.3.2.1 ＳＭＴフレーム

(1) パラメタ管理フレーム(ＰＭＦ)

パラメタSet要求フレームにおける'SetCount'パラメタの実装を必

須とする。

5.1.5.3.2.2 ＳＭＴフレームベース管理

(1) 同期帯域割り当て(ＳＢＡ)

同期帯域割り当て機能の使用はこの標準の規定範囲外とする。

5.1.5.3.2.3 コネクション管理(ＣＭＴ)

(1) リンク正常性テスト(ＬＣＴ)

次に示すテスト方法の使用を必須とする。その他のテスト方法の使

用はこの標準の規定範囲外とする。

‘アイドルシンボルを送出し、リンクエラーイベントカウンタを

用いて観測されるリンクエラーの数を計測する。’

(2) ＰＣＭ機能

ＭＡＣローカルループ機能の使用は、この標準の規定範囲外とする。

5.1.5.3.2.4 リング管理

この標準に適合する実装は、重複アドレスを検知した時にリングから

離脱しなければならない。
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付属書Ａ（規約） ＩＳＰＩＣＳ要求条件リスト

A.6 ＦＤＤＩプロトコルに対するＩＰＲＬ

次のＩＳＰＩＣＳ要求条件リストを追加する。

A.6.1 記法

この付属書のＩＰＲＬで、付加される記法はない。

A.6.2 ＩＳＰＩＣＳ要求条件

A.6.2.1 ＳＭＦ－ＰＭＤ副層

A.6.2.1.1 ＳＭＦ－ＰＭＤ副層要素

基本標準 ＩＳＰ T A ﾊﾟｰﾄ14J
項 目 項番

参照 ﾀｲﾌﾟ／範囲 ﾀｲﾌﾟ／範囲 ﾀｲﾌﾟ／範囲

カテゴリⅠ SPDM01 Ｏ ｏｏ
光バイパス
スイッチ

カテゴリⅡ SPMD02 Ｍ ｍ

A.6.2.1.2 光出力信号特性（ＡＯＩ）

カテゴリ Ⅰ カテゴリ Ⅱ
単 位

最 小 最 大 最 小 最 大

中心波長 ( ) １２７０ １３４０ １２９０ １３３０ ηｍ１

RMSｽﾍﾟｸﾄﾗﾑ幅 ( ) － １５.０ － ５.０ ηｍ１

平均パワー ( ) －２０.０ －１４.０ －４.０ ０.０ ｄＢｍ２

注:( ) 中心波長とRMSｽﾍﾟｸﾄﾗﾑ幅の測定はＦＯＴＰ－１２７を使用する。１

( ) この測定のデータパターンはホルトシンボル列を使用しなければならない。２

A.6.2.1.3 光入力信号特性（ＡＩＩ）

カテゴリ Ⅰ カテゴリ Ⅱ
単 位

最 小 最 大 最 小 最 大

中心波長 ( ) １２７０ １３４０ １２９０ １３３０ ηｍ１

平均パワー ( ) －３１.０ －１４.０ －３７.０ －１５.０ ｄＢｍ２

注:( ) 中心波長の測定はＦＯＴＰ－１２７を使用する。１

( ) この測定のデータパターンはホルトシンボル列を使用しなければならない。２
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A.6.2.2 ＳＭＴに対するＩＳＰＩＣＳ要求事項

ＳＭＴの国際企画はまだ制定されていないが、国際規格案がＩＳＯの開発ワーキンググ

ループに提出されているため、その文書(以下CT-PICSと記述)を参照する。

注 各項目の表題に併記されている章の項番はCT-PICSの項番である。

A.6.2.2.1 ＭＩＢサマリ. . . . . . . . . . . . . . . . . (CT-PICS clause 6.4.2)

(1) ＭＡＣ属性 . . . . . . . . . . . . . . . . . (CT-PICS clause 6.4.2.2)

Base Standard Profile Feature
Item # Item Name

Clause Status Clause Type

MAC.19 fddiMACLongGrpAddress 6.4.5.4.2 O.1 5.1.5.3.1.5 m

A.6.2.2.2 ＳＭＴフレーム及びフレームパラメタ. . . . . . (CT-PICS clause 6.4.3)

(1) 資源割当フレーム(RAF) . . . . . . . . . . . . (CT-PICS clause 6.4.3.4)

Base Standard Profile Feature
Item # Item Name

Clause Status Clause Type

RAF.1 SBA Request Frame Send 7.2.4.1 O 5.1.5.3.1.1 i

Receive C1 i

RAF.2 SBA Response Frame Send 7.2.4.2 C1 5.1.5.3.1.1 i

Receive C2 i

C1. if RAF.1 {send} then {receive}=M else skip to 6.7.2.5

C2. if RAF.1 {send} then O else skip to 6.7.2.5

(2) ＰＭＦSet要求パラメタ. . . . . . . . . . . .(CT-PICS clause 6.4.3.7.3)

Base Standard Profile Feature
Item # Item Name

Clause Status Clause Type

PMC.2 SetCount 7.2.8.3 O 5.1.5.3.1.1 m

&

5.1.5.3.2.1

A.6.2.2.3 SMT Frame Based Management . . . . . . . . .(CT-PICS clause 6.4.4)

(1) SRF Conditions . . . . . . . . . . . . . . .(CT-PICS clause 6.4.4.3.1)

Base Standard Profile Feature
Item # Item Name

Clause Status Clause Type

SRG.8 Vendor Specific Condition 8.3.1.1 O 5.1.5.3.1.2 i
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(2) SRF Events . . . . . . . . . . . . . . . . .(CT-PICS clause 6.4.4.3.2)

Base Standard Profile Feature
Item # Item Name

Clause Status Clause Type

SRH.5 Vendor Specific Events 8.3.1.2 O 5.1.5.3.1.2 i

(3) Synchronous Bandwidth Allocation . . . . . . .(CT-PICS clause 6.4.4.4)

Base Standard Profile Feature
Item # Item Name

Clause Status Clause Type

SBM.1 Allocation 8.7.2.1 C1 5.1.5.3.2.2 i

SBM.2 Monitoring 8.7.2.2 C1 5.1.5.3.2.2 i

SBM.3 Claim Processing 8.7.2.3 C1 5.1.5.3.2.2 i

SBM.4 Recovery 8.7.2.4 C1 5.1.5.3.2.2 i

C1. 同期帯域割当機能が実装されている時は必須、それ以外の時にはオプション。

A.6.2.2.4 Connection Management (CMT). . . . . . . . .(CT-PICS clause 6.4.5)

(1) PCM Timer Expiration Values. . . . . . . . .(CT-PICS clause 6.4.5.1.2)

Base Standard Profile Feature
Item # Item Name

Clause Status Clause Type

TPC.12 T_Next(9) 9.4.4.2.3 O 5.1.5.3.1.3 i

(2) Link Confidence Test . . . . . . . . . . . . .(CT-PICS clause 6.4.5.2)

Base Standard Profile Feature
Item # Item Name

Clause Status Clause Type

LCT.2 Transmitting PDUs & 9.4.6 O.1 5.1.5.3.2.3 i

counting link errors

LCT.3 Transmitting PDUs & 9.4.6 O.1 5.1.5.3.2.3 i

counting FCS errors

LCT.4 Looping back symbols & 9.6.4 O.1 5.1.5.3.2.3 i

counting link errors

(3) PCM Capabilities . . . . . . . . . . . . . . .(CT-PICS clause 6.4.5.6)

Base Standard Profile Feature
Item # Item Name

Clause Status Clause Type

PCM.3 MAC Local Loop Function 9.6.3.1 O 5.1.5.3.2.3 i
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A.6.2.2.5 Ring Management. . . . . . . . . . . . . . . .(CT-PICS clause 6.4.6)

(1) Ring Management Operation. . . . . . . . . . .(CT-PICS clause 6.4.6.1)

Base Standard Profile Feature
Item # Item Name

Clause Status Clause Type

Resolution of Duplicate Address: 10.3.1.3

RMT.4 Changing MAC Address O.1 5.1.5.3.1.4 o

RMT.5 JAM/DBL JAM O.1 & o

RMT.6 Removing the MAC O.1 5.1.5.3.2.4 m

RMT.7 Monitoring of Restricted 10.3.1.4 O o*

Token Dialogue

* : At least one station on a Ring shall support this function

付属書Ｃ（参考） 推奨事項

次の事項を推奨する．

C.1 既存ＳＭＴ Revisionの取扱い

既存ＳＭＴ RevisionのＳＭＴと同一リング内での混在については、次の文書を参照

することを推奨する。

RWS Seriese Technical Report : RWS-TRxxx:1995 -

SMT Interoperability Guide between Rev. 6.2 and Rev. 7.3
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パート１０

トークンリングＬＡＮサブネットワークに依存する要求条件
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このパートは次に示す国際標準プロファイルもしくはその原案を要約したものである。

ISO/IEC DISP 10613-10:1994 Information technology -

International Standardized Profile RA -

Relaying the Connectionless-mode Network Service -

Part 10: Token Ring LAN subnetwork-dependent,

media-dependent requirements
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はしがき

ＩＳＯとＩＥＣは世界規模の専門組織を構成する。ＩＳＯ及びＩＥＣのメンバである各国

の組織団体は、特定の技術分野を取り扱っている各々の組織によって設立される専門委員会

を通じて国際標準の開発に参与する。ＩＳＯとＩＥＣの専門委員会は相互関係にある。また、

それ以外の公共及び民間の国際組織はＩＳＯ及びＩＥＣとのリエゾンを通じて作業に参加し

ている。

情報技術の分野では、ＩＳＯ及びＩＥＣが「ISO/IEC JTC1」という合同委員会を設立した。

国際標準の開発に加え、ISO/IEC JTC1は国際標準プロファイルの作成を目的とした機能標準

の専門グループを創設した。

ＩＳＰとは国際的に承認されたドキュメントであり、特定の機能に必要な標準及びそのオ

プションやパラメタを示すものである。

ＤＩＳＰは投票のために各国の組織団体に回覧される。ＩＳＰとしての発行には７５％以

上の合意が必要である。

ISO/IEC ISP 10613はいくつかのパートから構成され、ＲＡのタイトルでまとめられている。

パート１ 中継機能共通、サブネットワークの種類に依存しない要求条件

パート２ ＬＡＮ共通、媒体の種類に依存しない要求条件

パート３ ＣＳＭＡ／ＣＤ ＬＡＮサブネットワークに依存する要求条件

パート４ ＦＤＤＩ ＬＡＮサブネットワークに依存する要求条件

パート５ ＣＳＭＡ／ＣＤ ＬＡＮサブネットワーク間のＣＬＮＳ中継（RA51.51）

パート６ プロファイルRA51.54（ＣＳＭＡ／ＣＤ～ＦＤＤＩ中継）

パート７ ＰＳＤＮサブネットワークに依存する要求条件

パート８ プロファイルRA51.1111（ＣＳＭＡ／ＣＤ～アナログ専用線経由ＰＳＤＮ中継）

パート９ プロファイルRA51.1121（ＣＳＭＡ／ＣＤ～ディジタル専用線経由ＰＳＤＮ中継）

パート１０ トークンリングＬＡＮサブネットワークに依存する要求条件

パート１１ プロファイルRA51.53（ＣＳＭＡ／ＣＤ～トークンリング中継）

パート１２ プロファイルRA53.53（トークンリング～トークンリング中継）

パート１３ プロファイルRA53.54（トークンリング～ＦＤＤＩ中継）

パート１４ プロファイルRA54.54（ＦＤＤＩ～ＦＤＤＩ中継）

パート１５ プロファイルRA53.1111（トークンリング～アナログ専用線経由ＰＳＤＮ中継）

パート１６ プロファイルRA53.1121（トークンリング～ディジタル専用線経由ＰＳＤＮ中継）

パート１７ プロファイルRA54.1111（ＦＤＤＩ～アナログ専用線経由ＰＳＤＮ中継）

パート１８ プロファイルRA54.1121（ＦＤＤＩ～ディジタル専用線経由ＰＳＤＮ中継）

ISO/IEC ISP 10613のこのパートには二つの付属書があり、それは付属書Ａは規約、付属書

Ｂは参考である。
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はじめに

この国際標準プロファイル(ＩＳＰ)は、ISO/IEC Technical Report 10000,”Information

technology Framework and taxonomy of International Standardized Profiles”によって

規定される原則に従って機能標準の内容を定義している。

機能標準化の動きは、基本標準、プロファイル及び登録手続きを含むあらゆる分野の情報

技術（ＩＴ）標準化の活動の一部である。プロファイルは、特定の明確に定義されたＩＴ機

能を集めて実行するための基本標準の組み合わせを定義する。プロファイルは、基本標準に

おけるオプションとその他のバリエーションの選択を標準化し、国際的に認められた一つの

システム試験を開発する基礎を提供する。

ＩＳＰの最も重要な役割の一つは、国際的に認知された試験及び試験センタの開発（ＩＳ

Ｏ及びＩＥＣ以外の組織による）のための基礎を提供することである。ＩＳＰは、単に基本

標準やオプションの選択を合法化（legitimize）するだけでなく、実システムの相互運用性

を推進するために作成されている。このＩＳＰや他のＩＳＰに基づいた試験を開発し、広く

普及させることは、この目的の実現のために重要である。

このＩＳＰはいくつかのパートで構成され、これはその中のパート１０である。このパー

トはトークンリングＬＡＮのサブネットワーク依存部分とトークンリングＬＡＮに接続して

いる中間システムの媒体依存部分の要求条件を記述する。パート１は、 またサブネットワー

クに依存しないプロファイル要求条件を規定している。後続のパートでは、サブネットワー

クや媒体に依存する要求条件を規定する。パート１及びサブネットワークに依存するパート

より適切な箇所へ参照する場合に、個々のプロファイルに対する追加条件として、そのプロ

ファイルの特有な要求条件を記述するこのＩＳＰのパートがあり、パート１とサブネットワ

ーク依存部から適当なものを参照する。

ＪＳ－１０６１３－ｂ
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1. 適用範囲

このＩＳＰは、開放型システム間相互接続（ＯＳＩ）環境において動作する中間システ

ムに適用する。このＩＳＰは、コネクションレス型ネットワークサービスに対するネット

ワーク中継機能を提供するＯＳＩ基本標準の組合せを規定する。

このパートは、ISO 8802-5トークンリングＬＡＮサブネットワークに接続される中間シ

ステムに適用する要求条件を規定する。中間システムの動作はあるサブネットワークから

別のサブネットワークへの中継を含む、そしてそれらのサブネットワークは同じ種類であ

るとは限らない。このパートは、ISO 8802-5トークンリングＬＡＮサブネットワーク上で

の通信についてのみ適用する。

2. 参照規約

このパートは次に示すドキュメントの規定を含む。このＩＳＰの発行時点では次に示す

版数が有効である。このプロファイルに同意する団体は、参照規約の最新の版が自動的に

は適用されないことに注意すべきである。

ISO 8473:1988 : Information processing systems - Data communications -

Protocol for providing the Connectionless-mode Network

service

ISO 9542:1988 : Information processing systems - Telecommunications

and information exchange between systems - End system

to Intermediate system routeing exchange protocol for

use in conjunction with the Protocol for providing the

connectionless-mode network service

ISO 9542/Corr.1:1991 : Information processing systems - Telecommunications

and information exchange between systems - End system

to Intermediate system routeing exchange Protocol for

use in conjunction with the Protocol for providing the

connectionless-mode network service - Technical

Corrigendum 1

注 このパートの中のISO 9542の参照のすべてに、このISO 9542へのテクニカル・コリ

ジェンダムが適用される。

ISO/IEC TR 10000-1:1992 : Information processing systems - Framework and

Taxonomy of International standardized profiles -

Part 1: Framework

ISO/IEC TR 10000-2:1992 : Information processing systems - Framework and

Taxonomy of International standardized profiles -

Part 2: Taxonomy of OSI Profiles

ISO/IEC 10039:1991 : Information technology - Open Systems Interconnection

- Local area networks - Medium Access Control (MAC)

service definition

ＪＳ－１０６１３－ｂ
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ISO/IEC ISP 10608-13:1994:Information technology - International Standardized

Profile TAnnnn - Connection-mode Transport Service

over connectionless-mode network Service -

Part 13: MAC Sublayer and Physical Layer dependent

requirements for a Token Ring LAN subnetwork

ISO/IEC ISP 10613-1:1994: Information technology - International Standardized

Profile RA - Relaying the Connectionless-mode Network

Service, Part 1: Subnetwork-independent requirements

ISO/IEC ISP 10613-2:1994: Information technology - International Standardized

Profile RA - Relaying the Connectionless-mode Network

Service, Part 2: LAN subnetwork dependent, media

independent requirements

加えて、上記の各ＩＳＰパートにも参照規約がある。これらの追加の参照規約は、関連

するＩＳＰパートを開発するために使用された基本標準である。

3. 用語の定義

このパートで使用する用語は、すべて参照ドキュメント(第２章参照)の中で定義されて

いる。

4. 略語

このパートで使用する略語は、参照ドキュメント(第２章参照)の中で定義されている。

加えて、以下の略語を使用する。

All_ES ：全エンドシステム

All_IS ：全中間システム

FA ：トークンリングLAN機能アドレス

GA ：グループMACアドレス

5. トークンリングＬＡＮサブネットワークに依存した要求条件

5.1 静的適合要求条件

5.1.1 全体的な要求条件

このパートに適合した実装は、パート２の静的適合条件に適合し、かつ、5.1.2

項に示すISO 8473要求条件、5.1.3項に示すISO 9542要求条件、5.1.4項に示すISO

8802-2要求条件、及び5.1.5項に示すトークンリングＬＡＮ要求条件に適合するこ

と。

このパートの付属書ＡのＩＳＰＩＣＳ要求リストの要求として識別される全機能

を実装すること。

ＪＳ－１０６１３－ｂ
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5.1.2 ＩＳＯ ８４７３

次のセグメントを受信できるように実装する。

a) 4Mbit/sデータ伝送速度でトークンリングＬＡＮサブネットワーク上で動作し

ている時、4396オクテット。

b) 16Mbit/sデータ伝送速度でトークンリングＬＡＮサブネットワーク上で動作

している時、17746オクテット。

4Mbit/sデータ伝送速度で動作している時、4396オクテットより長いセグメント

を転送しない。また、16Mbit/sデータ伝送速度で動作している時、17746オクテッ

トより長いセグメントを送信しない。

5.1.3 ＩＳＯ ９５４２

ISO 9542は、あるネットワークに接続するすべてのエンドシステムのグループと

すべての中間システムのグループを識別するために使われる二つの論理グループア

ドレスを定義している。これらのアドレスの実際の値と表現方法は、ISO 9542では

定義されていない。

全ＥＳ(All_ES)ネットワークエンティティと全ＩＳ(ALL_IS)ネットワークエンテ

ィティのマルチキャストアドレスは、次項以下に規定するトークンリング機能アド

レス(ＦＡ)形式とグループＭＡＣアドレス(ＧＡ)形式の両方を実装する。

リングに接続されているすべてのトークンリングステーション（ＥＳ、ブリッジ

システム、ＩＳ）は、ISO 9542の動作のためのAll_ESとAll_ISのマルチキャスト

アドレスとしてＦＡ形式かＧＡ形式のどちらかを使う。

5.1.3.1 グループアドレス形式

ISO 9542プロトコルでＧＡ形式でマルチキャストアドレスを使用する時は、

次のように実装する。

a) 全ＥＳネットワークエンティティ マルチキャストアドレスとして次の２

進数を使う

1001 0000 0000 0000 1101 0100 0000 0000 0000 0000 0010 0000

ここで最左のビットが個別／グループアドレスビットである。

b) 全ＩＳネットワークエンティティ マルチキャストアドレスとして次の２

進数を使う。

1001 0000 0000 0000 1101 0100 0000 0000 0000 0000 1010 0000

ここで最左のビットが個別／グループアドレスビットである。

ISO/IEC 10039の符号化を使用した上記グループＭＡＣアドレスの16進形式

による表示は、次の通りである。

09-00-2B-00-00-04 全ＥＳネットワークエンティティ マルチキャスト

アドレス

09-00-2B-00-00-05 全ＩＳネットワークエンティティ マルチキャスト

アドレス

ＪＳ－１０６１３－ｂ
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5.1.3.2 機能アドレス形式

ISO 9542プロトコルでＦＡ形式でマルチキャストアドレスを使用する時は、

次のように実装する。

a) 全ＥＳネットワークエンティティ マルチキャストアドレスとして次の２

進数を使う

1100 0000 0000 0000 0000 0000 0000 0000 0100 0000 0000 0000

ここで最左のビットが個別／グループアドレスビットである。

b) 全ＩＳネットワークエンティティ マルチキャストアドレスとして次の２

進数を使う。

1100 0000 0000 0000 0000 0000 0000 0000 1000 0000 0000 0000

ここで最左のビットが個別／グループアドレスビットである。

ISO/IEC 10039の符号化を使用した上記トークンリングＭＡＣ機能アドレス

の16進形式による表示は、次の通りである。

03-00-00-00-02-00 全ＥＳネットワークエンティティ マルチキャスト

アドレス

03-00-00-00-01-00 全ＩＳネットワークエンティティ マルチキャスト

アドレス

5.1.3.3 ＲＤ ＰＤＵのＢＳＮＰＡフィールド

リダイレクトＰＤＵ(ＲＤ)のＢＳＮＰＡフィールドとして、識別したいサ

ブネットワーク接続点のＭＡＣアドレスを使用するように実装する。ＢＳＮＰ

Ａフィールドのオクテット列は、ISO/IEC 10039で記述されている16進表記に

従ったＭＡＣアドレスのオクテット列と一致する。

5.1.4 ＩＳＯ ８８０２－２

次の項目が可能になるように実装する。

a) ISO/IEC 10608-13で規定されるサイズ（ＬＬＣヘッダを含む）のＬＬＣ-ＰＤ

Ｕの受信。

b) ＬＡＮサブネットワークタイプによって規定される最大のサイズ以下になる

ように、ＭＡＣ副層ブリッジを介して、異なるＬＡＮサブネットワークタイ

プに運ばれるＬＬＣ-ＰＤＵのサイズの制限。

注 現在のすべての適切なＬＡＮサブネットワークタイプは、少なくとも1500オ

クテットのＬＬＣ-ＰＤＵを伝達できる。そのため、この要件を満たす一つ

の方法は、すべてのＬＬＣ-ＰＤＵを1500オクテットに制限することである。

しかし、同じトークンリングＬＡＮサブネットワーク上にあるかのように、

多くの宛て先へより大きなセグメントを転送できるような実装は便利である

と考えられる。
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－ －116

5.1.5 ＩＳＯ ８８０２－５

ISO/IEC ISP 10608-13の要求を満たすように実装する。

5.2 動的適合要求条件

このＩＳＰのこのパートに適合する実装は、このＩＳＰのパート２の動的適合要求条

件を満たさなければならない。また、 ISO/IEC ISP 10608-13の動的適合要求条件を満

たさなければならない。
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付属書Ａ（規約）ＩＳＰＩＣＳ要求条件リスト

A.1 はじめに

ISO TR10000-1は、ＩＳＰＩＣＳ要求条件リスト内に含まれるべき三つの項目を示して

いる。それらは次のとおりである。

－ プロファイルの一般的なオプション

－ プロファイルで選択された基本標準のリスト

－ 各基本標準のＰＩＣＳ形式に対する制限事項

最初の二つの項目は全体として特定のプロファイルに関係し、このためこのＩＳＰでは

個々のプロファイルを規定しているパートのみ含まれている。しかし、このＩＳＰのすべ

てのパートがその適用範囲内で必要となるＰＩＣＳ形式に対する制限事項を明確にしてい

る。

ISO TR10000-1では、ＩＳＰＩＣＳ形式は ①制限事項の簡単なリストであるか、もしく

は ②基本ＰＩＣＳ形式を修正したコピーであるかのいずれかから成ることになっている

が、このＩＳＰでは前者(①)の方法を用いる。

A.2 記法

このＩＰＲＬで使用する記法では、このＩＳＰのパート１で示すＩＰＲＬでの定義と同

じである。

A.3 ＩＳＯ ８４７３に対するＩＰＲＬ

基本標準がＰＩＣＳ形式を持たないため、中間システムに対する基本標準ＰＩＣＳ形式

情報がパート１付属書Ｂで与えられている。このＩＳＰのこのパートでは次の制約条件を

追加する。

複数レイヤ間の関係：

項番 内容 状態

S802SSG-r <r>最大ＳＮデータ長(Rx)

4Mbit/sデータ伝送速度 ≧４３９６オクテット

16Mbit/sデータ伝送速度 ≧１７７４６オクテット

S802SSg-t <s>最大ＳＮデータ長(Tx) ５１２以上１４９７オクテット以下の値の

少なくとも一つのサイズを設定できること

A.4 ＩＳＯ ９５４２に対するＩＰＲＬ

パート２に加えて、以下のＩＰＲＬを制約条件として追加する。

項番 内容 状態

FAGA All_ESとAll_ISのマルチキャ ｍ
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ストアドレスが構成可能か

A.5 ＩＳＯ／ＩＥＣ ８８０２－５に対するＩＰＲＬ

ISO/IEC 8802-5に関して、ISP 10608-13のＩＰＲＬで規定している要求条件をすべて満

たさなければならない。
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付属書Ｂ（参考）推奨事項

B.1 はじめに

適切な代替動作がない場合は、この付属書に述べられた機能を実装することを推奨する。

B.2 ＩＳＯ ９５４２推奨事項

ＬＡＮサブネットワークは既にチェックサム機能を提供しているので、不必要なオーバ

ヘッドを避けるために、ヘッダ・チェックサム生成は使用しないことを推奨する。

ＪＳ－１０６１３－ｂ
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パート１０Ｊ

パート１０に対する追加要求条件

ＪＳ－１０６１３－ｂ
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はじめに

このパートは、本標準のパート１０に対して、追加する事項を規定する。

1. 適用範囲

次の項目を付加する。

1.1 シナリオ

プロトコルスタックを図１に示す。

また、パート１０に対し、網掛け部を追加する。

ISO 8473 CLNP

ISO 9542 ES-IS
ネットワーク層

ISO/IEC 10589 IS-IS

ISO/IEC 10747 IDRP

ＬＬＣ副層 ISO 8802-2

データリンク層 ISO 8802-2/PDAM3.2

ＭＡＣ副層 ISO 8802-5

物理層 ISO 8802-5

図１ トークンリングＬＡＮサブネットワークのプロトコルスタック

2. 参照規約

この標準のパート１０が参照する規約のほかに､次の規約を参照する｡

この標準のパート１Ｊ

この標準のパート２Ｊ

ISO 8802-2:1989/PDAM3.2 : Information processing systems - Local Area Networks

- Part 2: Logical Link Control -

Amendment 3: PICS Proforma

3. 用語の定義

追加する事項はない。

4. 略語

追加する事項はない。

5. トークンリングＬＡＮサブネットワークに依存した要求条件
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5.1.1節と5.1.4節を次のように変更する。

5.1.1 全体的な要求条件

次の記述に変更する。

このパートに適合した実装は、パート２及びパート２Ｊの静的適合条件に適合し、

かつ、5.1.2項に示すISO 8473要求条件、5.1.3項に示すISO 9542要求条件、5.1.4

項に示すISO 8802-2要求条件、及び5.1.5項に示すISO 8802-5要求条件に適合する

こと。

このパートの付属書ＡのISPICS要求リストの要求として識別される全機能を実装

すること。

5.1.4 ＩＳＯ ８８０２－２

次の規定を追加する｡

c) この標準に従ったＩＳがISO/IEC 8802-3 CSMA/CD ＬＡＮサブネットワーク上

のＩＳ又はＥＳとＭＡＣブリッジを経由して通信を行うときには、ＬＬＣ－

ＰＤＵの最大長を１５００オクテットに制限できる機能を持つこと。

d) 異なったデータ伝送速度のリング上のＩＳ又はＥＳとＭＡＣブリッジを経由

して通信を行うときには、ＬＬＣ－ＰＤＵの最大長を４３９９オクテットに

制限できる機能を持つこと。
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パート２０７Ｊ

ＦＲＤＮ（ＰＶＣ）サブネットワークに依存する要求条件
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はしがき

このパートは日本先行の要求条件であり、この標準発行時点では対応するＩＳＰは存在し

ない。

このパートには、二つの付属書がある。付属書Ａは規約であり、付属書Ｂは参考情報であ

る。
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はじめに

このパートは、ＦＲＤＮ（ＰＶＣ）サブネットワークに依存する要求事項を規定している。

1. 適用範囲

この規約標準は、開放型システム間相互接続（ＯＳＩ）環境において動作する中間シス

テムに適用する。この規約標準は、コネクションレス型ネットワークサービスに対するネ

ットワーク中継機能を提供するＯＳＩ基本標準の組合せを規定する。

このパートは、ＦＲＤＮ（ＰＶＣ）サブネットワークに接続される中間システムに適用

する要求条件を規定する。

中間システムの動作は、あるサブネットワークから別のサブネットワークへの中継を含

むが、それらのサブネットワークは同じ種類であるとは限らない。このパートは、ＦＲＤ

Ｎ（ＰＶＣ）サブネットワーク上での通信についてのみ適用する。

2. 参照規約

このパートは次に示すドキュメントの規定を含む。この標準の発行時点では次に示す版

数が有効である。このプロファイルに同意する団体は、参照規約の最新の版が自動的には

適用されないことに注意すべきである。

この標準のパート１及びパート１Ｊ

標準ＪＳ－１０６０８－ｂのパート１１１Ｊ

標準ＪＳ－１０６０８－ｂのパート１１２Ｊ

標準ＪＳ－１０６０８－ｂのパート１１３Ｊ

標準ＪＳ－１０６０８－ｂのパート１１４Ｊ

3. 用語の定義

このパートで使用する用語は、すべて参照ドキュメント(第２章参照)に定義されている。

4. 略語

このパートで使用する略語は、すべて参照ドキュメント(第２章参照)に定義されている。
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5. ＦＲＤＮ（ＰＶＣ）サブネットワークに依存した要求条件

5.1 静的適合要求条件

5.1.1 全体的な要求条件

このパートに適合にする実装は、パート１及びパート１Ｊの静的適合要求条件を

満たしていることに加え、次の要求条件に適合しなければならない。

－ 5.1.2項で示すネットワーク層に対する要求条件

－ 5.1.3項で示すデータリンク層に対する要求条件

－ 5.1.4項で示す物理層に対する要求条件

また付属書ＡのＩＳＰＩＣＳ要求条件リストの要求として記述するすべての条件

を実装しなければならない。

5.1.2 ネットワーク層

5.1.2.1 ＩＳＯ ８４７３

ISO 8473に対する要求条件は、パート１及びパート１Ｊに規定する。

5.1.2.2 ＩＳＯ ９５４２

ISO 9542に対する要求条件は、パート１及びパート１Ｊに規定する。

5.1.2.3 ＩＳＯ／ＩＥＣ １０５８９

ISO/IEC 10589に対する要求条件は、パート１Ｊに規定する。

実装は、ポイントツーポイント型サブネットワークに関する規定に適合しな

ければならない。

5.1.2.4 ＩＳＯ／ＩＥＣ １０７４７

ISO/IEC 10747に対する要求条件は、パート１Ｊに規定する。

実装は、ポイントツーポイント型サブネットワークに関する規定に適合しな

ければならない。

5.1.2.5 ＩＴＵ－Ｔ Ｘ.３６（ＭＰＥ）

X.36(MPE)に対する要求条件は、標準ＪＳ－１０６０８－ｂのパート１１２

Ｊに規定する。

5.1.2.6 ＩＴＵ－Ｔ Ｘ.３６（ＰＶＣ管理）

X.36(PVC管理)に対する要求条件は、標準ＪＳ－１０６０８－ｂのパート１

１３Ｊに規定する。

5.1.3 データリンク層

X.36(DLコア)に対する要求条件は、標準ＪＳ－１０６０８－ｂのパート１１４Ｊ

に規定する。

5.1.4 物理層

物理層に対する要求条件は、標準ＪＳ－１０６０８－ｂのパート１１１Ｊに規定

する。
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5.2 動的適合要求条件

5.2.1 全体的な要求条件

このパートに適合する実装は、5.2.2項に示すネットワーク層に対する要求条件、

5.2.3項に示すデータリンク層に対する要求条件、及び5.2.4項に示す物理層に対す

る要求条件を満たさなければならない。

また付属書ＡのＩＳＰＩＣＳ要求条件リストの要求条件に従って動作すること。

5.2.2 ネットワーク層

5.2.2.1 ＩＳＯ ８４７３

ISO 8473に対する要求条件は、パート１及びパート１Ｊに規定する。

5.2.2.2 ＩＳＯ ９５４２

ISO 9542に対する要求条件は、パート１及びパート１Ｊに規定する。

リダイレクト情報（ＲＩ）を使用してはならない。

5.2.2.3 ＩＳＯ／ＩＥＣ １０５８９

ISO/IEC 10589に対する要求条件はパート１Ｊに規定する。

実装はポイントツーポイント型サブネットワークに関する規定に適合しなけ

ればならない。

5.2.2.4 ＩＳＯ／ＩＥＣ １０７４７

ISO/IEC 10747に対する要求条件はパート１Ｊに規定する。

実装はポイントツーポイント型サブネットワークに関する規定に適合しなけ

ればならない。

5.2.2.5 ＩＴＵ－Ｔ Ｘ.３６（ＭＰＥ）

X.36(MPE)に対する要求条件は、標準ＪＳ－１０６０８－ｂのパート１１２

Ｊに規定する。

5.2.2.6 ＩＴＵ－Ｔ Ｘ.３６（ＰＶＣ管理）

X.36(PVC管理)に対する要求条件は、標準ＪＳ－１０６０８－ｂのパート１

１３Ｊに規定する。

5.2.3 データリンク層

X.36(DLコア)に対する要求条件は、標準ＪＳ－１０６０８－ｂのパート１１４Ｊ

に規定する。

5.2.4 物理層

物理層に対する要求条件は、標準ＪＳ－１０６０８－ｂのパート１１１Ｊに規定

する。
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付属書Ａ（規約） ＩＳＰＩＣＳ要求条件リスト

A.1 はじめに

ISO/IEC TR10000-1は、ＩＳＰＩＣＳ要求条件リスト内に含まれるべき三つの項目を示

している。それらは次の通りである。

－ プロファイルの一般的なオプション

－ プロファイルで選択された基本標準のリスト

－ 各基本標準のＰＩＣＳ形式に対する制限事項

最初の二つの項目は全体として特定のプロファイルに関係し、このためこのＩＳＰでは

個々のプロファイルを規定しているパートのみ含まれている。３番目の項目については、

すべてのパートがその適用範囲内で必要となるＩＳＰＩＣＳ形式に対する制限条件を明確

にしている。

ISO/IEC TR10000-1では、ＩＳＰＩＣＳ形式は ①制約事項の簡単なリストであるか、も

しくは ②基本ＰＩＣＳ形式を修正したコピーであるかのいずれかから成ることになって

いるが、このＩＳＰでは前者（①）の方法を用いる。

A.2 記法

このＩＰＲＬで用いる記法は、パート１のＩＰＲＬのために定義された記法と同じであ

る。

A.3 ＩＳＯ ８４７３に対するＩＰＲＬ

基本標準にはＰＩＣＳ形式が含まれていないので、パート１の付属書ＢにＩＳに対する

暫定的な基本標準ＰＩＣＳを含んでいる。基本標準ＰＩＣＳが標準化された時には、この

ＩＳＰはそれを参照するように改訂される。

A.4 ＩＳＯ ９５４２に対するＩＰＲＬ

関連する基本標準のＰＩＣＳは中間システムに対するISO 9542の付属書Ａで与えられる

ＰＩＣＳである。このパートでは次の制約を課す。

注 基本標準の与える項番では、エンドシステムに対する項番と区別して中間システ

ムに対する項番のみを参照することができない。次に示すすべての項番はISO

9542のA.4節で記述される中間システムに対する項番を示している。

パラメタの範囲：

項番 内容 状態

HTv ホールディングタイム ISH PDU内のＨＴフィールドの値は、

フィールド値 ＣＴで使用している値の２倍より

５～１０％大きい値をセット出来な

ければならない。
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A.5 Ｘ.３６（ＭＰＥ）に対するＩＰＲＬ

標準ＪＳ－１０６０８－ｂのパート１１２ＪのX.36(MPE)の要求条件を満たすこと。

A.6 Ｘ.３６（ＰＶＣ管理）に対するＩＰＲＬ

標準ＪＳ－１０６０８－ｂのパート１１３ＪのX.36(PVC管理)の要求条件を満たすこと。

A.7 Ｘ.３６（ＤＬコア）に対するＩＰＲＬ

標準ＪＳ－１０６０８－ｂのパート１１４Ｊのデータリンク層の要求条件を満たすこと。

A.8 物理層に対するＩＰＲＬ

標準ＪＳ－１０６０８－ｂのパート１１１Ｊの物理層の要求条件を満たすこと。
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付属書Ｂ（参考） 推奨事項

B.1 はじめに

この付属書の情報は解説であり、規約ではない。

他の動作が適当である特殊なアプリケーションでない限り、この付属書に従って実装す

ることを推奨する。

B.2 輻輳制御

FRDNでは、網で 輻輳が発生した場合に、網から 輻輳を通知する手段として、FECNビ

ット・BECNビットをフレームに付加する方法とCLLMメッセージによる方法がある。ここ

では、輻輳発生元の端末（ＩＳ）に対して通知される方法（BECNビットをフレームに付

加する方法とCLLMメッセージによる方法）についてＩＳの推奨動作を記述する。

BECNビットがONのフレーム又はCLLMメッセージを受け取ったＩＳは、（BECNビットが

ONの）フレーム又はCLLMメッセージの受信頻度により 輻輳を判断する。輻輳が発生し

ていると判断したＩＳは、その方向の 輻輳を解除するために、網への送信間隔をあけ

ることが望ましい。送信間隔をあける事によって、送出フレームのキューが溜まった場

合は、そのフレームを廃棄すべきである。輻輳の判断・解除・回復の動作は、実装に依

存する。

NPDUのエラー報告フラグが ”1”のフレームを廃棄する場合は、ER NPDUを送信元端末

に返送する。ER NPDUの廃棄理由は「輻輳によるNPDU廃棄」とする。なお、この場合の

「発信元アドレス」には、ＩＳのネットワークアドレスを設定する。また、エラー報告

フラグが ”0”のDT NPDUの場合は、ER NPDUを返送しない。

輻輳により廃棄したNPDUがER NPDUの場合は、それに対するER NPDUは送出しない。
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パート２１７Ｊ

各種ＬＡＮサブネットワーク～

ＦＲＤＮ（ＰＶＣ）中継
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はしがき

このパートは日本先行の要求条件であり、この標準発行時点では対応するＩＳＰは存在し

ない。

このパートは一つの付属書を持ち、その付属書は規約である。

ＪＳ－１０６１３－ｂ



－ －137 ＪＳ－１０６１３－ｂ

目 次

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥はじめに 138

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1. 適用範囲 138

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1.1 概説 138

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1.2 プロファイルの位置付け 138

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1.3 シナリオ 139

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥2. 参照規約 140

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥3. 用語の定義 140

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥4. 略語 140

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥5. 要求条件 140

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥5.1 プロファイル定義要求条件参照リスト 140

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥5.2 静的適合要求条件 141

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥5.2.1 ＬＡＮサブネットワーク 141

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥5.2.2 ＦＲＤＮ（ＰＶＣ）に対する要求条件 141

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥5.3 動的適合要求条件 141

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥5.3.1 ＬＡＮサブネットワークに対する要求条件 141

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥5.3.2 ＦＲＤＮ（ＰＶＣ）に対する要求条件 141

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥付属書Ａ（規約）ＩＳＰＩＣＳ要求条件リスト 142



－ －138

はじめに

このパートは、各ＬＡＮサブネットワークとＦＲＤＮ（ＰＶＣ）サブネットワークの中継

に対する要求条件を規定し、ＲＡ５ｘ.６１２２１Ｊプロファイルを定義する。

1. 適用範囲

1.1 概説

この規約標準は、開放型システム間相互接続（ＯＳＩ）環境において動作する中間シ

ステムに適用する。この規約標準は、コネクションレス型ネットワークサービスに対す

るネットワーク中継機能を提供するＯＳＩ基本標準の組合せを規定する。

このパートはＬＡＮサブネットワークとＦＲＤＮ（ＰＶＣ）間で動作する中間システ

ムに適用するプロファイルを定義する。

1.2 プロファイルの位置付け

プロファイル体系は、ISO/IEC TR10000-2で定義する。このパートは、次のプロファ

イルを定義する。

ＲＡ５１.６１２２１Ｊ ＣＳＭＡ／ＣＤ ＬＡＮとＦＲＤＮ（ＰＶＣ）間のコネク

ションレス型ネットワークサービスの中継

ＲＡ５３.６１２２１Ｊ トークンリングＬＡＮとＦＲＤＮ（ＰＶＣ）間のコネク

ションレス型ネットワークサービスの中継

ＲＡ５４.６１２２１Ｊ ＦＤＤＩ ＬＡＮとＦＲＤＮ（ＰＶＣ）間のコネクショ

ンレス型ネットワークサービスの中継

ＪＳ－１０６１３－ｂ
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1.3 シナリオ

図1.3.1に1.2節で掲げたプロファイルを適用したシステムの構成を示す。この図では

二つの参照点を示すが、このプロファイルでは対応する各々の参照点で更に多くのＬＡ

ＮサブネットワークとＦＲＤＮ（ＰＶＣ）サブネットワークへの接続点を実装してもよ

い。

各ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ参照 ＷＡＮ
＊＊ ＬＡＮ ＊＊

RA5x.61221J ＦＲＤＮ

各ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙの

参照点

＊＊：他の適合ネットワーク装置

－ ＯＳＩ中継

－ ＯＳＩエンドシステム

－ 他の装置

５ｘ：各ＬＡＮサブネットワーク識別子

５ｘ＝５１；ＣＳＭＡ／ＣＤ ＬＡＮサブネットワーク

５ｘ＝５３；トークンリングＬＡＮサブネットワーク

５ｘ＝５４；ＦＤＤＩ ＬＡＮサブネットワーク

図1.3.1 ＦＲＤＮ（ＰＶＣ）接続を行うＲＡＪプロファイルの適用可能なシナリオ

このプロファイルはＲＡグループの一つであり、このプロファイルを実装した中間シ

ステムは、ＲＡグループの他のプロファイルやＴＡグループもしくはＵＡグループを実

装したシステムと適切な中継手段を用いることで相互接続可能である。

ネットワーク層 ISO 8473(CLNP), ISO 9542(ES-IS),

ISO/IEC 10589(IS-IS),

ISO/IEC 10747(IDRP) X.36 X.36

(MPE) (PVC管理)

データリンク層 ＬＬＣ副層

ＭＡＣ副層 X.36 (DLコア)

物理層 物理層 網がｻﾎﾟｰﾄするｲﾝﾀﾌｪｰｽ

ＬＡＮ 5x (5x＝51/53/54) ＷＡＮ(FRDN(PVC))

図1.3.2 ＲＡ５ｘ.61221Ｊプロファイルのプロトコルスタック
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2. 参照規約

このパートは次に示すドキュメントの規定を含む。この標準の発行時点では次に示す版

数が有効である。このプロファイルに同意する団体は、参照規約の最新の版が自動的には

適用されないことに注意すべきである。

この標準のパート１及びパート１Ｊ

この標準のパート２及びパート２Ｊ

この標準のパート３及びパート３Ｊ

この標準のパート４及びパート４Ｊ

この標準のパート１０及びパート１０Ｊ

この標準のパート２０７Ｊ

標準ＪＳ－１０６０８－ｂのパート１１１Ｊ

3. 用語の定義

このパートで使用する用語は、すべて参照ドキュメント(第２章参照)に定義されている。

4. 略語

このパートで使用する略語は、すべて参照ドキュメント(第２章参照)に定義されている。

5. 要求条件

5.1 プロファイル定義要求条件参照リスト

このパートは、複数のプロファイルを定義している。各プロファイルに対する静的／

動的要求条件のサブセットを明確にするために、要求条件の項目の一覧を次の表5.1に

掲げる。プロファイルに適合する実装は表の中に現れるすべての項目を満たさなければ

ならない。

表5.1 プロファイル定義要求条件参照リスト

静的適合要求条件 動的適合要求条件 ＩＳＰＩＣＳ

ＬＡＮ ＷＡＮ ＬＡＮ ＷＡＮ A . 2 . 1 A . 2 . 2

RA51.61221J 5.2.1 (a) 5.2.2 (a) 5.3.1 (a) 5.3.2 (a) all( ) (a)１

RA53.61221J 5.2.1 (b) 5.2.2 (a) 5.3.1 (b) 5.3.2 (a) all( ) (b)１

RA54.61221J 5.2.1 (c) 5.2.2 (a) 5.3.1 (c) 5.3.2 (a) all( ) (c)１

注( ) この項目のすべての基本標準のＩＳＰＩＣＳをサポートする。１
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5.2 静的適合要求条件

5.2.1 ＬＡＮサブネットワーク

(a) この規約標準のパート１、パート１Ｊ、パート２、パート２Ｊ、パート３及び

パート３Ｊに規定する静的適合要求条件の項目をすべて満たし、ISO 8802-3

ＣＳＭＡ／ＣＤ ＬＡＮサブネットワークへの接続点を一つ以上持つこと。

(b) この規約標準のパート１、パート１Ｊ、パート２、パート２Ｊ、パート１０及

びパート１０Ｊに規定する静的適合要求条件の項目をすべて満たし、ISO 8802

-5トークンリングＬＡＮサブネットワークへの接続点を一つ以上持つこと。

(c) この規約標準のパート１、パート１Ｊ、パート２、パート２Ｊ、パート４及び

パート４Ｊに規定する静的適合要求条件の項目をすべて満たし、ＦＤＤＩ Ｌ

ＡＮサブネットワークへの接続点を一つ以上持つこと。

5.2.2 ＦＲＤＮ（ＰＶＣ）に対する要求条件

(a) この規約標準のパート１、パート１Ｊ、パート２０７Ｊに規定する静的適合要

求条件の項目をすべて満たし、ＦＲＤＮ（ＰＶＣ）への接続点を一つ以上持つ

こと。

5.3 動的適合要求条件

5.3.1 ＬＡＮサブネットワークに対する要求条件

(a) この規約標準のパート１、パート１Ｊ、パート２、パート２Ｊ、パート３及び

パート３Ｊに規定する動的適合要求条件の項目をすべて満たすこと。

(b) この規約標準のパート１、パート１Ｊ、パート２、パート２Ｊ、パート１０及

びパート１０Ｊに規定する動的適合要求条件の項目をすべて満たすこと。

(c) この規約標準のパート１、パート１Ｊ、パート２、パート２Ｊ、パート４及び

パート４Ｊに適合する動的適合要求条件の項目をすべて満たすこと。

5.3.2 ＦＲＤＮ（ＰＶＣ）に対する要求条件

(a) この規約標準のパート１、パート１Ｊ、パート２０７Ｊに規定する動的適合要

求条件の項目をすべて満たし、ＦＲＤＮ（ＰＶＣ）への接続点を一つ以上持つ

こと。
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付属書Ａ（規約）

ＩＳＰＩＣＳ要求条件リスト

A.1 プロファイルの一般的なオプション

このプロファイルではISO/IEC 10589（イントラドメインＩＳ－ＩＳプロトコル）及び

ISO/IEC 10747（ＩＤＲＰ）をオプションとしている。

A.2 プロファイルにおける基本標準の選択及び組合せ

このプロファイルは次の基本標準を使用している。

A.2.1 ＲＡ５ｘ.６１２２１Ｊプロファイル共通

－ ＩＳＯ ８４７３

－ ＩＳＯ ９５４２

－ Ｘ．３６

一般的オプション：

－ ＩＳＯ／ＩＥＣ １０５８９

－ ＩＳＯ／ＩＥＣ １０７４７

－ ＩＳＯ ８８０２－２

A.2.2 ＬＡＮサブネットワーク依存

(a) ＩＳＯ ８８０２－３

(b) ＩＳＯ ８８０２－５

(c) ＩＳＯ ９３１４－１，－２，－３，－４，－６

A.3 基本標準に対する要求条件

A.3.1 全体的な要求条件

このプロファイルに適合する実装は、次の事項を満たす必要がある。

(a) サブネットワークに依存しない中継動作をサポートするために、パート１及びパ

ート１Ｊに規定するISO 8473、ISO 9542、ISO/IEC 10589及びISO/IEC 10747に対

するＩＳＰＩＣＳ要求条件リストに一致する。

(b) ＣＳＭＡ／ＣＤ ＬＡＮをサポートするために、パート２、パート２Ｊ、パート３

及びパート３Ｊで規定するISO 8473、ISO 9542、ISO 8802-2及びISO 8802-3に対

するＩＳＰＩＣＳ要求条件リストに一致する。

(c) トークンリングＬＡＮをサポートするために、パート２、パート２Ｊ、パート１

０及びパート１０Ｊで規定するISO 8473、ISO 9542、ISO 8802-2及びISO 8802-5

に対するＩＳＰＩＣＳ要求条件リストに一致する。

(d) ＦＤＤＩ ＬＡＮをサポートするために、パート２、パート２Ｊ、パート４及びパ

ート４Ｊで規定するISO 8473、ISO 9542、ISO 8802-2、ISO 9314-1、-2、-3、-4、

-6に対するＩＳＰＩＣＳ要求条件リストに一致する。

ＪＳ－１０６１３－ｂ
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(f) ＦＲＤＮ（ＰＶＣ）をサポートするためには、パート２０７Ｊで追加規定する

ISO 8473（ISO 8473/Add.3を除く）及びISO 9542に対するＩＳＰＩＣＳ要求条件

リストと、標準ＪＳ－１０６０８－ｂのパート１１１Ｊ，１１２Ｊ，１１３Ｊ，

および１１４ＪのX.36に対するすべての要求条件に一致する。

A.3.2 付加的要求条件

A.3.2.1 記法と規定

この節で使用される記法と規定はパート１のA.2節で定義する。

A.3.2.2 ＩＳＯ ８４７３に対する付加的ＩＰＲＬ要求条件

基本標準はそれ自身がＰＩＣＳ形式を持たないため、中間システムに対する

（中継タイプの）基本標準ＰＩＣＳ形式情報は、この標準のパート１付属書Ｂに

与える。ＰＩＣＳ形式が標準化されれば、この標準はそれを参照するように改訂

する。

項番 内容 状態

B.2.2/DSNS 異なるSN-Userdataサイズをもつ ｍ

サブネットワークの複数同時サポート
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ＪＳ－１０６１３－ｂ補遺

フレームリレーデータ網(FRDN)／PVC－LAN間中間システム用プロファイルの解説

＜参考＞

１．目的

本補遺は、標準ＪＳ－１０６１３－ｂで規定されるＲＡ５１．６１２２１Ｊプロファイル，

ＲＡ５３．６１２２１Ｊプロファイル，ＲＡ５４．６１２２１Ｊプロファイルの参照標準な

らびに規定内容に対して解説し、プロファイルの理解を助ける目的で作成されたものである。

なお、本補遺は、（財）情報処理相互運用技術協会（ＩＮＴＡＰ）と共同で作成したため、

維持管理上、ドキュメントは可能な限り共通化されている。

２．規定範囲

プロファイルの参照標準ならびに規定内容に対する解説は、必ずしも特定プロファイルに

対してのみ有効な解説ではなく、今後開発される可能性のある他のプロファイルに対しても

有効である。このため、本補遺では、ＲＡ５１．６１２２１Ｊプロファイル，ＲＡ５３．６

１２２１Ｊプロファイル，ＲＡ５４．６１２２１Ｊプロファイルに対する解説のみならず、

他のＲＡ系プロファイル（本補遺発行時点では、ＩＮＴＡＰにのみ存在する）に対する解説

も含んでいる。

３．改版の履歴

改版 対応するＴＴＣ標準

版数 発行日

内容 番 号 名 称 発行年度 版数

第１版 平成 7年 制定 JS-10613-b フレームリレーデータ網(FRD １９９５ １

11月28日 N)/PVC－LAN間中間システム

用プロファイル

ＪＳ－１０６１３－ｂ補遺
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1. 概要

1.1 目的

本補遺は、次の三つの解説部から成る。

・概要

・基本標準解説部

・規約標準解説部

「概要」では、基本標準及び国際標準プロファイルの標準化動向、ＲＡＪプロファイ

ルの適用範囲と想定する接続形態、ネットワーク層の内部構造と中間システムの一般的

な動作概念について解説する。

「基本標準解説部」では、ネットワーク層の基本標準に対する解釈（イントラドメイ

ンＩＳ－ＩＳプロトコル、ＩＤＲＰ）、規格の概要やＰＤＵ形式など（ＣＬＮＰ及びＥ

Ｓ－ＩＳプロトコル）有用と思われる情報を掲載している。

「規約標準解説部」では、ネットワーク層についての標準のうち、ＣＬＮＰ、ＥＳ－

ＩＳプロトコル、イントラドメインＩＳ－ＩＳプロトコル、ＩＤＲＰに対する標準を解

説する。

なお、この標準のＦＲＤＮの上での規定に関しては、米国ＦＲＦ仕様（１９９２年）

との相互接続性を加味し、ＩＴＵ-Ｔ勧告Ｘ.３６を基本標準として、(財)情報処理相互

運用技術協会（ＩＮＴＡＰ）が開発するプロファイルとの整合性を確保した標準である。

1.2 標準化状況

1.2.1 基本標準

ＯＳＩ環境におけるコネクションレス型ネットワークサービス中継関連のＩＳＯ

規格、ＪＩＳ規格の状況を次に示す。

(1) コネクションレス型ネットワークプロトコル（ＣＬＮＰ）

ＩＳＯ規格：

・コネクションレス型ネットワークプロトコル ＩＳＯ ８４７３

・ＯＳＩデータリンクサービスを提供するサブネットワーク上で動作する

ＩＳＯ ８４７３の前提となるサービスの提供

ＩＳＯ ８４７３／Ａｄｄ.３

・ＩＳＤＮ回線交換Ｂチャネル上で動作するための前提となるサービスの提

供 ＩＳＯ ８４７３／Ａｍｄ.５

ＪＩＳ規格：

・コネクションレス型ネットワークプロトコル仕様 ＪＩＳ Ｘ ５３０４

－１９９２

(2) ＥＳ－ＩＳプロトコル

・エンドシステムと中間システムとの間の経路選択情報交換プロトコル

ＩＳＯ ９５４２

・同上 － 技術正誤表１ ＩＳＯ ９５４２／Ｃｏｒ.１

ＪＳ－１０６１３－ｂ補遺
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(3) イントラドメインＩＳ－ＩＳプロトコル

・中間システムと中間システムとの間のイントラドメイン経路選択情報交換

プロトコル ＩＳＯ／ＩＥＣ １０５８９

(4) インタードメインＩＳ－ＩＳプロトコル（ＩＤＲＰ）

・中間システムと中間システムとの間のインタードメイン経路選択情報交換

プロトコル ＩＳＯ／ＩＥＣ １０７４７

1.2.2 国際標準プロファイル

コネクションレス型ネットワークサービス中継を規定する国際標準プロファイル

には次のものが存在する。

・ＩＳＰ １０６１３－１

・ＩＳＰ １０６１３－２

・ＩＳＰ １０６１３－３

・ＩＳＰ １０６１３－４

・ＩＳＰ １０６１３－５

・ＩＳＰ １０６１３－６

・ＩＳＰ １０６１３－７

・ＩＳＰ １０６１３－８

・ＩＳＰ １０６１３－９

また、次のプロファイルが原案の段階である。

・ＤＩＳＰ １０６１３－１０

・ＤＩＳＰ １０６１３－１１

・ＤＩＳＰ １０６１３－１２

・ＤＩＳＰ １０６１３－１３

・ＤＩＳＰ １０６１３－１４

・ＤＩＳＰ １０６１３－１５

・ＤＩＳＰ １０６１３－１６

・ＤＩＳＰ １０６１３－１７

・ＤＩＳＰ １０６１３－１８

ＪＳ－１０６１３－ｂ補遺
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1.3 適用範囲

ＲＡＪプロファイルは、コネクションレス型ネットワークサービス（ＣＬＮＳ）を使

用するエンドシステム間の通信を中継する中間システム（ＩＳ）に適用する。

ＲＡＪプロファイルの規定は、ＣＬＮＳ中継をする二つのサブネットワーク（ＬＡＮ

－ＬＡＮもしくはＬＡＮ－ＷＡＮの組合せ）の対を単位としている。次に対象とするサ

ブネットワークをサブネットワーク識別子（ＳＮｉｄ）とともに示す。

ＳＮｉｄ１１１１ ：パケット交換網（アナログ専用線経由）

ＳＮｉｄ１１２１ ：パケット交換網（ディジタル専用線経由）

ＳＮｉｄ１２３１ ：パケット交換網（ＩＳＤＮ（Ｂチャネル）経由）

ＳＮｉｄ２１ ：デジタル専用線

ＳＮｉｄ２２ ：回線交換網

ＳＮｉｄ３１ ：アナログ専用線

ＳＮｉｄ３２ ：電話網

ＳＮｉｄ４２１２ ：ＩＳＤＮ回線交換モード（Ｂチャネル）

ＳＮｉｄ４２２２ ：ＩＳＤＮ回線交換モード（Ｈチャネル）

ＳＮｉｄ４３１１１：ＩＳＤＮパケット交換モード

（Ｄチャネル、Ｑ.９３１不使用）

ＳＮｉｄ４３１１２：ＩＳＤＮパケット交換モード

（Ｄチャネル、Ｑ.９３１使用）

ＳＮｉｄ４３２１１：ＩＳＤＮパケット交換モード

（Ｂチャネル、Ｑ.９３１不使用）

ＳＮｉｄ４３２１２：ＩＳＤＮパケット交換モード

（Ｂチャネル、Ｑ.９３１使用）

ＳＮｉｄ４３３１ ：ＩＳＤＮパケット交換モード（Ｂチャネルデマンド）

ＳＮｉｄ５１ ：ＣＳＭＡ／ＣＤ

ＳＮｉｄ５３ ：トークンリング

ＳＮｉｄ５４ ：ＦＤＤＩ

ＳＮｉｄ６１２２１：ＦＲＤＮ（ＰＶＣ）

ＳＮｉｄ７１２１ ：ＡＴＭセルリレー網（ＰＶＣ）
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ＲＡＪプロファイルの適用範囲は、図1.3-1における①、②、③及び④のケースであ

る。ＲＡＪプロファイルは、複数のＩＳを縦続接続した形態にも適用でき、③のケース

は、①のケースの縦続接続となり、④のケースは、②のケースの縦続接続である。

また、ＲＡＪプロファイルが適用範囲とするネットワーク接続形態の一般形を図1.3

-2に示す。

ＩＳＯ ８４７３の適用範囲 ＲＡＪプロファイルの適用範囲

CLNP CLNP LAN LAN
① ES○ ■ ○ES ES○ ■ ○ES

LLC LLC
TAJ ← RAJ → TAJ

CLNP
CLNP (X.25PLP) LAN WAN

② ES○ ■～～～～○ES ES○ ■～～～～○ES
LLC LAPB

TAJ ← RAJ → TAJ

CLNP CLNP CLNP LAN LAN LAN
③ ES○ ■ ■ ○ES ES○ ■ ■ ○ES

(①の縦続接続) LLC LLC LLC
TAJ ←RAJ → ←RAJ → TAJ

CLNP
CLNP (X.25PLP) CLNP LAN WAN LAN

④ ES○ ■～～～■ ○ES ES○ ■～～～～■ ○ES
(②の縦続接続) LLC LLC LLC

TAJ ←RAJ → ←RAJ → TAJ

備考： ■ ：中間システム（ＩＳ）

：ＬＡＮサブネットワーク

～～～ ：ＷＡＮサブネットワーク

図1.3-1 ＲＡＪプロファイルの適用範囲

ＪＳ－１０６１３－ｂ補遺
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TAJ LAN TAJ LAN

TAJ LAN
‥ ＬＡＮ ‥ ＩＳ

ＩＳ

TAJ LAN
‥ ＷＡＮ ‥ ＩＳ

図1.3-2 ＲＡＪプロファイルによる中継の一般形態

1.4 接続形態

想定する各種の接続形態例を次に示す。

(1) 基本接続－１（ＬＡＮ－ＬＡＮ接続）

ES ＬＡＮ IS ＬＡＮ ES

(2) 基本接続－２（ＬＡＮ－ＷＡＮ接続）

ES ＬＡＮ IS ＷＡＮ ES

(3) 基本接続－３（ＷＡＮ経由のＬＡＮ－ＬＡＮ接続）

ES ＬＡＮ IS ＷＡＮ IS ＬＡＮ ES

(4) 基本接続－４（基本接続－１の縦続接続）

ES ＬＡＮ IS ＬＡＮ IS ＬＡＮ ES

(5) 複数ＬＡＮ接続－１

ES ＬＡＮ

IS ＬＡＮ ES

ES ＬＡＮ

ＪＳ－１０６１３－ｂ補遺
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(6) 複数ＬＡＮ接続－２

Ａ ES ＬＡＮ IS ＬＡＮ ES Ｂ

IS ＷＡＮ

Ｃ ES ＬＡＮ

備考）① Ａ…Ｂ，Ｂ…Ｃは基本接続－３に同じ。

② Ａ…Ｃは基本接続－１に同じ。

(7) 複数ＷＡＮ接続－１

ES ＬＡＮ IS WAN1 WAN2 IS ＬＡＮ ES

備考）ＷＡＮ１とＷＡＮ２がＩＳＯ ８２０８で中継される例。

(8) 複数回線加入

ES ＬＡＮ IS ＷＡＮ IS ＬＡＮ ES

備考）中継回線の処理能力アップを図ったもの。基本接続－３に同じ。

(9) 複数ＷＡＮ接続－２

ES ＬＡＮ ＷＡＮ ＬＡＮ ES

IS IS

ＷＡＮ

備考）バックアップとしてのサポート形態と考えられる。基本接続－３に同じ。

(10) 複数ＷＡＮ接続－３

ES ＬＡＮ ＷＡＮ IS ＬＡＮ ES

IS

ＷＡＮ IS ＬＡＮ ES

備考）ＷＡＮ－ＷＡＮ中継形態については、ＲＡＪプロファイルでは規定してい

ない。

ＪＳ－１０６１３－ｂ補遺
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2. 略語

ＡＴＭ ： 非同期転送モード

ＢＩＳ ： 境界中間システム

(Boundary Intermediate System)

ＢＳＮＰＡ ： 宛先方向ベタールートサブネットワーク接続点

(SN Address of better route to destination)

ＣＩ ： コンフィギュレーション情報

(Configuration Information)

ＣＬ ： コネクションレス型

(Connectionless-mode)

ＣＬＮＰ ： コネクションレス型ネットワークプロトコル

(Connectionless-mode Network Protocol)

ＣＯ ： コネクション型

(Connection-mode)

ＣＯＮＰ ： コネクション型ネットワークプロトコル

(Connection-mode Network Protocol)

ＣＯＮＳ ： コネクション型ネットワークサービス

(Connection-mode Network Service)

ＣＳＮＰ ： 完全順番号プロトコルデータ単位

(Complete Sequence Numbers Protocol Data Unit)

ＣＴ ： コンフィギュレーションタイマ

(Configuration Timer)

ＤＣＥ ： データ回線終端装置

(Data Circuit-terminating Equipment)

ＤＴＥ ： データ端末装置

(Data Terminal Equipment)

ＥＳ ： エンドシステム

(End System)

ＥＳＣＴ ： 提示エンドシステムコンフィギュレーションタイマ

(Suggested End System Configuration Timer)

ＥＳＨ ＰＤＵ ： ＥＳハロープロトコルデータ単位

(End System Hello Protocol Data Unit)

ＦＤＤＩ ： 光ファイバ分散データインタフェース

(Fiber Distributed Data Interface)

ＦＲＤＮ ： フレームリレーデータ網

(Frame Relay Data Network)

ＧＭＥ ： 一般マルチプロトコルカプセル化

(Generic Multiprotocol Encapsulation)

ＨＴ ： ホールディングタイマ

(Holding Timer)

ＪＳ－１０６１３－ｂ補遺
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ＩＤＲＰ ： インタードメインルーティングプロトコル

(Inter-domain routeing protocol)

ＩＩＨ ＰＤＵ ： ＩＳ－ＩＳハロープロトコルデータ単位

(Intermediate system to Intermediate system Hello

Protocol Data Unit)

ＩＰＲＬ ： ＩＳＰＩＣＳ要求リスト

(ISPICS Requirement List)

ＩＳ ： 中間システム

(Intermediate System)

ＩＳＤＮ ： サービス統合ディジタル網

(Integrated Services Digital Network)

ＩＳＨ ＰＤＵ ： ＩＳハロープロトコルデータ単位

(Intermediate System Hello Protocol Data Unit)

ＩＳＰ ： 国際標準プロファイル

(International Standardized Profile)

ＬＡＮ ： ローカルエリアネットワーク

(Local Area Network)

ＬＳＰ ： リンク状態プロトコルデータ単位

(Link State Protocol Data Unit)

ＭＰＥ ： マルチプロトコルエンカプセレーション

(Multiprotocol Encapsulation)

ＭＴＵ ： 最大転送単位

(Maximum Transfer Unit)

ＮＣＭＳ ： ネットワークコネクション管理サブプロトコル

(Network Connection Management Subprotocol)

ＮＥＴ ： ネットワークエンティティタイトル

(Network Entity Title)

ＮＰＤＵ ： ネットワークプロトコルデータ単位

(Network Protocol Data Unit)

ＮＳ ： ネットワークサービス

(Network Service)

ＮＳＡＰ ： ネットワークサービスアクセスポイント

(Network Service Access Point)

ＰＣＩ ： プロトコル制御情報

(Protocol Control Information)

ＰＬＰ ： パケットレベルプロトコル

(Packet Level Protocol)

ＰＩＣＳ ： プロトコル実装適合性記述

(Protocol Implementation Conformance Statement)

ＰＳＤＮ ： パケット交換網

(Packet Switching Data Network)
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ＰＳＮＰ ： 部分順番号プロトコルデータ単位

(Partial Sequence Numbers Protocol Data Unit)

ＰＶＣ ： パーマネントバーチャルサーキット

(Permanent Virtual Circuit)

ＱｏＳ ： サービス品質

(Quality of Service)

ＲＤ ＰＤＵ ： リダイレクトプロトコルデータ単位

(Redirect Protocol Data Unit)

ＲＩ ： リダイレクト情報

(Redirect Information)

ＲＩＢ ： ルーティング情報ベース

(Routing Information Base)

ＳＮＡｃＰ ： サブネットワークアクセスプロトコル

(Subnetwork Access Protocol)

ＳＮＣＲ ： サブネットワークコネクション参照

(Subnetwork Connection Reference)

ＳＮＤＣＦ ： サブネットワーク依存コンバージェンス機能

(Subnetwork Dependent Convergence Function)

ＳＮＤＣＰ ： サブネットワーク依存コンバージェンスプロトコル

(Subnetwork Dependent Convergence Protocol)

ＳＮＩＣＰ ： サブネットワーク独立コンバージェンスプロトコル

(Subnetwork Indenpendent Convergence Protocol)

ＳＮＰＡ ： サブネットワーク接続点

(Subnetwork Point of Attachment)

ＳＮＰＤＵ ： サブネットワークプロトコルデータ単位

(Subnetwork Protocol Data Unit)

ＳＰＩ ： 上位プロトコル識別子

(Subsequent Protocol ID)

ＴＣ ： トランスポートコネクション

(Transport Connection)

ＶＣ ： バーチャルコール

(Virtual Call)

ＷＡＮ ： 広域ネットワーク

(Wide Area Network)

ＪＳ－１０６１３－ｂ補遺
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3. ネットワーク層の概要

3.1 ネットワーク層の内部構造

ＩＳＯ ８６４８に規定されたネットワーク層の内部構造を図3.1に示す。

(1) サブネットワーク独立コンバージェンスロール

(a) ＲＡＪプロファイルでは、ＳＮＩＣＰとしてＩＳＯ ８４７３が該当する。

(b) ＥＳ－ＩＳ間のルーティングプロトコルとしてＩＳＯ ９５４２が該当する。

(c) ＩＳ－ＩＳ間のイントラドメインルーティングプロトコルとしてＩＳＯ １０５８

９が該当する。

(d) ＩＳ－ＩＳ間のインタードメインルーティングプロトコルとしてＩＳＯ １０７４

７が該当する。

(2) サブネットワーク依存コンバージェンスロール

ＳＮＩＣＰであるＩＳＯ ８４７３では、サブネットワークの種類に応じて、ＳＮＤ

ＣＦを次のように規定している。

(a) ＩＳＯ ８２０８サブネットワーク上のＳＮＤＣＦとしてＩＳＯ ８４７３

(b) ＯＳＩデータリンクサービス上のＳＮＤＣＦとしてＩＳＯ ８４７３／Ａｄｄ.３及

びＩＳＯ ８４７３／Ａｍｄ.５

(3) サブネットワークアクセスロール

(a) パケット交換機能をサポートするＷＡＮにおけるＳＮＡｃＰはＩＳＯ ８２０８が

該当する。

(b) ＬＡＮ及びパケット交換機能をサポートしないＷＡＮに対してはＳＮＡｃＰは存在

しない。

ルーティング

と中継

SNICP1 SNICP2

ｻﾌﾞﾈｯﾄﾜｰｸ独立 ｻﾌﾞﾈｯﾄﾜｰｸ独立

ｺﾝﾊﾞｰｼﾞｪﾝｽ ﾛｰﾙ ｺﾝﾊﾞｰｼﾞｪﾝｽ ﾛｰﾙ

SNDCP1 ｻﾌﾞﾈｯﾄﾜｰｸ依存 ｻﾌﾞﾈｯﾄﾜｰｸ依存 SNDCP2

ｺﾝﾊﾞｰｼﾞｪﾝｽ ﾛｰﾙ ｺﾝﾊﾞｰｼﾞｪﾝｽ ﾛｰﾙ

SNAcP1 ｻﾌﾞﾈｯﾄﾜｰｸ ｱｸｾｽ ｻﾌﾞﾈｯﾄﾜｰｸ ｱｸｾｽ SNAcP2

ﾛｰﾙ ﾛｰﾙ

図3.1 ネットワーク層の内部構造

ＪＳ－１０６１３－ｂ補遺
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3.2 中間システムにおける中継動作の一般概念

ＲＡＪプロファイルを適用するＩＳの中継動作の一般概念を図3.2に示す。なお、こ

こではイントラドメインＩＳ－ＩＳプロトコルを実装した場合を表わしている。

(1) ルーティング情報ベースの維持更新

ＩＳは、中継動作を司どるためにルーティングに必要な情報を格納したルーティン

グ情報ベース（ＲＩＢ）の維持更新を行う。ＥＳに関するルーティング情報は、Ｅ

Ｓ－ＩＳプロトコルに基づきＩＳＯ ９５４２プロトコルマシンによって管理され、

その情報はＩＳＯ／ＩＥＣ １０５８９プロトコルマシンに通知される。

ＩＳに関するルーティング情報は、イントラドメインＩＳ－ＩＳプロトコルにより、

ＩＳＯ／ＩＥＣ １０５８９プロトコルマシンによって管理される（詳細について

は、基本標準解説部イントラドメインＩＳ－ＩＳプロトコルを参照）。

(2) ＰＤＵの受信とＮＰＤＵの中継

ＩＳは、受信したＰＤＵのプロトコル識別子からプロトコルを判別し、該当するプ

ロトコルマシンにて処理する。このうち、ＤＴ及びＥＲ ＮＰＤＵは、ＩＳＯ ８

４７３プロトコルマシンを経てＩＳＯ／ＩＥＣ １０５８９プロトコルマシンに転

送され、当該ＮＰＤＵの宛先ネットワークアドレスから送出すべきサブネットワー

クを選択するためにＲＩＢの送出データベースが参照され、該当するサブネットワ

ークに送出される。

ＪＳ－１０６１３－ｂ補遺
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基 本 標 準 解 説 部

ＣＬＮＰ
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1. ＷＡＮに対するサブネットワーク依存機能

ＲＡＪプロファイルにおけるＳＮＤＣＦは、サブネットワークに対応して、次の標準を

参照している。

ISO 8208サブネットワーク上のＳＮＤＣＦ ： ISO 8473

ＯＳＩデータリンクサービス上のＳＮＤＣＦ： ISO 8473/Add.3

ISO 8473/Amd.5

ＦＲＤＮ上のＳＮＤＣＦ ： 標準ＪＳ－１０６０８－ｂ

パート１１２Ｊ 5.1

パケット交換機能をサポートするＷＡＮをサブネットワークとするプロファイルではＳ

ＮＡｃＰとしてISO 8208を使用するので、“ISO 8208サブネットワーク上のＳＮＤＣＦ”

を適用する。

また、パケット交換機能をサポートしないＷＡＮ（フレームリレー網を除く）をサブネ

ットワークとするプロファイルではＳＮＡｃＰが存在しないので、“ＯＳＩデータリンク

サービス上のＳＮＤＣＦ”を適用する（ISO 7776がＯＳＩデータリンクサービスを提供す

る）。

フレームリレー網上のＳＮＤＣＦは、ＭＰＥにおいて実現している。

1.1 ISO 8208サブネットワーク上のＳＮＤＣＦ

ISO 8208サブネットワーク上のＳＮＤＣＦは、ISO 8473の8.4.3項に規定されている。

具体的には、ＶＣ確立の契機、ＶＣ解放の契機、プロトコル識別、ＶＣの保持タイマ、

ＶＣの衝突解決、複数ＶＣの使用、優先度機能に関連するＶＣの使用方法、ISO 8208プ

ロトコル要素に関する規定がある。

また、ISO 8473では、つぎのファシリティの使用を推奨し、他は任意としている（こ

の標準では、基本標準どおりとし、特に規定はしていない）。

フロー制御パラメタ折衝

伝送遅延選択指示

スループットクラス折衝

任意のファシリティのうちＤＴＥファシリティは、ＯＳＩのＣＯＮＳを提供するため

のものであり（従って、ＯＳＩのＣＯＮＳを提供する場合には、これらは基本的には必

須である）、このＳＮＤＣＦで使用する必要性は無い。

1.2 ＯＳＩデータリンクサービス上のＳＮＤＣＦ

ISO 8473のＯＳＩデータリンクサービス上のＳＮＤＣＦは、ISO 8473/Add.3に規定さ

れている。従って、このＳＮＤＣＦの主たる基本標準はISO 8473/Add.3である。

その他、関連する基本標準としてISO 8473/Amd.5があり、ＩＳＤＮ回線交換モード

Ｂチャネル上でISO 7776を使用する場合のＳＮＤＣＦの機能のうちＩＳＤＮの呼設定及

びISO 7776のデータリンク確立に関する機能に関して規定している。この規定は、ISO

8 2 0 8サブネットワーク上のＳＮＤＣＦ、あるいは、ＯＳＩデータリンクサービス上の

ＳＮＤＣＦの規定を補足するもので、これらと組み合わせて一つのＳＮＤＣＦの規定と

ＪＳ－１０６１３－ｂ補遺
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なる。

次に、サブネットワークと基本標準との対応を示す。

次の四つのサブネットワークには、ISO 8473/Add.3のみが適用される。

ＳＮｉｄ２１ ：ディジタル専用線網

ＳＮｉｄ２２ ：回線交換網

ＳＮｉｄ３１ ：アナログ専用線網

ＳＮｉｄ３２ ：電話網

（ＳＮｉｄ：サブネットワーク識別子）

次の二つのサブネットワークには、ISO 8473/Add.3 及びISO 8473/Amd.5が適用され

る。

ＳＮｉｄ４２１２：ＩＳＤＮ回線交換モードＢチャネルデマンド

ＳＮｉｄ４２２２：ＩＳＤＮ回線交換モードＨチャネルデマンド

なお、ＳＮｉｄ４２２２はＨチャネルなので、ISO 8473/Amd.5の適用範囲外であるが、

チャネルの違いを除く部分については適用可能であるため、ＳＮｉｄ４２２２も適用対

象としている。

(1) ISO 8473/Add.3

ISO 8473/Add.3では、コネクションレス型データリンクサービスとコネクション

型データリンクサービスに分けて、それぞれについて規定している。ISO 7776が提

供するのはコネクション型データリンクサービスなので、この標準には、コネクシ

ョン型データリンクサービスに関する規定が適用される。

内容は、データリンクサービスプリミティブとISO 8473の前提となるサービスの

サービスプリミティブとのマッピング、及び、データリンク設定／切断の起動方法

である。データリンク設定／切断の起動方法に関してはいくつかの例が示されてい

るが、規定はされていない。また、回線接続／切断の起動方法については、記述は

ない。

(2) ISO 8473/Amd.5

ISO 8473/Amd.5では、デマンドとセミパーマネントに分けて、それぞれについて

規定している。適用対象となるサブネットワークは前記のようにともにデマンドな

ので、この標準には、デマンドに関する規定が適用される。

内容は、Ｂチャネル接続／切断の起動方法（伝達能力、低位レイヤ整合性等）、

Ｂチャネル接続後のデータリンク設定の起動方法（データリンクアドレス等）であ

る。

ＪＳ－１０６１３－ｂ補遺
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2. ＰＤＵフォーマット

ISO 8473で規定しているＮＰＤＵについて、その符号化形式を示す。

符号化形式内の各ビットについて、値が固定であるか確定しているものについてはその

値（０又は１）を示し、それ以外の場合は「＊」、「×」で示すかビットごとの表示を省

略した。

(1) ＤＴ ＰＤＵ

(a) 固定部

ﾋﾞｯﾄ ８７６５ ４３２１
ｵｸﾃｯﾄ

１ ＜ＮＬＰＩ＞
１０００ ０００１

２ ＜ヘッダ長＞ ＜ヘッダ長＞
＊＊＊＊ ＊＊＊＊ 最大値は ”11111110”

３ ＜Ｖ／ＰＩＤ＞
００００ ０００１

４ ＜ＰＤＵ寿命＞ ＜ＰＤＵ寿命＞
＊＊＊＊ ＊＊＊＊ 0.5秒単位に減算する

５ <SP> <MS> <ER> <ﾀｲﾌﾟ> <MS>
＊ ＊ ＊ １１１００ 途中ｾｸﾞﾒﾝﾄ”1”、最終ｾｸﾞﾒﾝﾄ”0”

６ ＜ＮＰＤＵ長＞
＊＊＊＊ ＊＊＊＊

７ ＊＊＊＊ ＊＊＊＊

８ ＜チェックサム＞
＊＊＊＊ ＊＊＊＊

９ ＊＊＊＊ ＊＊＊＊

(b) アドレス部

ﾋﾞｯﾄ ８７６５ ４３２１
ｵｸﾃｯﾄ

１０ ＜宛先ﾈｯﾄﾜｰｸｱﾄﾞﾚｽ長＞
＊＊＊＊ ＊＊＊＊

１１ ＜宛先ﾈｯﾄﾜｰｸｱﾄﾞﾚｽ＞
＊＊＊＊ ＊＊＊＊

＊＊＊＊ ＊＊＊＊

＜発信元ﾈｯﾄﾜｰｸｱﾄﾞﾚｽ長＞
＊＊＊＊ ＊＊＊＊

＜発信元ﾈｯﾄﾜｰｸｱﾄﾞﾚｽ＞
＊＊＊＊ ＊＊＊＊

ｍ－１ ＊＊＊＊ ＊＊＊＊
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(c) セグメンテーション部

ﾋﾞｯﾄ ８７６５ ４３２１
ｵｸﾃｯﾄ

１ ＜データユニット識別子＞
＊＊＊＊ ＊＊＊＊

２ ＊＊＊＊ ＊＊＊＊

３ ＜セグメントオフセット＞
＊＊＊＊ ＊＊＊＊

４ ＊＊＊＊ ＊＊＊＊

５ ＜全長＞
＊＊＊＊ ＊＊＊＊

６ ＊＊＊＊ ＊＊＊＊

(d) オプション部

オプション部に設定するパラメタの順序は任意であるが、中継に際してはこれを維

持すべきである。

(i) パディング

ﾋﾞｯﾄ ８７６５ ４３２１
ｵｸﾃｯﾄ

１ ＜パラメタコード＞
１１００ １１００

２ ＜パラメタ長＞
＊＊＊＊ ＊＊＊＊

＜パラメタ値＞
＊＊＊＊ ＊＊＊＊

ｐ ＊＊＊＊ ＊＊＊＊

ＪＳ－１０６１３－ｂ補遺



－ －23 ＪＳ－１０６１３－ｂ補遺

(ii) サービス品質維持パラメタ

ﾋﾞｯﾄ ８７６５ ４３２１
ｵｸﾃｯﾄ

１ ＜パラメタコード＞
１１００ ００１１

２ ＜パラメタ長＞
００００ ０００１

３ ＜パラメタ値＞
１１×× ＊×××

×：経路決定パラメタ

＊：輻輳通知フラグ（１を０に変更することは不可）

０：輻輳未発生

１：輻輳発生

(e) データ部

データ部はオプション部の次のオクテットから設定する。

(2) ＥＲ ＮＰＤＵ

(a) 固定部

ﾋﾞｯﾄ ８７６５ ４３２１
ｵｸﾃｯﾄ

１ ＜ＮＬＰＩ＞
１０００ ０００１

２ ＜ヘッダ長＞ ＜ヘッダ長＞
＊＊＊＊ ＊＊＊＊ 最大値は ”11111110”

３ ＜Ｖ／ＰＩＤ＞
００００ ０００１

４ ＜ＰＤＵ寿命＞ ＜ＰＤＵ寿命＞
＊＊＊＊ ＊＊＊＊ 0.5秒単位に減算する

５ <SP> <MS> <ER> <ﾀｲﾌﾟ>
０ ０ ０ ００００１

６ ＜ＮＰＤＵ長＞
＊＊＊＊ ＊＊＊＊

７ ＊＊＊＊ ＊＊＊＊

８ ＜チェックサム＞
＊＊＊＊ ＊＊＊＊

９ ＊＊＊＊ ＊＊＊＊
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(b) アドレス部

ﾋﾞｯﾄ ８７６５ ４３２１
ｵｸﾃｯﾄ

１０ ＜宛先ﾈｯﾄﾜｰｸｱﾄﾞﾚｽ長＞
＊＊＊＊ ＊＊＊＊

１１ ＜宛先ﾈｯﾄﾜｰｸｱﾄﾞﾚｽ＞
＊＊＊＊ ＊＊＊＊

＊＊＊＊ ＊＊＊＊

＜発信元ﾈｯﾄﾜｰｸｱﾄﾞﾚｽ長＞
＊＊＊＊ ＊＊＊＊

＜発信元ﾈｯﾄﾜｰｸｱﾄﾞﾚｽ＞
＊＊＊＊ ＊＊＊＊

ｍ－１ ＊＊＊＊ ＊＊＊＊

(c) オプション部

オプション部に設定するパラメタの順序は任意である。なお、ＥＲ ＮＰＤＵの中

継の際は、この順序を維持すべきである。

(i) パディング

ﾋﾞｯﾄ ８７６５ ４３２１
ｵｸﾃｯﾄ

１ ＜パラメタコード＞
１１００ １１００

２ ＜パラメタ長＞
＊＊＊＊ ＊＊＊＊

＜パラメタ値＞
＊＊＊＊ ＊＊＊＊

ｐ ＊＊＊＊ ＊＊＊＊
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(ii) サービス品質維持パラメタ

ﾋﾞｯﾄ ８７６５ ４３２１
ｵｸﾃｯﾄ

１ ＜パラメタコード＞
１１００ ００１１

２ ＜パラメタ長＞
００００ ０００１

３ ＜パラメタ値＞
１１×× ＊×××

×：経路決定パラメタ

＊：輻輳通知フラグ（１を０に変更することは不可）

０：輻輳未発生

１：輻輳発生

(d) 廃棄理由部

ﾋﾞｯﾄ ８７６５ ４３２１
ｵｸﾃｯﾄ

１ ＜パラメタコード＞
１１００ ０００１

２ ＜パラメタ長＞
００００ ００１０

３ ＜パラメタ値＞
＊＊＊＊ ＊＊＊＊

４ ＊＊＊＊ ＊＊＊＊

(e) データ部

データ部は廃棄理由部の次のオクテットから設定する。
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(3) ＳＮＣＲの符号化

ＣＲ／ＣＮパケットの利用者データフィールドに設定されるＳＮＤＣＰのＰＤＵ形式

を次に示す。

ﾋﾞｯﾄ ８７６５ ４３２１
ｵｸﾃｯﾄ

１ ＜ＮＬＰＩ＞

１０００ ０００１

２ ＜長さ指示＞

００００ ０１００

３ ＜バージョン番号＞ ＳＮＣＲを使用しない場合

００００ ００１０ 省略する。

４ ＜ＳＮＣＲ＞

＊＊＊＊ ＊＊＊＊
５ ＊＊＊＊ ＊＊＊＊

ＪＳ－１０６１３－ｂ補遺



－ －27

3. ＦＲＤＮ

ここでは、ＦＲＤＮ（ＰＶＣ）上でのふるまいについて解説する。

3.1 ＦＲＤＮ（ＰＶＣ）における輻輳制御

輻輳制御に関する動作については、「規約標準解説部 ＣＬＮＰ 1.2.1 輻輳時の処

理」で解説している。ここでは、FRDN（ＰＶＣ）特有の輻輳制御について、前記解説を

補足する。ＦＲＤＮで輻輳が発生したことを知る方法として、暗黙的輻輳検出と明示的

輻輳通知による方法がある。暗黙的輻輳検出は、送出フレームの順序番号確認（例えば、

トランスポート層で行われる）等によりフレームが廃棄された事を検出する手段である。

ＩＳはそのようなフレームの順序番号は管理していないため、送信フレームが廃棄され

たかどうかを知る手段がなく、暗黙的輻輳検出はできない。このため、暗黙的輻輳検出

について、記述することは特にない。

明示的輻輳通知は、網から輻輳を通知する手段であり、FECNビット・BECNビットをフ

レームに付加して通知する方法とCLLMメッセージによる通知方法がある。それぞれの特

徴及び、取るべき推奨動作について記述する。

下図の構成で考える。

E S 1 E S 2

I S 1 ＦＲ網 I S 2

ES1,ES2：ＥＳ(エンドシステム) IS1,IS2：ＩＳ(中間システム)

(1) FECNビットによる輻輳通知

（ES1）から（ES2）に対して、（IS1、ＦＲ網、IS2）を経由して送信するフレーム

があるとする。この方向で網内に輻輳が発生し、そのフレームが網を通過したとき

に、網はそのフレームのFECNビットをONにして、フレームと同方向の輻輳が発生し

ている事をＦＲ端末（IS2）に通知する。

FECNビットがONのフレームを受信した（IS2）は、そのフレームにDT-NPDUのサービ

ス品質パラメタがあれば、サービス品質パラメタの輻輳通知フラグをONにすること

で、フレーム送信方向の輻輳が発生している事を宛先ＥＳ（ES2）に通知することが

可能である。サービス品質パラメタが存在しない場合には、特に何もしない。

輻輳通知フラグがONのフレームを受信した端末（ES2）は、トランスポート層に通知

し、輻輳発生方向のクレジットを削減し、トラヒックの調整を図ることが考えられ

る。CLNPからトランスポート層への通知方法はローカル事項である。
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(2) BECNビットによる輻輳通知

（ES1）と（ES2）間で、（IS1、ＦＲ網、IS2）を経由して送受信するフレームがあ

るとする。IS1- IS2の方向で輻輳が発生した場合に、ＦＲ網が輻輳している方向と>

逆方向（IS2- IS1）のフレームのBECNビットをONとすることにより、(IS1)から見て>

送信方向の輻輳が発生している事を（IS1）に通知する手段である。

BECNビットがONのフレームを受け取った（IS1）は、単位時間当たりの（BECNビット

がONの）フレーム受信回数により、輻輳を判断する。輻輳が発生していると判断し

たＩＳは、その方向の輻輳を軽減するために、輻輳発生方向のスループットを落と

す（網への送信間隔をあける）ことを推奨する。送信間隔をあける事によって、送

出フレームのキューが溜まった場合は、そのフレームを廃棄しなければならない。

輻輳発生方向のスループットを落とす方法の例が、「Q.922 付録.1」に記述されて

いる。

(3) CLLMメッセージによる輻輳通知

（ES1）から（ES2）に対して、（IS1、ＦＲ網、IS2）を経由して送信するフレーム

があるとする。この方向で網内に輻輳が発生した場合、逆方向のフレームがあれば

ＦＲ網はそのフレームのBECNビットをONにする。しかし、逆方向のフレームがない

場合、ＦＲ網は送信側の（IS1）に対して、CLLMメッセージを転送して、ＩＳから見

て送信方向の輻輳が発生している事をＦＲ端末（IS1）に通知する。

CLLMメッセージを受け取った（IS1）の動作は、BECNビットがONのフレームを受信し

た場合と同様である。
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基 本 標 準 解 説 部

ＥＳ ＩＳプロトコル－
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1. サブネットワークとＥＳ－ＩＳプロトコルの適用

1.1 サブネットワークのトポロジー

ISO 9542では、サブネットワークのトポロジーを三つに分類し、各トポロジーについ

て、ＥＳ－ＩＳプロトコルの適用可能性を規定している。次に概要を示す。

・一般トポロジーサブネットワーク ＲＩ(リダイレクト情報)のみ適用可能( )１

・ポイント－ポイントサブネットワーク ＣＩ(ｺﾝﾌｨｷﾞｭﾚｰｼｮﾝ情報)のみ適用可能( )２

・ブロードキャスト型サブネットワーク ＣＩ、ＲＩの両方が適用可能

注( ) ＣＩは、課金やサブネットワーク資源の問題があり、一般的には適用範囲外で１

ある。

( ) キューリーコンフィギュレーション及びコンフィギュレーションレスポンスは２

適用範囲外である。

また、サブネットワークアドレスは存在しない。

一般トポロジーサブネットワークをサブネットワーク識別子（ＳＮｉｄ）とともに次

に示す。

ＳＮｉｄ１１１１ ：パケット交換網（アナログ専用線経由）

ＳＮｉｄ１１２１ ：パケット交換網（ディジタル専用線経由）

ＳＮｉｄ１２３１ ：パケット交換網（ＩＳＤＮ(Ｂチャネル)経由）

ＳＮｉｄ２２ ：回線交換網

ＳＮｉｄ３２ ：電話網

ＳＮｉｄ４２１２ ：ＩＳＤＮ回線交換モード（Ｂチャネル）

ＳＮｉｄ４２２２ ：ＩＳＤＮ回線交換モード（Ｈチャネル）

ＳＮｉｄ４３１１１：ＩＳＤＮパケット交換モード（Ｄチャネル、Q.931不使用）

ＳＮｉｄ４３１１２：ＩＳＤＮパケット交換モード（Ｄチャネル、Q.931使用）

ＳＮｉｄ４３２１１：ＩＳＤＮパケット交換モード（Ｂチャネル、Q.931不使用）

ＳＮｉｄ４３２１２：ＩＳＤＮパケット交換モード（Ｂチャネル、Q.931使用）

ＳＮｉｄ４３３１ ：ＩＳＤＮパケット交換モード（Ｂチャネルデマンド）

ポイント－ポイントサブネットワークを次に示す。

ＳＮｉｄ２１ ：ディジタル専用線

ＳＮｉｄ３１ ：アナログ専用線

ＳＮｉｄ６１２２１：ＦＲＤＮ（ＰＶＣ）

ＳＮｉｄ７１２１ ：ＡＴＭセルリレー

1.2 一般トポロジーサブネットワークにおけるＥＳ－ＩＳプロトコル

ISO 9542によれば、一般トポロジーサブネットワーク上ではＲＩのみが適用可能であ

る。

一般トポロジーサブネットワークのプロファイル間での差異は、ＳＮＰＡアドレスの

解釈方法のみである。

なお、ＣＩについては、前記の注( )のようにISO 9542で一般的には適用範囲外なの１
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で、一般トポロジーサブネットワークでもそれにしたがっているが、適用を禁止するも

のではない。

1.3 ポイント－ポイントサブネットワークにおけるＥＳ－ＩＳプロトコル

ISO 9542によれば、ポイント－ポイントサブネットワーク上ではＣＩのみが適用可能

である。ただし、キューリーコンフィギュレーション及びコンフィギュレーションレス

ポンスはブロードキャスト型サブネットワークにのみ適用されるため、ポイント－ポイ

ントサブネットワークでは適用範囲外である。また、サブネットワークアドレスは存在

しない。

ポイント－ポイントサブネットワーク上のＣＩは、上記を除けば、ブロードキャスト

型サブネットワーク上のＣＩと同等である。

1.4 ブロードキャスト型サブネットワークにおけるＥＳ－ＩＳプロトコル

ISO 9542によれば、ブロードキャスト型サブネットワーク上では、ＣＩ及びＲＩの両

方が適用可能である。
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2. ＰＤＵフォーマット

ISO 9542（ＥＳ－ＩＳプロトコル）で規定しているＰＤＵの符号化形式を示す。

符号化形式内の各ビットについて、値が固定であるか確定しているものについては、そ

の値（０又は１）を示し、それ以外の場合は「＊」で示すかビットごとの表示を省略した。

(1) ＥＳＨ ＰＤＵ

(a) 固定部

ﾋﾞｯﾄ ８７６５ ４３２１
ｵｸﾃｯﾄ

１ ＜ＮＬＰＩ＞
１０００ ００１０

２ ＜ヘッダ長＞ ＜ヘッダ長＞
＊＊＊＊ ＊＊＊＊ 最大値は ”11111110”

３ ＜Ｖ／ＰＩＤ＞
００００ ０００１

４ ＜リザーブ＞
００００ ００００

５ ＜タイプ＞
０００ ０００１０

６ ＜ホールディングタイム＞ ＜ホールディングタイム＞
＊＊＊＊ ＊＊＊＊ 取り得る値の範囲は0～65535

７ ＊＊＊＊ ＊＊＊＊

８ ＜チェックサム＞
＊＊＊＊ ＊＊＊＊

９ ＊＊＊＊ ＊＊＊＊

(b) アドレス部

ﾋﾞｯﾄ ８７６５ ４３２１
ｵｸﾃｯﾄ

１０ ＜発信元アドレスの数＞
＊＊＊＊ ＊＊＊＊

１１ ＜発信元ﾈｯﾄﾜｰｸｱﾄﾞﾚｽ長＞
＊＊＊＊ ＊＊＊＊

１２ ＜発信元ﾈｯﾄﾜｰｸｱﾄﾞﾚｽ＞
＊＊＊＊ ＊＊＊＊

ｍ－１ ＊＊＊＊ ＊＊＊＊
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(2) ＩＳＨ ＰＤＵ

(a) 固定部

ﾋﾞｯﾄ ８７６５ ４３２１
ｵｸﾃｯﾄ

１ ＜ＮＬＰＩ＞
１０００ ００１０

２ ＜ヘッダ長＞ ＜ヘッダ長＞
＊＊＊＊ ＊＊＊＊ 最大値は ”11111110”

３ ＜Ｖ／ＰＩＤ＞
００００ ０００１

４ ＜リザーブ＞
００００ ００００

５ ＜タイプ＞
０００ ００１００

６ ＜ホールディングタイム＞ ＜ホールディングタイム＞
＊＊＊＊ ＊＊＊＊ 取り得る値の範囲は0～65535

７ ＊＊＊＊ ＊＊＊＊

８ ＜チェックサム＞
＊＊＊＊ ＊＊＊＊

９ ＊＊＊＊ ＊＊＊＊

(b) アドレス部

ﾋﾞｯﾄ ８７６５ ４３２１
ｵｸﾃｯﾄ

１０ ＜ﾈｯﾄﾜｰｸｴﾝﾃｨﾃｨﾀｲﾄﾙ長＞
＊＊＊＊ ＊＊＊＊

１１ ＜ﾈｯﾄﾜｰｸｴﾝﾃｨﾃｨﾀｲﾄﾙ＞ ＜ﾈｯﾄﾜｰｸｴﾝﾃｨﾃｨﾀｲﾄﾙ＞
＊＊＊＊ ＊＊＊＊ ﾈｯﾄﾜｰｸｴﾝﾃｨﾃｨﾀｲﾄﾙの形式は

ﾈｯﾄﾜｰｸｱﾄﾞﾚｽと同一である。
ｍ－１ ＊＊＊＊ ＊＊＊＊
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(c) オプション部

(i) ＥＳＣＴ

ﾋﾞｯﾄ ８７６５ ４３２１
ｵｸﾃｯﾄ

１ ＜パラメタコード＞
１１００ ０１１０

２ ＜パラメタ長＞
００００ ００１０

３ ＜パラメタ値＞
＊＊＊＊ ＊＊＊＊

４ ＊＊＊＊ ＊＊＊＊

(3) ＲＤ ＰＤＵ（リダイレクト先がＩＳである場合）

(a) 固定部

ﾋﾞｯﾄ ８７６５ ４３２１
ｵｸﾃｯﾄ

１ ＜ＮＬＰＩ＞
１０００ ００１０

２ ＜ヘッダ長＞ ＜ヘッダ長＞
＊＊＊＊ ＊＊＊＊ 最大値は ”11111110”

３ ＜Ｖ／ＰＩＤ＞
００００ ０００１

４ ＜リザーブ＞
００００ ００００

５ ＜タイプ＞
０００ ００１１０

６ ＜ホールディングタイム＞ ＜ホールディングタイム＞
＊＊＊＊ ＊＊＊＊ 取り得る値の範囲は0～65535

７ ＊＊＊＊ ＊＊＊＊

８ ＜チェックサム＞
＊＊＊＊ ＊＊＊＊

９ ＊＊＊＊ ＊＊＊＊
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(b) アドレス部

ﾋﾞｯﾄ ８７６５ ４３２１
ｵｸﾃｯﾄ

１０ ＜宛先ﾈｯﾄﾜｰｸｱﾄﾞﾚｽ長＞
＊＊＊＊ ＊＊＊＊

１１ ＜宛先ﾈｯﾄﾜｰｸｱﾄﾞﾚｽ＞
＊＊＊＊ ＊＊＊＊

＊＊＊＊ ＊＊＊＊

＜ＢＳＮＰＡ長＞
＊＊＊＊ ＊＊＊＊

＜ＢＳＮＰＡ＞
＊＊＊＊ ＊＊＊＊

＊＊＊＊ ＊＊＊＊

＜ﾈｯﾄﾜｰｸｴﾝﾃｨﾃｨﾀｲﾄﾙ長＞
＊＊＊＊ ＊＊＊＊

＜ﾈｯﾄﾜｰｸｴﾝﾃｨﾃｨﾀｲﾄﾙ＞ ＜ﾈｯﾄﾜｰｸｴﾝﾃｨﾃｨﾀｲﾄﾙ＞
＊＊＊＊ ＊＊＊＊ ﾈｯﾄﾜｰｸｴﾝﾃｨﾃｨﾀｲﾄﾙの形式は

ﾈｯﾄﾜｰｸｱﾄﾞﾚｽと同一である。
ｍ－１ ＊＊＊＊ ＊＊＊＊

(c) オプション部

(i) アドレスマスク

ﾋﾞｯﾄ ８７６５ ４３２１
ｵｸﾃｯﾄ

１ ＜パラメタコード＞
１１１０ ０００１

２ ＜パラメタ長＞ ＜パラメタ長＞
＊＊＊＊ ＊＊＊＊ 最大値は２０

＜パラメタ値＞
＊＊＊＊ ＊＊＊＊

ｐ ＊＊＊＊ ＊＊＊＊
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(4) ＲＤ ＰＤＵ（リダイレクト先がＥＳである場合）

(a) 固定部

ﾋﾞｯﾄ ８７６５ ４３２１
ｵｸﾃｯﾄ

１ ＜ＮＬＰＩ＞
１０００ ００１０

２ ＜ヘッダ長＞ ＜ヘッダ長＞
＊＊＊＊ ＊＊＊＊ 最大値は ”11111110”

３ ＜Ｖ／ＰＩＤ＞
００００ ０００１

４ ＜リザーブ＞
００００ ００００

５ ＜タイプ＞
０００ ００１１０

６ ＜ホールディングタイム＞ ＜ホールディングタイム＞
＊＊＊＊ ＊＊＊＊ 取り得る値の範囲は0～65535

７ ＊＊＊＊ ＊＊＊＊

８ ＜チェックサム＞
＊＊＊＊ ＊＊＊＊

９ ＊＊＊＊ ＊＊＊＊

(b) アドレス部

ﾋﾞｯﾄ ８７６５ ４３２１
ｵｸﾃｯﾄ

１０ ＜宛先ﾈｯﾄﾜｰｸｱﾄﾞﾚｽ長＞
＊＊＊＊ ＊＊＊＊

１１ ＜宛先ﾈｯﾄﾜｰｸｱﾄﾞﾚｽ＞
＊＊＊＊ ＊＊＊＊

＊＊＊＊ ＊＊＊＊

＜ＢＳＮＰＡ長＞
＊＊＊＊ ＊＊＊＊

＜ＢＳＮＰＡ＞
＊＊＊＊ ＊＊＊＊

＊＊＊＊ ＊＊＊＊

＜ﾈｯﾄﾜｰｸｴﾝﾃｨﾃｨﾀｲﾄﾙ長＞
ｍ－１ ００００ ００００



－ －38

(c) オプション部

(i) アドレスマスク

ﾋﾞｯﾄ ８７６５ ４３２１
ｵｸﾃｯﾄ

１ ＜パラメタコード＞
１１１０ ０００１

２ ＜パラメタ長＞ ＜パラメタ長＞
＊＊＊＊ ＊＊＊＊ 最大値は２０

＜パラメタ値＞
＊＊＊＊ ＊＊＊＊

ｐ ＊＊＊＊ ＊＊＊＊
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基 本 標 準 解 説 部

イントラドメイン

ＩＳ－ＩＳプロトコル
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はじめに

本章では、ISO/IEC 10589（イントラドメインＩＳ－ＩＳプロトコル）について、解説する。

なお、基本標準ISO/IEC 10589に対してテクニカルコリジェンダム（ISO/IEC JTC1/SC6

N7945）及びディフェクトレポート（ISO/IEC JTC1/SC6 N7941、N9049）が発行されており、

イントラドメインＩＳ－ＩＳプロトコルを理解するためにはこれも合わせて読む必要がある

ことに注意すること。

ＪＳ－１０６１３－ｂ補遺
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1. 用語と略語

1.1 用語

基本標準では、用語に多少の不統一（例えば、AdjacencyとNeighbourが厳密に区別され

ていない、等）があり、また解説のために必要だが定義されていない用語（例えば、コ

スト計算目標を示す用語、等）がある。

このため、次の用語について、この解説の中で新たに定義する。

この定義は、本標準のイントラドメインＩＳ－ＩＳプロトコル解説部分のみに適用す

る。

(1) 隣接システムと隣接関係

・隣接システム：基本標準のNeighbourに対応する。

定義 ：Hello PDUを交換したシステム（ＥＳ及びＩＳ）。疑似ノード(pseudono

de)は含まない。隣接システムデータベース(adjacency database)には、

「隣接システム」とそれに対応するサブネットワーク依存情報（物理ア

ドレスの情報等）の組み合わせがエントリとして登録される。

・隣接関係：基本標準のAdjacencyに対応する。

定義 ：ＬＳＰで報告される内容であり、ＬＡＮの場合には、疑似ノードを用い

たトポロジーにしたときにできる隣接関係である。隣接システムに加え

て疑似ノード(pseudonode)を含む。

メトリック計算は、この「隣接関係」に対して行う。

なお、「コスト計算目標」毎に、次にDT/ER NPDU（以下、NPDUと称する）を送出す

べき「隣接システムデータベースのエントリ」をメトリック計算の結果より選択す

る。その「コスト計算目標」と「隣接システムデータベースのエントリを示す情報」

の組み合わせを、送出データベースに登録する。

(2) 宛先とコスト計算目標

・宛先：基本標準のdestinationに対応する。

定義：NPDUの宛先ネットワークアドレスが示すエンドシステム。

・コスト計算目標：基本標準に対応する用語なし。

定義：コスト計算は「自システムからある目標システムまでのコストの総和を求

める」ことであるが、この「目標システム」のこと。宛先と一致すること

もあるが、そうでない場合もある。

レベル１のＩＳにとってのコスト計算目標を次に示す。

－ 自システムが属するエリアと同一エリアに属するＥＳ

－ 自システムが属するエリアと同一エリアに属するAttachedFlag=1のレベ

ル２のＩＳ

レベル２のＩＳにとってのコスト計算目標を次に示す。

－ 自システムが属するエリアと同一エリアに属するＥＳ

－ 自システムが属するエリアと同一エリアに属するAttachedFlag=1のレベ

ル２のＩＳ

－ 自システムが属するエリアと異なるエリアに属するAttachedFlag=1のレ

ベル２のＩＳ

ＪＳ－１０６１３－ｂ補遺
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(3) パスとルート

・パス：基本標準のpathに対応する。

定義：あるシステムがNPDU送出先として選択する際、その対象となる「隣接関係」。

例：図1.1において、Ａから見て、パスは、Ａ－Ｃ、Ａ－Ｄの二つである。

・ルート：基本標準のrouteに対応する。

定義：あるシステムからコスト計算目標までのパスのつながり。

例：図1.1において、Ａから見て、Ｂまでのルートは、Ａ－Ｃ－Ｂ、Ａ－Ｄ－Ｂ、

Ａ－Ｃ－Ｄ－Ｂ及びＡ－Ｄ－Ｃ－Ｂの４つがある。

Ｃ
Ａ○ ○ ○Ｂ

○
Ｄ

図1.1 ルート、パスの例

なお、「最小コストパス」、「ダウンストリームパス」は、パスの一種であり、ル

ートではない。前者は「コスト計算目標までのコストの総和が最小となるルートに

至るパス」、後者は「データが逆流しないルートに至るパス」(3.4節参照）のこと

である。

(4) 内部メトリックと外部メトリック

・内部メトリック：基本標準のinternal metric に対応する。

定義：自システムが属するルーティングドメイン内で使用するイントラドメイン

ＩＳ－ＩＳプロトコルのコスト計算の対象となるメトリック。

・外部メトリック：基本標準のexternal metricに対応する。

定義：自システムが属するルーティングドメイン内で使用するイントラドメイン

ＩＳ－ＩＳプロトコルのコスト計算の対象にならないメトリックのこと( )。１

（例えば、インタードメインＩＳ－ＩＳプロトコル、ＲＩＰ、ＯＳＰＦ等）

注( ): 外部メトリックを使用したコストの値と内部メトリックを使用したコス１

トの値は、比較されない。あるコスト計算目標について、内部メトリッ

クによるコストの総和を計算した結果同じ値になるルートが複数存在す

る場合に、外部メトリックによるコストの値同士が比較される。
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(5) サブネットワーク

ＲＡＪプロファイルが対象とするサブネットワークと回線の種類を次に示す。

サブネットワークの種類 リンクの種類 回線の種類

ブロードキャスト型 ＬＡＮ

一般トポロジー型 マルチリンク （適用範囲外）

ポイントツーポイント 専用線

フレームリレー(PVC)

セルリレー

( )１

ＤＥＤ スタティック （適用範囲外）

ＤＡ( ) ＰＳＤＮ(ＶＣ)２

ＩＳＤＮ－ＣＳ

ＩＳＤＮ－ＰＳ(ＶＣ)

ＣＳＤＮ

ＰＳＴＮ

以降、網かけした部分をそれぞれ「ブロードキャスト型サブネットワーク」「ポイ

ントツーポイントサブネットワーク」「ＤＡ型サブネットワーク」と呼ぶ。

注:( ) ＤＥＤは、Dynamically established data link である。１

( ) ＤＡは、 Dynamically assigned である。２

1.2 略語

この解説で使用する略語は、すべて基本標準で定義されている。
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2.2 データベース

2.2.1 データベースの種類

図2.2-1と図2.2-2にイントラドメインＩＳ－ＩＳプロトコルのルーティングデー

タベースを示す。なお、それぞれのデータベースの詳細については、この解説の最

後に付録として掲載する。

レベル１データベース レベル２データベース

レベル１ レベル２

リンク状態 リンク状態

データベース データベース
(Level 1 Link (Level 2 Link

state database) state database)

レベル１ レベル２

最短パスデータベース 最短パスデータベース
(Level 1 Shortest (Level 2 Shortest

path database) path database)

レベル１とレベル２で共通のデータベース

回線データベース 隣接システムデータベース

(circuit database) (adjacency database)

図2.2-1 リンク状態データベース(Link State database)等

レベル１ レベル２

レベル１ レベル２

送出データベース 送出データベース

(ﾃﾞﾌｫﾙﾄメトリック) (ﾃﾞﾌｫﾙﾄメトリック)

〃 〃

（課金メトリック） （課金メトリック）

〃 〃

（遅延メトリック） （遅延メトリック）

〃 〃

(エラーメトリック) (エラーメトリック)

図2.2-2 送出データベース（Forwarding database）群

ＪＳ－１０６１３－ｂ補遺
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2.2.2 データベースの作成

各データベースの作成方法の例を示す（図2.2-3参照）。

① 回線データベースのエントリを定義する。

エントリ内容：回線ＩＤ、タイプ（ポイントツーポイント型サブネットワーク、

ＤＡ型サブネットワーク、ブロードキャスト型サブネットワーク）、

コスト、プライオリティ等

② Hello PDU交換の結果を隣接システムデータベースに登録する。（ＥＳのエント

リはＥＳ－ＩＳプロトコルにより収集した情報から作成する）

エントリ内容：システムＩＤ、システムタイプ（ＥＳ／レベル１のＩＳ／レベル

２のＩＳ)、物理アドレス等

③ 隣接システムデータベースの内容から自分のＬＳＰを作成し送信すると共に、リ

ンク状態データベースに登録する。ＬＳＰを受信すると、それもリンク状態デー

タベースに登録する。（レベル１とレベル２で独立にリンク状態データベースを

作成する）

エントリ内容：ＬＳＰそのもの、SRMFlag、SSNFlag、タイムスタンプ等

④ 基本標準に明記されていないが、一時的に必要なデータベース（以降、パス補正

データベースと呼ぶ）を作る。

エントリ内容：コスト計算目標、有効（Legal）なルート群（ダウンストリーム

パスも含む）

⑤ リンク状態データベースの内容及び④の内容から、各「コスト計算目標」に対す

るダイクストラアルゴリズムによるコスト計算を行い、結果を最短パスデータベ

ースに登録する。

エントリ内容：コスト計算目標、最小コストの値、隣接システムを示すポインタ

等

⑥ 上記⑤の結果から、トラフィック分散等を考慮して送出データベースのエントリ

を作成する。（レベル１とレベル２で独立に送出データベースを作成する）

エントリ内容：コスト計算目標、隣接システムを示すポインタ、等

⑦ NPDUを送出する際に検索するのは送出データベースだけである。

送出データベースを検索し、該当エントリが見つかると隣接データベースを参照

する。
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静的定義、
回線データベース

リンク状態監視、等

静的定義、ＥＳＨ／ＩＩＨ受信

隣接システム

データベース

指定ＩＳ、回線ＩＤ等の決定

レベル１リンク状態
レベル１のＬＳＰ受信

データベース

パス補正 静的定義

データベース (又はﾃﾞﾌｫﾙﾄ値を使用)

最短パス 目標に到達するための

データベース 次のホップの計算

レベル１送出 目標に到達するための

データベース 次のホップの計算

：データベースを作成する方向を示す。矢印の逆方向には、それぞれのデータ

ベースは、影響しない。

←：データベースを作成するために、必要な要因。

図2.2-3 データベース作成の流れ（例）
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2.3 メトリック

各メトリックのコストの値は、レベル１ルーティングとレベル２ルーティングで独立

であり、また方向により独立である。メトリックとしては、デフォルトメトリック、遅

延メトリック 、課金メトリック、エラーメトリックの４種類がある。

従って、レベル１ルーティングとレベル２ルーティングの両方を行う二つのIS Ａ、

Ｂ間の回線に対し、IS ＡからIS Ｂの方向のコストは、各メトリックについて各々二つ

（レベル１とレベル２）設定できるので、最大８個の値、IS ＢからIS Ａの方向のコス

トも同様に最大８個の値を割り振ることができる。

ネットワーク管理者は、回線（ブロードキャスト型サブネットワーク、ＤＡ型サブネ

ットワーク、ポイントツーポイント型サブネットワークを含む）に、各メトリックによ

る適切なコスト値を割り振らなければならない。

このとき、ネットワーク管理者は、次のことに注意すべきである。

(1) 各メトリックについて

・デフォルトメトリックは、通常、ネットワークのスループットをもとに値を決定

する。（スループットが低い方が大きい値）

・遅延メトリックは、ネットワークの遅延をもとに値を決定する。

（遅延が大きい方が大きい値）

・課金メトリックは、ネットワークの課金をもとに値を決定する。

（課金が高い方が大きい値）

・エラーメトリックは、ネットワークの見逃し誤り率をもとに値を決定する。

（見逃し誤り率が大きい方が大きい値）

(2) 値について

・｢０｣は、疑似ノードから実ノードの方向のコスト値として与えられる。

（指定ＩＳが疑似ノード用のＬＳＰを作成するときに出てくるコスト値であり、

実際にネットワーク管理者がこの値を割り振ることはできない）。

・｢１｣～｢６３｣は、上記以外の回線に割り振る。

各メトリックに従って、正しい最適ルートの判定ができるように、注意して値を

割り振ること。なお、ネットワーク形態の拡張を考慮しないで最初からある回線

に対して最小値を割り振ると、後にネットワークを拡張させるとき、それ以下の

値を割り振りたい場合が生じても割り振る値がないことに注意すべきである（図

2.3参照)。逆に、最初からある回線に対して最大値を割り振ると、後にそれ以上

の値を割り振りたい場合が生じても割り振る値がないことに注意すべきである。

このような場合が発生したら、全回線のコスト値を割り振り直さなければならな

い。

なお、二つのＩＳの機能を一つの装置上で実現する場合において、二つのＩＳ間

の仮想的な回線に対しては、最小値の｢１｣を割り振るのが望ましい。

従って、実回線に対しては、｢２｣～｢６３｣の値を割り振るのが望ましい。
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CSMA/CD CSMA/CD CSMA/CD

ｺｽﾄ=1→ ←ｺｽﾄ=1
ES○ ←ｺｽﾄ=1 ｺｽﾄ=1→ ○ES

ＩＳ ←ｺｽﾄ=1
ｺｽﾄ=1→ ←ｺｽﾄ=1 ｺｽﾄ=1→ ○ES

ES○ ←ｺｽﾄ=1 ｺｽﾄ=1→ ＩＳ
ＩＳ ←ｺｽﾄ=1

ｺｽﾄ=1→ ○ES
ES○

FDDIを追加する。この

ＦＤＤＩ ときｺｽﾄ値をCSMA/CDに

割り振った値よりも小

○ ○ さい値にしたいとして

ES ES も、１未満の値が使え

ない。

図2.3 望ましくないコスト割り振り例
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3. ルーティングアルゴリズム

3.1 AttachedFlagの設定方法

AttachedFlagは、レベル２のＩＳが、他のエリアにNPDUをルーティングできるかどう

かを自エリア内に対して通知するために使用する（各メトリック毎に示される）。

他のエリアにNPDUをルーティングできると判断したレベル２のＩＳは、自システムが

生成／送信する「L1 LSP」及び「L2 LSP」のAttachedFlagを‘１’に設定する。

レベル１のＩＳは、宛先がエリア外だと判断するNPDUを、最寄りの（レベル１ルーテ

ィングに関してコストの総和が最小となる）AttachedFlagが１のレベル２のＩＳに向か

ってルーティングする。

レベル２のＩＳが「他のエリアにNPDUをルーティングできる」と判断するのは、次の

①②両方の条件を満たす場合又は次の③を満たす場合である。

① そのメトリックによるコスト値が割り振られている回線を一つ以上持っている。

② レベル２決定プロセスを動作させた結果（メトリック毎に、他のエリアに属するす

べてのレベル２のＩＳまでのルートを計算する）、他エリアに到達できるルートが

一つ以上存在する。

③ ルーティングドメイン外のreachableAddressPrefixを定義していて、そこへルーテ

ィング可能である。

AttachedFlagを１に設定するときの例を次に示す。

例： 課金メトリックに関するAttachedFlagの設定

エリアＡ エリアＢ エリアＣ エリアＤ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ

L1 L1 L1 L1

○ｍ ○ｎ ○ｐ ○ｑ

：課金メトリックに関するAttachedFlag=1のレベル２のIS

（デフォルトメトリックに関するAttachedFlag=1）

：課金メトリックに関するAttachedFlag=0のレベル２のIS

（デフォルトメトリックに関するAttachedFlag=1）

L1 ：レベル１のＩＳ ○：ＥＳ

デフォルトメトリックと課金メトリックのコストが割り振られている
：

回線

：デフォルトメトリックだけのコストが割り振られている回線

図3.1-1 AttachedFlagの設定例
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どのＩＳも、自分から各レベルのコスト計算目標（3.2節参照）までNPDUのＱｏＳフ

ィールドで指定されたメトリックに対して連続しているルートが一つ以上存在する場合

に限って、そのメトリックによるルーティングを行う。自分から各レベルのコスト計算

目標までNPDUのＱｏＳフィールドで指定されたメトリックが連続しているルートが一つ

も存在しない場合には、デフォルトメトリックによるルーティングを行う。

例：

エンドシステムαが「ＱｏＳとして課金メトリックを指定」したエンドシステムβ宛

のDT NPDUを送信した場合、IS ｘ～IS ｚ間で次のようにルーティングが行われる。

使用するﾒﾄﾘｯｸ…… 課金ﾒﾄﾘｯｸ 課金ﾒﾄﾘｯｸ 課金ﾒﾄﾘｯｸ ﾃﾞﾌｫﾙﾄﾒﾄﾘｯｸ

ルート …………… ｘ ｙ Ａ Ｂ Ｃ ｚ

②

ｺｽﾄ計算目標……… Ａ Ａ Ｃ Ｃ β

エンドシステムβが「ＱｏＳとして課金を優先するように指定」されたエンドシステ

ムα宛のDT NPDUを送出した場合、IS ｚ～IS ｘ間で次のようにルーティングが行われ

る。

使用するﾒﾄﾘｯｸ…… ﾃﾞﾌｫﾙﾄﾒﾄﾘｯｸ 課金ﾒﾄﾘｯｸ 課金ﾒﾄﾘｯｸ

ルート …………… ｚ Ｃ Ａ ｙ ｘ

①

ｺｽﾄ計算目標……… Ｃ Ａ α α

往きと帰りでルートが異なることに注意。

エリア

D:1 D:1
C:10 C:1

→ ←①
エリア

D:10 D:10 D:1 D:1
C:1 C:10 C:1 C:1
→ ← → ←

ｙ Ａ Ｂ
L1 ② L2 L2

D:1 D:1 D:1
C:1 C:10 C:1↓ ↓ ↓

エリア
α D:1↑

ｘ ○ C:-
L1 ｴﾝﾄﾞｼｽﾃﾑ Ｃ ｚ

L2 L1← →
D:1 D:1
C:- C:-

ｴﾝﾄﾞｼｽﾃﾑ○β

：レベル１のＩＳあるいはレベル２のＩＳ（L1はレベル１のＩＳ、L2はレベル２□
のISを示す）

D:n ：デフォルトメトリックのコスト値（ｎは値）

C:n ：課金メトリックのコスト値（ｎは値。－はそのメトリックをサポートしていない）

：レベル１ルート

：レベル２ルート

図3.1-2 メトリックの使用例
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3.2 コスト計算目標

送出データベースのエントリ種別毎に、そのエントリ内容を決定する際に何をコスト

計算目標とするかについて、次に示す。

なお、コスト計算は、NPDUを受信したときではなく、自システムのレベル１リンク状

態データベースあるいはレベル２リンク状態データベースが変化する毎に行う。

(1) レベル１送出データベース

① エントリの種別 ：同一エリア内の各宛先に関するエントリ

エントリの内容 ：隣接システムデータベースのエントリのポインタ( )１

エントリの使用条件：受信したNPDUの宛先ネットワークアドレスのエリアアドレス

が自システムと同一のエリアを示している場合

コスト計算目標 ：レベル１リンク状態データベースにある各宛先

② エントリの種別 ：エリア外の宛先に関するエントリ

エントリの内容 ：隣接システムデータベースのエントリのポインタ( )１

エントリの使用条件：受信したNPDUの宛先ネットワークアドレスのエリアアドレス

が自システムと異なるエリアを示している場合

コスト計算目標 ：レベル１リンク状態データベースにあるAttachedFlagが１の

レベル２のＩＳ( )２

(2) レベル２送出データベース

① エントリの種別 ：同一ルーティングドメイン内のエリアに関するエントリ

エントリの内容 ：隣接システムデータベースのエントリのポインタ( )１

エントリの使用条件：受信したNPDUの宛先ネットワークアドレスのエリアアドレス

が自システムと異なるエリアを示しており、かつ他に「これ

より長く値が一致するエントリ」が存在しない場合

コスト計算目標 ：レベル２リンク状態データベースにあるAttachedFlagが１の

レベル２のＩＳ( )３

② エントリの種別 ：ReachableAddressPrefixに関するエントリ

エントリの内容 ：隣接システムデータベースのエントリのポインタ( )１

エントリの使用条件：受信したNPDUの宛先ネットワークアドレスのエリアアドレス

がそのReachableAddressPrefixの値と一致した場合

コスト計算目標 ：レベル２リンク状態データベースにある「AttachedFlagが１

で、かつReachableAddressPrefixを送信している」各レベル

２のＩＳ

③ エントリの種別 ：レベル２サブドメインにあるパーティション指定レベル２の

ＩＳに関するエントリ

エントリの内容 ：隣接システムデータベースのエントリのポインタ( )１

エントリの使用条件：受信したNPDUの宛先ネットワークアドレスの「エリアアドレ

ス～システムＩＤまでの値」がそのパーティション指定レベ
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ル２のＩＳの「エリアアドレス～システムＩＤまでの値」に

一致する場合

コスト計算目標 ：レベル２リンク状態データベースにある各パーティション指

定レベル２のＩＳ

注( ): 疑似ノードの情報は隣接システムデータベースにはないので、ポイントされる１

ことはない。

( ): コスト計算目標が複数存在する場合、最寄りのレベル２のＩＳに関する情報だ２

けをレベル１送出データベースにエントリする。最寄りのレベル２のＩＳは、

次のようにして求める。

① レベル１リンク状態データベースの中からAttachedFlagが１のレベル２のＩ

Ｓをすべてリストアップする。

② 自システムから上記①でリストアップしたレベル２のＩＳまでの最小コスト

ルートをそれぞれ求め、それらのコストの総和を比較する。最もコストの総

和が小さくなるものが最寄りのレベル２のＩＳである。

( ): 自システムが属するエリアと異なるエリアについて、コスト計算目標が複数存３

在する場合、そのエリアの中で最寄りのレベル２のＩＳに関する情報だけをレ

ベル２送出データベースにエントリする。最寄りのレベル２のＩＳは、次のよ

うにして求める。

① レベル２リンク状態データベースの中から目標とするエリアに属するレベル

２のＩＳをすべてリストアップする。エリアの識別は、レベル２のＬＳＰの

AreaAddressオプションフィールドにそのエリアで使用されるエリアアドレ

スの値がすべて設定されているので（厳密にはpartitionAreaAddresses）、

この値により行う。

② 自システムから上記①でリストアップしたレベル２のＩＳまでの最小コスト

ルートをそれぞれ求め、それらのコストの総和を比較する。最もコストの総

和が小さくなるものが最寄りのレベル２のＩＳである。
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補足：

基本標準本文では、レベル２送出データベースに保持するコスト計算目標に3.2

節(2)③のエントリを含むことが明記されていないが、次の理由により含む必要

がある。

理由：

もし、レベル２送出データベースのエントリとして、3.2節(2)③のエントリが含

まれないならば、次の問題が発生する。

問題：あるレベル２のＩＳによりパーティション修復が行われる際に、次に示す

ようなループ周回が発生する可能性がある。

・図3.2-1において、Ａ及びＢがエリア①のパーティションを検出し、Ａ，Ｂ間

に仮想レベル１のリンクが構築された後、Ａがｂを宛先アドレスとするNPDUを

ａから受信したとき、Ａは、同じエリア内の他のパーティション宛のNPDUであ

ることを認識し、仮想リンクを使用して、受信したNPDUをＣへ送信する（宛先

ネットワークアドレスはＢを示す）。

Ｃは、受信したNPDUの宛先ネットワークアドレスのエリアアドレスを見て、レ

ベル２送出データベースの中でそのエリア（エリア①）に対応する次ホップを

探し、そこへ受信したNPDUを送出する。このとき、図3.2-1のようにデフォル

トメトリックのコスト値が割り当てられていたならば、エリア①に対応する次

ホップはＡであり、ループ周回が発生する。

もし、レベル２送出データベースのエントリとして3.2節(2)③のエントリを含む

ならば、次に示すようにうまくルーティングが行われる（ループ周回は発生しな

い）。

・図3.2-1において、Ａ及びＢがエリア①のパーティションを検出し、Ａ，Ｂ間

に仮想レベル１のリンクが構築された後、Ａがａから宛先アドレスがｂのNPD

Uを受信したとき、Ａは、同じエリア内の他のパーティション宛のNPDUである

ことを認識し、仮想リンクを使用して、受信したNPDUをＣへ送出する（宛先ネ

ットワークアドレスはＢを示す）。

Ｃは、受信したNPDUの宛先ネットワークアドレスの値とレベル２送出データベ

ースのエントリを比較し、一致するものの中で最も長く一致するものを探し、

その次ホップへNPDUを送出する。このとき、宛先のレベル２に対応する次ホッ

プはＢであり、ループ周回は発生しない。

エリア②

パーティション修復機能
Ｃ Ａ Ｂ Ｃ ：をサポートしているレベ

ル２のＩＳ

ｺｽﾄ=2 ｺｽﾄ=10
Ｄ Ｅ ：レベル１のＩＳ

Ａ Ｂ
○ａ，○ｂ：ＥＳ

Ｄ Ｅ ：レベル１ルート

○ａ ｂ○ ：レベル２サブドメイン

エリア①（パーティションが発生した）

図3.2-1 パーティション
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〈ルーティングの例〉

ルーティングの例を以下に示す。なお、“L1”はレベル１ルーティング、“L2”は

レベル２ルーティングを示す。

例１：

図3.2-2において、ＥＳ①がＥＳ③宛てのNPDUを送出した場合、

L1 L2 L2 L1
ＥＳ①→Ｃ→Ｂ→Ｅ→Ｆ→ＥＳ③とルーティングされる（最適ルートは、

L1 L2 L1
ＥＳ①→Ｃ→Ｅ→Ｆ→ＥＳ③であるが、実際はこのルートは採用されない）。

例２：

図3.2-2において、ＥＳ④がＥＳ②宛てのNPDUを送出した場合、

L2 L1 L1 L1
ＥＳ④→Ａ→Ｂ→Ｄ→Ｅ→ＥＳ②とルーティングされる。

例３：

図3.2-2において、ＥＳ④がＥＳ③宛てのNPDUを送出した場合、

L2 L2 L2 L1
ＥＳ④→Ａ→Ｂ→Ｅ→Ｆ→ＥＳ③とルーティングされる（Ｂ－Ｅ間のルートが例

２と異なる）。

エリア

エリア Ｄ
エリア L1:4 L2 L1:4 エリア

L2:4 L2:10
L1:10

Ａ Ｂ Ｅ Ｆ
L2 L2 L2:10 L2 L2

L1:4
○ L1:10 ○ ○

ES④ Ｃ ES② ES③
L1

○
ES①

：レベル１あるいはレベル２のＩＳ（L1はレベル１、L2はレベル２を示す）□
L1:n ：レベル１ルーティングのためのコストの値を示す。

L2:n ：レベル２ルーティングのためのコストの値を示す。

図3.2-2 ルーティングの例

ＪＳ－１０６１３－ｂ補遺



－ －57

3.3 リンク状態データベースの同期

本節では、エリア内／ルーティングドメイン内のＩＳが保持しているリンク状態デー

タベースを同期させるための方法をまとめる。

ここで使用する「ＬＳＰ」とは、LSPID により識別される一つのＬＳＰのことである。

LSPID＝LSPの生成元ＩＳのSystemID(ID長)＋疑似ノードID(１ｵｸﾃｯﾄ)

＋LSP番号(１ｵｸﾃｯﾄ)

ＬＳＰは個々に独立であり、順序番号、寿命値などは独立な値を持つ。

(1) ＬＳＰ生成

次の場合、自システムに関するＬＳＰ（送信元ＩＤが自システムを示すＬＳＰ）を

生成し、全回線上に送信する。

① 定期的（maximumLSPGenerationInterval秒以内）

② 隣接システムデータベースが変化したとき

なお、上記②において、以前あるＬＳＰを生成したが、今はそのＬＳＰに含めるべ

き情報が存在しなくなった場合、そのＬＳＰの寿命値を０に設定したヘッダだけの

ＬＳＰを全回線上に送信する（そのＬＳＰに隣接情報がなくなったことを他のシス

テムに伝える）。

また、次の場合、寿命値を０に設定したＬＳＰを全回線上に送信する。

③ 自システムのリンク状態データベースに保持しているＬＳＰのうち、寿命値が

０になったＬＳＰが生じたとき

補足：この動作（ＬＳＰの生成）の結果、このＬＳＰを受信したＩＳは、受信

したＬＳＰの情報と自システムのリンク状態データベースの情報を比較

し、同期がとれているかどうかを確認する。そして、必要に応じてリン

ク状態データベースを更新する。（下記(2)を参照）

(2) ＬＳＰ受信

基本標準で規定されている「ＬＳＰ受信時のリンク状態データベース更新の要否及

びＬＳＰ転送の要否の判断方法」を、次に示す。

ＩＳは、サポートしているレベルのＬＳＰを受信した場合、そのＬＳＰに設定され

ている順序番号の値でその情報の新しさを判断し（値の大きい方が新しい情報であ

る）、寿命値の値でそのＬＳＰの情報が有効である残り時間を知る。

以降において、次の用語を使用する。

・新しいＬＳＰ

－ 未知のＬＳＰＩＤのＬＳＰ

－ 順序番号が大きいＬＳＰ

－ 順序番号が同じならば、寿命値が０のＬＳＰと寿命値が０でないＬＳＰでは、

前者の方が新しい。
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・古いＬＳＰ

－ 順序番号が小さいＬＳＰ

－ 順序番号が同じならば、寿命値が０と寿命値が０でないＬＳＰでは、後者の方

が古い。

・新しさが同じＬＳＰ

－ 寿命値が０でないとき、順序番号が同じＬＳＰは、新しさが同じである（寿命

値は異なっていてもよい）。

－ 寿命値が０のとき、順序番号が同じで、寿命値も同じ０であるＬＳＰは、新し

さが同じである。

① 新しいＬＳＰを受信した場合、自システムのリンク状態データベースの情報を更新

する。そして、この情報を他の隣接ＩＳにも伝える（受信したＬＳＰを転送）。

但し、受信したＬＳＰの送信元ＩＤが自システムを示しているが、自システムが送

信したものでないと判断できるＬＳＰ（LSPI Dや設定されている情報が異なる等

）を受信した場合、受信したＬＳＰの情報で上書きしてはならない。この場合、受

信したＬＳＰと同じLSPIDで順序番号が１大きく、寿命値が０であるＬＳＰを全回

線に送信する。

② 古いＬＳＰを受信した場合、古い情報をもつ他システムのリンク状態データベース

を更新させるように動作する。

古いＬＳＰを受信した場合は、そのＬＳＰを送信したＩＳへ新しい情報を伝えるた

め、自システムのリンク状態データベースに保持している新しい情報を持つＬＳＰ

を転送する。

③ 新しさが同じＬＳＰを受信した場合、自システムがそのＬＳＰを（ＬＳＰを受信し

た回線上に）送信したものとして扱う（その回線／ＬＳＰに対するSRM Flagを０に

する）。

なお、上記①～③動作の流れを図3.3-1から図3.3-3に示す。

但し、この流れは、動作概要を表したものであり、すべての条件と動作を表すもので

はない。

ＪＳ－１０６１３－ｂ補遺



－ －59 ＪＳ－１０６１３－ｂ補遺

［記号の説明］

S(a) ：自システムのデータベースに保持している（受信したＬＳＰと同じLSP

IDの）ＬＳＰの順序番号の値

S(b) ：受信したＬＳＰ内に設定されている順序番号の値

LT(a) ：自システムのデータベースに保持している（受信したＬＳＰと同じLSP

IDの）ＬＳＰの寿命値

LT(b) ：受信したＬＳＰ内に設定されている寿命値

SRM flag：そのＬＳＰのSRM flagが“１”のとき、次のminimumLSPTransmissionタ

イマのタイムアウト時に、そのＬＳＰを送信することを示す。

そのLSPのSRM flagが“０”のとき、そのLSPを送信しないことを示す。

ＬＳＰ受信

送信元ＩＤは No
自システムと同じか

？

Yes

A

自システムが Yes
送信したＬＳＰか

？ ( )１

No

B

・S(a)をS(b)+1,LT(a)を

０に更新する

・全回線のSRM flag=1

図3.3-1 ＬＳＰ受信時の処理(1)

注:( ) LSPIDが同じで、ＬＳＰの中に設定されている情報が自システムのリンク状態デー１

タベースに保持している情報と全く同一の場合、自システムが送信したＬＳＰと

判断する。
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A

Yes
S(a)＜S(b)

？

No

No
S(a)＝S(b)

？

No
Yes S(a)＞S(b)

？

Yes
LT(a)＝0 Yes

かつ
LT(b)＞0

？

No

・受信した回線の
SRM flag＝１

Yes
LT(a)＝LT(b)＝０

？

No

Yes LT(a)≠0
かつ

LT(b)≠0
？

No

・受信した回線の
SRM flag＝０ LT(a)≠0 No

かつ
LT(b)＝0

？

Yes

・受信したＬＳＰの情報で エラー

データベースを更新する。

・受信した回線以外の

SRM flag＝１

図3.3-2 ＬＳＰ受信時の処理(2)
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B

Yes
S(a)＜S(b)

？

No

No
S(a)＝S(b)

？

No
Yes S(a)＞S(b)

？

LT(a)＝0 Yes
かつ

LT(b)＞0
？

No

・受信した回線の
SRM flag＝１

Yes
LT(a)＝LT(b)＝０

？

No

Yes LT(a)≠0
かつ

LT(b)≠0
？

No

・受信した回線の
SRM flag＝０ LT(a)≠0 No

かつ
LT(b)＝0

？

Yes

・S(a)をS(b)+1， エラー

LT(a)をMaxAgeに更新する｡

・全回線のSRM flag＝１

図3.3-3 ＬＳＰ受信時の処理(3)
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3.5 使用するパスの決定方法

使用するパスは、次の順番で決定する。

① 宛先ＥＳに到達できるパスをすべてリストアップする。

② 上記①でリストアップしパスの中からLegal Path ( )のみを残し、他のパスを削除１

する。

③ 上記②で残ったパスの中から、MaximumPathSplitの数までパスを削除する。

ここで残ったパスについての情報を送出データベースに保持する。

パスの削除方法については、基本標準7.2.7項を参照。

④ トラヒック分散を行う場合は、上記③で残ったパスの中からNPDUを受信する度に適

切なアルゴリズムによりパスを選択する。そうでない場合は、基本標準7.2.12項に

従ってパスを選択する。

備考: 「最小コストパス」のみを使用する場合はMaximumPathSplitは１、「最小イコ

ールコストパス」あるいは「ダウンストリームパス」を使用する場合はMaxi

mumPathSplit＞１である。

注( ):「最小コストパス」、「最小イコールコストパス」、「ダウンストリームパス」１

がLegalPathである。

どれを採用するか（「最小コストパス」は必須、他は任意）は、あらかじめ

各ＩＳごとに設定しておく必要がある。

なお、Legal Pathを求める際（各ルート毎にコストの総和を求める）、「ov

erloadbit=1」であるＩＳを経由し、かつ、その次のホップがＩＳであるルー

トはコスト計算の対象から外すこと。

3.6 ＣＳＮＰ、ＰＳＮＰの使用方法

ＣＳＮＰ、ＰＳＮＰは、エリア内のＩＳが持つそれぞれのリンク状態データベースの

同期を取るために使用する。

次のようにして、エリア内のＩＳが持つそれぞれのリンク状態データベースの同期を

取る。

なお、「ＬＳＰ(a)」は「ある特定のＬＳＰＩＤを持つＬＳＰ」を示す。「ＰＳＮＰ

(a)」は「ＬＳＰ(a)のリストを含むＰＳＮＰ」を示し、「ＣＳＮＰ(a)」は「ＬＳＰ(a)

のリストを含むＣＳＮＰ」を示す。

(1) ポイントツーポイント型サブネットワークの場合

ＬＳＰ(a)を受信したＩＳは、ＰＳＮＰ(a)を送信して応答する。

なお、ＰＳＮＰは、PartialSNPIntervalの間隔で送信する。

ＩＳ ＩＳ

LSP(a)

LSP(a)に関するSSNFlag=1に設定
LSP(b)

LSP(b)に関するSSNFlag=1に設定

PSNP(a,b) PartialSNPIntervalのﾀｲﾑｱｳﾄ

LSP(a),LSP(b)に関する
SRMFlag=0にｸﾘｱする

図3.6-1 ポイントツーポイント型サブネットワークの場合
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(2) ブロードキャスト型サブネットワークの場合

・ＣＳＮＰは指定ＩＳのみが送信し、その他のＩＳは送信しない。

・ＰＳＮＰは指定ＩＳ以外のＩＳのみが送信し、指定ＩＳは送信しない。

・ＰＳＮＰに対する応答（ＬＳＰの送信）は、指定ＩＳのみが行う。

（基本標準7.3.17項参照）

指定ＩＳは、CompleteSNPIntervalの間隔でＣＳＮＰを送信する。

その他のＩＳは、ＣＳＮＰを監視し、もしその中に自システムが保持していないＬ

ＳＰ、あるいは自システムが保持しているより大きい順序番号を持つＬＳＰのリス

トがある場合には、ＰＳＮＰ（そのＬＳＰのリストを示す）を送信する。このＰＳ

ＮＰに対して、指定ＩＳは示されたＬＳＰを送信する。ＰＳＮＰは全ＩＳが受信す

るが、応答するのは指定ＩＳだけであり、それ以外のＩＳは受信したＰＳＮＰを無

視する（SSNFlagにも影響しない）。

また、その他のＩＳは、ＣＳＮＰを監視し、もし、その中に自システムが保持して

いるがＣＳＮＰには含まれていないＬＳＰがある場合、該当するＬＳＰを送信する。

リンク状態
LSP(a,b,c) LSP(a,b,d) LSP(a,b,d) ：

データベースの情報

指定ＩＳ ＩＳ ＩＳ

CSNP(a,b,c)

・自ｼｽﾃﾑのデータベース

・自ｼｽﾃﾑのデータベース にLSP(c)が足りない

にLSP(c)が足りない （LSP(c)に関する

（LSP(c)に関する SSNFlag=1に設定）

SSNFlag=1に設定） ・指定ISのデータベース

・指定ISのデータベース にLSP(d)が足りない

にLSP(d)が足りない （LSP(d)に関する

（LSP(d)に関する SRMFlag=1に設定）

SRMFlag=1に設定）

PartialSNPIntervalの
PSNP(c)

タイムアウト 無視

LSP(c) LSP(d)に関するSRMFlag

=0にクリア minimumLSPTransmission

タイマのタイムアウト( )１

LSP(d)

図3.6-2 ブロードキャスト型サブネットワークの場合

注:( ) ＣＳＮＰ受信時にminimumLSPTransmissionタイマがタイムアウトしていないと１

き、このタイマのタイムアウトにより、ＬＳＰ(d)を送信する。

ＣＳＮＰ受信時にminimumLSPTransmissionタイマがタイムアウトしていたとき、

即座にＬＳＰ(d)を送信する。
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なお、指定ＩＳは、ＣＳＮＰを分割して送信してもよい。

（ＣＳＮＰには、そのＣＳＮＰがカバーするＬＳＰの範囲を設定する）

また、ＬＳＰは中継されるが、ＣＳＮＰ、ＰＳＮＰ、ＩＩＨは隣接間でのみ交換され、

中継はされない。

ＬＳＰ（a,b,c,d,e,f) ：リンク状態データベースの情報

指定ＩＳ ＩＳ ＩＳ

CSNP(a,b,c)

CSNPの範囲はa～c

CompleteSNPInterval

CSNP (d,e,f)

CSNPの範囲はd～f

図3.6-3 ＣＳＮＰ分割
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4. ネットワーク形態

4.1 疑似ノードの扱い

送出データベースを作成するためのコスト計算は、ＳＰＦ(Shortest Path First)ア

ルゴリズムを使用する。ＳＰＦアルゴリズムはポイントツーポイントの形態しか扱えな

いため、ＬＡＮのようなマルチポイントの形態を、次のようにしてポイントツーポイン

トの形態に置き換える。

－ ＬＡＮの中心に疑似ノードがあるとモデル化し（仮想ノード）、その疑似ノードと

各実システムとの間に、１：１のリンクが確立している形態として扱う。

疑似ノードは、コスト計算を実行するときに意味を持つが、実際のルーティングで

は意味を持たない（リンク状態データベースには疑似ノードの情報が現われるが、

送出データベースに疑似ノードの情報は現われない）。

IS
IS

②疑似ノード
②CSMA/CD

IS IS

①疑似ノード
①ＦＤＤＩ

IS IS
IS IS

③疑似ノード ④疑似ノード
③CSMA/CD ④CSMA/CD

IS IS IS IS

図4.1-1 疑似ノードの作成

この場合、あたかも疑似ノードが存在するように見せるため、指定ＩＳが自分自身の

隣接情報の送信（ＬＳＰの送信）に加え、疑似ノードの隣接情報も送信する。

実システム（指定ＩＳを含む）が送信するそのシステムに関するＬＳＰのneigbour

Systemオプションフィールドには、「疑似ノードの情報」（neighbour ID＝指定ＩＳの

システムＩＤ＋疑似ノードＩＤ）を設定する。また、実システム（指定ＩＳを含む）が

送信するそのシステムに関するＬＳＰのEndSystem オプションフィールドには、「手動

定義の(ＥＳ－ＩＳプロトコルを使用しない)ＥＳの情報」（neighbour ID＝そのＥＳの

システムＩＤ）、「ＥＳ－ＩＳプロトコルを使用しているポイントツーポイント型サブ

ネットワーク上のＥＳの情報」（neighbour ID＝そのＥＳのシステムＩＤ）及び「自シ

ステムのシステムＩＤ」を設定する( )。詳細については、基本標準7.3.7項及び7.3.9１

項を参照すること。

指定ＩＳが送信する疑似ノードに関するＬＳＰのneigbourSystemオプションフィール

ドには、ＬＡＮ上に存在する実ＩＳ（自システムを含む）の情報（neighbour ID＝実Ｉ

ＳのシステムＩＤ＋１オクテットのオール０）を設定する。また、指定ＩＳが送信する
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疑似ノードに関するＬＳＰのEndSystemオプションフィールドには、ＥＳ－ＩＳプロト

コルを使用するＥＳの情報（neighbour ID＝そのＥＳのシステムＩＤ）を設定する( )。１

詳細については、基本標準7.3.8項及び7.3.10項を参照すること。

注( ): 手動定義のＥＳ及びＥＳ－ＩＳプロトコルを使用するＥＳは、次のような接１

続形態として扱う。

なお、手動定義ＥＳはＩＳ Ｚに登録しているとする。

疑似ノード
Ｚ IS

②

① ② Ｚ （指定ＩＳ）

手動 ES-IS
定義 プロトコル使用 ①
ＥＳ ＥＳ

図4.1-2 手動定義ＥＳの扱い
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4.2 ルーティングドメイン／エリアの設定方法

(1) ルーティングドメインの設定方法

次に示すＩＳは、ISO 10589をサポートしているＩＳで構成されている同一のルーテ

ィングドメインに含めることはできない。

・イントラドメインＩＳ－ＩＳプロトコルをサポートしていないＩＳ

・イントラドメインＩＳ－ＩＳプロトコルをサポートしているが、システムＩＤ長

が異なるＩＳ

例：ルーティングドメインの設定例を次に示す。

ﾙｰﾃｨﾝｸﾞﾄﾞﾒｲﾝ① 回線 ﾙｰﾃｨﾝｸﾞﾄﾞﾒｲﾝ②

IS IS IS IS
IS ○

ES
○ ○ ○
ES ES ES

IS ○
ES

ルーティングドメイン①内のＩＳ：

イントラドメインＩＳ－ＩＳプロトコルをサポートしている。

ルーティングドメイン②内のＩＳ：

イントラドメインＩＳ－ＩＳプロトコルをサポートしていない。

図4.2-1 ルーティングドメインの設定例

(2) エリアの設定方法

エリアを設定する際に守らなければならない規則を次に示す。

① 同一エリア内のすべてのシステム（ＩＳ及びＥＳ）は、エリア内に閉じたルート

（レベル１ルート）を経由して相互に通信できなければならない。

② 交換網はレベル２ルートである。（交換網はエリア間を接続する）

専用線はレベル１ルート、レベル２ルートあるいはレベル１ルートとレベル２ル

ートである。（専用線はエリア間を接続してもよい）

一つのブリッジ接続ＬＡＮ（単一のＬＡＮセグメント、又はＭＡＣブリッジで相

互接続された複数のＬＡＮセグメント）は、レベル１ルートあるいはレベル１ル

ートとレベル２ルートである。（ＬＡＮは、エリア間を接続しない）
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③ エリア間を単一の中継装置で接続する場合、その装置は論理的に複数のＩＳを持

つ必要があり、接続するエリアごとに別々のレベル２のＩＳとして動作しなけれ

ばならない。

これらの論理的なレベル２のＩＳは、それぞれ含まれるエリアに対応した別々の

ネットワークエンティティタイトルを持ち、相互にコスト１以上（できるだけ小

さい値が望ましい）の論理的なパスで接続しているように見えなければならない。

物理的形態 エリア エリア

ES IS ES
○ ○

論理的形態 エリア エリア

疑似ノード 実ノード コスト 実ノード 疑似ノード
ES ＝１ ES
○ ○

レベル２ レベル２

二つの実ノードは、それぞれ別々のアドレスを持ち、独立に動作する。

図4.2-2 エリアの設定例

エリアを設定する際に考慮すべきポイントについて次に示す。

① エリア毎に、システムＩＤの一意性を保証する管理者を明確にすること。

（責任者が明確になっていない場合、一般に、システムＩＤの一意性の保証は困

難である）

② エンドシステムがよく移動する範囲は、一つのエリアに含めた方がよい。

（エリア内でエンドシステムが移動してもネットワークアドレスの変更は不要だ

が、エリアを越えてエンドシステムが移動するとネットワークアドレスの変更が

必要になる）

③ ルーティング障害の波及をなるべく防ぎたい場合、エリアを分けた方がよい。

（レベル１のルーティングに関する障害は、エリアを越えては広がらない）

④ ルーティング情報を公開したくない範囲については、独立したエリアにした方が

よい。（レベル１のルーティング情報は、エリアを越えては広がらない。エリア

の外部からは、エリアについてはエリアアドレス以外の情報は得られない）
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補足①：

複数のＬＡＮを複数のエリアに分ける場合、ＬＡＮの境界にレベル２のＩＳを２

台対向しておき、その境界でエリアを区切らなければならない。

但し、二つのＩＳの機能を一つの中継装置上で実現してもよい。

この場合、中継装置は二つのＩＳ機能を独立に動作させなければならない（独立

にＰＤＵを送信する。二つのＩＳ機能の間のコストは最低１は必要。それぞれ別

のエリアＩＤ、システムＩＤを持つ）。

理由：基本標準で規定されている次の条件を満たすため。

・エリアの境界には必ずレベル２のＩＳをおかなければならない。

・異なるエリアでは、エリアアドレスが異ならなければならない。

・レベル２のＩＳはレベル２サブドメインの中で一意のシステムＩＤを持たな

ければならない。

エリアＸ エリアＹ

Ａ Ｅ

ＬＡＮ Ｃ Ｄ ＬＡＮ

Ｂ Ｆ

：レベル１のＩＳ ：レベル２のＩＳ

図4.2-3 エリアの境界
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補足②：

一つのＬＡＮは複数のエリアに分けることができない。

理由：基本標準に次の規定があるため（基本標準8.4.2.2項参照）

・ＬＡＮ上において、AreaAddressesオプションフィールドの中に自システムの

manualAreaAddressesの一つと一致しないLevel 1 LAN IIH PDUを受信した場

合、受信したＰＤＵを廃棄し、initializationFailure（areamismatch）イベ

ントを生成する。

つまり、一つのＬＡＮを複数のエリアに分けた場合、エラーが多発してしま

う。

エリアＡ エリアＢ

(ｴﾘｱｱﾄﾞﾚｽ=a) (ｴﾘｱｱﾄﾞﾚｽ=b)

ＬＡＮ
Level 1 LAN IIH PDU
(ｴﾘｱｱﾄﾞﾚｽ=a)

処理 ｴﾗｰ ｴﾗｰ

IS IS IS IS

図4.2-4 ＬＡＮとエリア
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4.3 複数のエリアアドレス

一つのエリアで複数のエリアアドレスを使用することができる。

このときには、個々のＩＳには自システムが持つエリアアドレスをmanualAreaAddre

ssesとして定義する。但し、隣接ＩＳ間で少なくとも一つのエリアアドレスは共通でな

ければならない。

なお、一つのエリア内のMaximumAreaAddresses（エリア内で使用してよいエリアアド

レスの最大個数）は、一つの値に統一して使用する。

そして、もし、レベル１のＬＳＰで報告されたmanualAreaAddressesがMaximumAreaA

ddressesの値を越えた場合、エリアアドレスの値が大きいものをエリアアドレスの集合

から外す。

例：manualAreaAddressesを次の通りとする。

（Ａ,Ｂ,Ｃ,Ｄ：エリアアドレスの値。数字として見たとき、Ａ<Ｂ<Ｃ<Ｄとする。）

ＩＳ Ｘ：Ａ，Ｂ、 ＩＳ Ｙ：Ｂ，Ｃ，Ｄ、 ＩＳ Ｚ：Ｄ

MaximumAreaAddressesを３とする。

このとき、エリアアドレスＤが、このエリアのエリアアドレスの集合から除かれる。

エリア

Ｘ Ｙ Ｚ

○ ○ ○
ＥＳ① ＥＳ② ＥＳ③

Ｘ (ﾚﾍﾞﾙ2) Ｙ (ﾚﾍﾞﾙ1) Ｚ (ﾚﾍﾞﾙ1) 備 考

１ MaximumAreaAddresses ３ ３ ３ エリア内 同 値で じ

２ manualAreaAddresses Ａ，Ｂ Ｂ，Ｃ，Ｄ Ｄ 人が定義

３ 送信するIIH PDU( )の Ａ，Ｂ Ｂ，Ｃ，Ｄ Ｄ manualArea３

AreaAddressesﾌｨｰﾙﾄﾞ Addresses

４ 送信するL1 LSPの Ａ，Ｂ Ｂ，Ｃ，Ｄ Ｄ manualArea
AreaAddressesﾌｨｰﾙﾄﾞ Addresses

５ 送信するL2 LSPの Ａ，Ｂ，Ｃ PartitionArea
AreaAddressesﾌｨｰﾙﾄﾞ Addresses ( )１

６ 自エリアの Ａ，Ｂ，Ｃ Ａ，Ｂ，Ｃ Ａ，Ｂ，Ｃ エリア内の全エ
全AreaAddresses リアｱﾄﾞﾚｽ( )２

注( )：パーティション修復機能を実装しているＩＳは、仮想リンクを介さずに到達で１

きるエリア内のＩＳが持つmanualAreaAddressesの集合を設定する。レベル１

仮想リンクを介さずに到達できるＩＳを求め、それらのmanualAreaAddresses

を集めることにより得る。

( )：パーティション修復機能を実装していないＩＳは、エリア内の全エリアアドレ２

スを設定する。エリア内の全エリアアドレスは、自システムのレベル１リンク

状態データベースの中に保持しているL1 LSPのAreaAddressesフィールドに設

定されている値の集合である。

( )：L1 LAN IIH、L2 LAN IIH又はP-P IIH。３

回線の種類、 のレベルにより各ＩＳが送信するIIHの種類が異なる。ルーティング

図4.3-1 複数エリアアドレス
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一つのエリアに複数のエリアアドレスを割り振るのは、次のような場合が考えられる。

例１：一つのエリア内に異なる課の装置が存在する場合

Ａ課のＥＳは、Ａ課特有のエリアアドレスのみを持つ。

Ｂ課のＥＳは、Ｂ課特有のエリアアドレスのみを持つ。

ＩＳ①は、Ａ課のエリアアドレスとＢ課のエリアアドレスの二つを持つ。

ＩＳ②は、Ｂ課のエリアアドレスを持つ。

このとき、ＩＳ及びＥＳのシステムＩＤは、値が重なってはならない。

このようにして、ネットワークアドレスの値から、ＩＳ、ＥＳの所在がわかるよう

に運用することができるが、ＩＳ及びＥＳのアドレスの管理については、楽になら

ない。

Ａ課 Ｂ課
① ②

ES IS IS ES ES

ＬＡＮ

ES ES ES ES ES

エリア

：見掛け上のエリア

図4.3-2 複数エリアアドレスの使用例(1)

例２：二つのエリアを一つのエリアに統合する場合（移行）

エリアＡのＩＳ①及びＥＳ③は、Ａのエリアアドレスを持っている。

エリアＢのＩＳ②及びＥＳ④は、Ｂのエリアアドレスを持っている。

エリアＡとエリアＢを統合させる場合、ＩＳ①にＡのエリアアドレスに加え、Ｂの

エリアアドレスを持たせる。

そして、ＩＳ①とエリアＢのＬＡＮを接続し、一つのエリアにする。

このとき、ＩＳ、及びＥＳのシステムＩＤは、値が重ならないように注意する必要

がある。もし、値が重なった場合、どちらかのシステムＩＤを変更しなければなら

ない。

このようにすることで、ＩＳ①以外のシステム（ＩＳ②、ＥＳ③、ＥＳ④）のエリ

アアドレスの追加／変更を行わずに、エリアを一つに統合することができる。

エリアＡ エリアＢ エリア

②
② ① IS

① IS IS
IS

ES ES
ES ES ③ ④
③ ④

図4.3-3 複数エリアアドレスの使用例(2)
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4.4 レベル２サブドメインの連続性

レベル２サブドメインは、ルーティングドメイン内で連続していなければならない。

つまり、レベル２のＩＳだけを経由してすべてのレベル２のＩＳが通信できなければな

らない。

4.5 他のルーティングプロトコル

イントラドメインＩＳ－ＩＳプロトコル以外のルーティングプロトコルをサポートし

ているシステムと通信する場合、ルーティングドメインを分け、ReachableAddressPre

fixを使用してルーティングを行う。

このとき、外部メトリックを使用することにより、他のルーティングドメインのコス

トを自システムが属するルーティングドメイン内に伝えることができる。

内部メトリックによるコスト値が同じであった場合に限り、外部メトリックによるコ

スト比較が行われる。

例：①のＩＳが、ＥＳ⑤へルーティングを行うとき、ＩＳ②を通るルートとＩＳ③を

通るルートについて、内部メトリックによるコスト値の総和が小さい方のパスを

選択する。しかし、このコスト値の総和が同じ場合には、外部メトリックによる

コスト値（ReachableAddressPrefixにより知ることができる）を比較し、コスト

値の総和が小さい方へルーティングを行う。

ルーティングドメイン ルーティングドメイン

ｲﾝﾄﾗﾄﾞﾒｲﾝIS-ISﾌﾟﾛﾄｺﾙ ｲﾝﾄﾗﾄﾞﾒｲﾝIS-ISﾌﾟﾛﾄｺﾙ以外

のﾙｰﾃｨﾝｸﾞﾌﾟﾛﾄｺﾙ

（RIP, OSPF等）

① 10 ④

IS IS② IS 1 ○

1 ES⑤
11 1

IS③

ＩＳ②へルーティングする例

ルーティングドメイン ルーティングドメイン

ｲﾝﾄﾗﾄﾞﾒｲﾝIS-ISﾌﾟﾛﾄｺﾙ ｲﾝﾄﾗﾄﾞﾒｲﾝIS-ISﾌﾟﾛﾄｺﾙ以外

のﾙｰﾃｨﾝｸﾞﾌﾟﾛﾄｺﾙ

（RIP, OSPF等）

① 10 ④

IS IS② IS 1 ○

1 ES⑤
10 1

IS③

ＩＳ③へルーティングする例

図4.5 他のルーティングプロトコルの扱い
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4.6 パーティション修復機能をサポートしているレベル２のＩＳ

ネットワーク設計者は、ネットワークを構築するとき、パーティション修復機能をサ

ポートしているレベル２のＩＳを、次のような位置に置かなければならない。

① 4.2節「ルーティングドメイン/エリアの設定方法」で示すレベル２のＩＳを置く位

置。

② エリア内でパーティションになる可能性のあるネットワークの塊の中。（一つの塊

に一つは必要）

ただし、このとき、これらのパーティション修復機能をサポートしているレベル２

のＩＳを、分断されにくいルート（例えば、レベル２サブドメイン）で接続しなけ

ればならない。

エリア２ エリア３

L2 L2

エリア１
LAN LAN LAN LAN

Ｐ Ｐ
ES○ L1 L1 ○ES
ES○ ○ES

L1 L1
ES○ ○ES 切断される ES○ ○ES
ES○ ○ES 可能性が ES○ ○ES

高いリンク

パーティションになる可能性がある

Ｐ ：パーティション修復機能をサポートしているレベル２のＩＳ

L1 ：レベル１のＩＳ

L2 ：レベル２のＩＳ

図4.6 パーティション修復機能をサポートしているレベル２のＩＳ
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5. その他

5.1 システムＩＤ長

システムＩＤ長は、基本標準では、ルーティングドメイン内で統一した値を使用する

ことを前提に、１～８オクテットの長さを可能としている。

なお、基本標準では、「システムＩＤ長がＸ‘００’の場合は、６オクテットを示す」

と規定されていることに注意すること（システムＩＤ長が０オクテットの場合は、

Ｘ‘ＦＦ’を使う）。

5.2 MaximumAreaAddresses

MaximumAreaAddressesの値は、基本標準では、各エリア内で統一した値を使用するこ

とを前提にしている。もし、あるＩＳがエリア内で決められたものと異なる値を使用し

た場合、そのＩＳが送信するＩＩＨ及びＬＳＰは、他のすべてのＩＳに無視される( )。１

なお、MaximumAreaAddressesの値 Ｘ‘００’の場合、３個を示すと規定されている。

このことから、値としては３個が推奨される。

注( )：ＩＩＨ、ＬＳＰを送信時、これらのＰＤＵのヘッダに使用しているMaximumA１

reaAddressesの値を設定する。

また､ＩＩＨ､あるいはＬＳＰを受信したとき、ISは、MaximumAreaAddresses

の値をチェックし、自システムが使用している値と異なる場合には、そのＰ

ＤＵ全体を無視する。このため、エリア内で異なるMaximumAreaAddressesを

使用しているＩＳは、エリア内の他のＩＳからは、認識してもらえない。

5.3 エラーの扱い

基本標準で規定されているエラーの例を以下に解説する。

次のようなＰＤＵを受信した場合、これをエラーと扱い、そのＰＤＵを廃棄する。ま

た、このようなＰＤＵを使用して、対応するデータベースを更新してはならない。

(1) Level 1 LAN IIH PDU

－ externalDomain属性が“真”の回線上で受信したＰＤＵ（基本標準8.4.2.1項）

－ ＩＤ長フィールドの値が、自システムが使用する値と異なるＰＤＵ（基本標準8.

4.2.1項）

－ システム管理がパスワード（circuitReceivePasswordsとして設定）を設定して

いる場合、Authentication Information の値がこれに合致しないＰＤＵフィールド

（基本標準8.4.2.1項）

－ AreaAddresses の値の中に自 のManualAreaAddressesの一つオプションフィールド システム

と一致しないＰＤＵ（基本標準8.4.2.2項）

－ MaximumAreaAddressesの値が異なるＰＤＵ（基本標準8.4.2.2項）

－ ＰＤＵ長が「IIH PDU長」未満（基本標準9.5節）

－ フォーマット誤りのＰＤＵ
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(2) Level 2 LAN IIH PDU, Point-Point IIH PDU

－ externalDomain属性が“真”の回線上で受信したPDU(基本標準8.2.4.1項及び8.

4.2.1項）

－ ＩＤ長フィールドの値が、自システムが使用する値と異なるＰＤＵ（基本標準

8.2.4.1項及び8.4.2.1項）

－ システム管理がパスワード（circuitReceivePasswordsとして設定）を設定して

いる場合、Authentication Informationフィールドの値がこれに合致しないＰＤ

Ｕ（基本標準8.2.4.1項及び8.4.2.1項）

－ ＰＤＵ長が「IIH PDU長」未満（基本標準9.6節及び9.7節）

－ フォーマット誤りのＰＤＵ

(3) Level 1 Link State PDU

－ externalDomain属性が“真”の回線上で受信したＰＤＵ（基本標準7.3.15.1項）

－ ＩＤ長 の値が、自 が使用する値と異なる （基本標準7.3.15.1フィールド システム ＰＤＵ

項）

－ MaximumAreaAddressesの値が異なるＰＤＵ（基本標準7.3.15.1項）

－ 送信元ＳＮＰＡアドレスの値が隣接システムデータベースに一致しないＰＤＵ

（基本標準7.3.15.1項）

－ システム管理がパスワード（circuitReceivePasswordsとして設定）を設定して

いる場合、Authentication Informationフィールドの値がこれに合致しないＰＤ

Ｕ（基本標準7.3.15.1項）

－ チェックサム誤りのＰＤＵ（基本標準7.3.11項）

－ ＰＤＵ長が１４９１オクテットを越えるＰＤＵ

－ フォーマット誤りのＰＤＵ

(4) Level 2 Link State PDU

－ externalDomain属性が“真”の回線上で受信したＰＤＵ（基本標準7.3.15.1）

－ ＩＤ長 の値が、自 が使用する値と異なる （基本標準7.3.15.1）フィールド システム ＰＤＵ

－ 送信元ＳＮＰＡアドレスの値が隣接システムデータベースに一致しないＰＤＵ

（基本標準7.3.15.1）

－ システム管理がパスワード（circuitReceivePasswordsとして設定）を設定して

いる場合、Authentication Informationフィールドの値がこれに合致しないＰＤ

Ｕ（基本標準7.3.15.1）

－ チェックサム誤りのＰＤＵ（基本標準7.3.11）

－ ＰＤＵ長が１４９１オクテットを越えるＰＤＵ

－ フォーマット誤りのＰＤＵ
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5.4 overloadビットの設定

自システムのリンク状態データベースのメモリが足りなくなり新しいＬＳＰを保存で

きず廃棄する可能性があるときに、自システムが生成／送信するＬＳＰ（「メモリが足

りなくなったリンク状態データベース」と同じレベルのＬＳＰ）のoverloadビットを１

に設定する。

輻輳が発生したときに、このビットを１に設定するのではないことに注意すること。

なお、このビットが１に設定されているＬＳＰを受信した場合、そのＬＳＰはリンク

状態データベースに保存するが、コスト計算において、そのＩＳを通りかつ次のホップ

がＩＳであるようなルートは計算しない（そのＩＳを通りかつ次のホップがＥＳである

ようなルートは計算する）。この結果、そのＩＳ配下のＥＳへのルーティングは行われ

るが、そのＩＳを経由して他のＩＳで中継するルートを通らなくなる。

ネットワーク構成が安定している状態でこのビットが‘１’に設定される（リンク状

態データベースのメモリが足りなくなる）ようなシステム設計を行ってはならない。

実装においては、overloadビットを１に設定するしきい値と、overloadビットを０に

クリアするしきい値が必要である。

×

×

：overloadﾋﾞｯﾄ＝１のＩＳ

：overloadﾋﾞｯﾄ＝０のＩＳ
OK OK

○
ＥＳ

図5.4 overloadビットの設定
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〈方法〉

レベル１のリンク状態データベースの中で次のように報告しているレベル２の

ＩＳ（自システムを含む）をパーティション指定レベル２のＩＳとする。

・現在 を使用して他のエリアへ到達可能である(attachedFlag=1）。デフォルトメトリック

・パーティション修復機能をサポートしている。

・そのエリアの中でレベル１のＩＳとしても動作する。

・自システムからそのシステムまで、仮想フラグが“偽”であるリンクのみを使

用して到達できる（仮想リンクを介さずに到達できる）。

・上記の条件に適合するシステムの中で、最も値が小さいシステムＩＤを持って

いる。

② PartitionAreaAddressesの計算（基本標準7.2.10.3項）

パーティション修復機能を実装しているレベル２のＩＳは、partitionAreaAddres

sesを計算する。

partitionAreaAddressesとは、仮想リンクを介さずにそのパーティション内で到達

できるすべてのレベル１のＩＳのmanualAreaAddressesの集合である。

〈方法〉

レベル１リンク状態データベースから、仮想リンクを介さずにそのパーティショ

ン内で到達できるすべてのレベル１のＩＳを求め、これらのＩＳが報告している

すべてのmanualAreaAddressesをリストアップする（これがpartitionAreaAddre

sses）。partitionAreaAddressesの数がMaximumAreaAddressesより多いならば、

システムＩＤの値が小さいものをMaximumAreaAddressesの数だけ残す。

③ パーティションの検出（基本標準7.2.10.1）

レベル２決定プロセスが終了した後、レベル２のリンク状態データベースを検索し、

その中で「パーティション指定レベル２のＩＳオプションフィールド」で報告され

ているシステムＩＤの値を調べる。

計算したPartitionAreaAddressesの一つと一致するエリアアドレスを“Area Addr

esses”オプションフィールドに持つが、｢パーティション指定レベル２のＩＳ」オ

プションフィールドに設定されているシステムＩＤの値が、自システムが設定して

いる値と異なるようなレベル２のＬＳＰが存在するとき、パーティションが発生し

たと判断する。逆に、異なる値を報告しているレベル２のＩＳが存在しない場合、

エリア内でパーティションが発生していない（回復した）と判断する。

(2) パーティションを検出したときの動作

パーティションが発生したことを検出した場合、パーティション指定レベル２のＩ

Ｓは、次の手順を実行する。

① 仮想ネットワークエンティティの生成（基本標準7.2.10.4項、7.4.3.2項及び7.4.

4項）

パーティション指定レベル２のＩＳは、自システムと他方のパーティションに存在

するパーティション指定レベル２のＩＳ間に仮想レベル１リンクを生成する。この

仮想リンクを使用して送信されるすべてのＰＤＵは、ISO 8473で規定しているDT
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NPDUの中にカプセル化される。

このとき、外側のDT NPDUのヘッダを、次のように設定する。

・送信元アドレス

自システムのネットワークエンティティタイトル

・宛先アドレス

隣接のパーティション指定レベル２のＩＳのネットワークエンティティタイトル

・分割許可フラグ

カプセル化している内側のＰＤＵがDT NPDU又はER NPDUの場合、カプセル化して

いる内側のＰＤＵと同じ値に設定する。

カプセル化している内側のＰＤＵがＬＳＰ、ＣＳＮＰ又はＰＳＮＰの場合、「分

割許可」に設定する。

なお、DT NPDUの全長（ヘッダを含む）が65512オクテットを越えない限り、カプ

セル化の前にDT NPDUを分割してはならない。もし、DT NPDUの全長が65512オク

テットを超えているなら、まずDT NPDUを最初に分割して、次にカプセル化する。

・エラー報告フラグ

カプセル化している内側のＰＤＵがDT NPDU又はER NPDUの場合、カプセル化して

いる内側のＰＤＵと同じ値に設定する。

カプセル化している内側のＰＤＵがＬＳＰ、ＣＳＮＰ又はＰＳＮＰの場合、「エ

ラー報告なし」に設定する。

・寿命値

カプセル化している内側のＰＤＵがDT NPDU又はER NPDUの場合、カプセル化して

いる内側のＰＤＵと同じ値に設定する。

なお、内側のＰＤＵを取り出すときには、外側のDT NPDUに設定されている寿命

値に書き換える。

カプセル化している内側のＰＤＵがＬＳＰ、ＣＳＮＰ又はＰＳＮＰの場合、２５

５に設定する。カプセル内部のＬＳＰをカプセルから出すとき、寿命値は次の値

にする。

寿命値 ＝ 内側の寿命値－（２５５－外側の寿命値）／２

・ＱｏＳ維持パラメタ

カプセル化の外側のヘッダの“ＱｏＳ維持パラメタ”は、カプセル化される内側

のＮＰＤＵにおけるＱｏＳ維持パラメタに係わらず“デフォルトメトリックを使

用する”値（5.9節参照）に設定する。

② 仮想隣接ＩＳ情報の生成（基本標準7.2.10.1）

自システムに関するレベル１のＬＳＰの「Intermediate System Neighboursオプシ

ョンフィールド」に、仮想リンクの隣接ＩＳ（他のパーティション指定レベル２の

ＩＳ）を加え、これを全回線上及び仮想リンク上に送信する（この結果、エリア全

体にこのレベル１のＬＳＰが送信される）。
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このとき、

・この隣接ＩＳの仮想フラグを“真”に設定する。

・この隣接ＩＳまでのコスト値を、「この仮想隣接ＩＳをコスト計算目標としたレ

ベル２デフォルトメトリックによるコスト計算を実行した結果、コストの総和が

最小となる値」に設定する。

(3) パーティションが回復したときの動作（基本標準7.2.10.1）

パーティションが回復したことを検出したならば、パーティション指定レベル２の

ＩＳは次の手順を実行する。

① 回復した仮想リンクに関する情報をすべて削除する。

② 回復した仮想リンク上の隣接ＩＳ（パーティション指定レベル２のＩＳ）の情報を

除いたレベル１のＬＳＰを生成し、これを全回線上に送信する。

5.8 Reverse Path Cache

Reverse Path Cacheは、ＤＡ型サブネットワーク上で二重のパスが張られるのを防ぐ

ために使用される。

－ Reverse Path Cacheの概要

図5.8-1においてＩＳ③は、送信元がＥＳ④のNPDUをＩＳ①経由で受信したとき（Ｉ

Ｓ①とＩＳ③間に一つパスが張られる）、このＥＳ④とＩＳ①を関係付ける。

その後、ＥＳ⑥から宛先がＥＳ④のNPDUを受信した場合、コスト値とは関係なくＩＳ

③は、自システムとＩＳ①間に既に張られているパスを使用して、このNPDUを中継する。

なお、このとき、ＥＳ⑥から宛先がＥＳ⑤のNPDUを受信した場合には、ＩＳ③は、コス

ト値を優先したルーティングを行う（ＩＳ①へのパスを使用するかどうかは、コストか

ら計算した次ホップにより決まる）。

図5.8-1 Reverse Path Cache
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次に、Reverse Path Cacheを使用しない方がよい例を示す。

図5.8-2において、ＥＳ⑥からＥＳ⑦にNPDUを送信するとき、次のルートを通る。

ＥＳ⑥→ＩＳ⑧→ＩＳ①→ＩＳ③→ＩＳ⑤→ＥＳ⑦

その後、ＥＳ⑦がＥＳ⑥宛のNPDUを送信するとき次のルートを通る。

－ ＩＳ⑤がReverse Path Cacheを使用する場合

ＥＳ⑦→ＩＳ⑤→ＩＳ③→ＩＳ④→ＩＳ②→ＩＳ⑧→ＥＳ⑥

－ ＩＳ⑤がReverse Path Cacheを使用しない場合

ＥＳ⑦→ＩＳ⑤→ＩＳ④→ＩＳ②→ＩＳ⑧→ＥＳ⑥

上記のように、ＩＳ⑤がReverse Path Cacheを使用したために、課金が二倍になるこ

とがある（ＤＡ型サブネットワークが課金される網である場合）。

L1 ：レベル１のＩＳ、

L2 ：レベル２のＩＳ、

数字
：あるメトリックによるコスト値

：論理パス

図5.8-2 ReversePathCacheを使用しない方がよい例

注：ＤＡ型サブネットワーク上のコストは、実際にはReachableAddressPrefixで定義

される。
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5.9 ＣＬＮＰとＥＳ－ＩＳプロトコルへの影響

(1) ＣＬＮＰ

① ＱｏＳ維持パラメタ

ＱｏＳ維持パラメタの設定を次のように行わなければならない。

表5.9 ＱｏＳ維持パラメタの設定

ビット
選択されるメトリック

１ ２ ３

０ ０ ０ 課金メトリック

１ ０ ０ デフォルトメトリック

０ １ １ デフォルトメトリック

０ １ ０ 課金メトリック

０ ０ １ 遅延メトリック

１ １ ０ エラーメトリック

１ ０ １ 遅延メトリック

１ １ １ エラーメトリック

(2) ＥＳ－ＩＳプロトコル

① リダイレクト

ＥＳから受信したNPDUをイントラドメインＩＳ－ＩＳプロトコルによってルーティ

ングした結果、次のようなシステム（ＥＳ、ＩＳ）に中継した場合、リダイレクト

をかける。

－ 送信元ＥＳと同じ回線上（例えば、同一ＬＡＮ上）のシステム（隣接システム

データベースに登録されている）

② アドレスマスク

送出データベースで「エリア外」あるいは「ReachableAddressPrefix」のエントリ

ィを使用してルーティングしたのであれば、アドレスマスクを使用する。

③ コンフィギュレーション情報（ＣＩ）

ポイントツーポイント型サブネットワーク上のＩＳは、イントラドメインＩＳ－Ｉ

Ｓルーティングプロトコルを使用する場合、ISH PDUの送信が必須である。
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5.10 外部メトリックの使用方法

“外部メトリック”は、ルーティングドメインが違うためそれぞれのルーティングド

メイン内で使用しているメトリックのコスト値を加算、比較するべきでない場合に使用

する。

図5.10において、“外部メトリック”と“内部メトリック”の使用方法は、次の通り

である。

・ルーティングドメイン①とルーティングドメイン②間で使用するメトリックは、

外部メトリック

・ルーティングドメイン①内で使用するメトリックは、内部メトリック

ﾙｰﾃｨﾝｸﾞﾄﾞﾒｲﾝ① ﾙｰﾃｨﾝｸﾞﾄﾞﾒｲﾝ②

IS IS IS IS
IS ○

ES
○ ○ ○
ES ES ES

図5.10 外部メトリック

また、“外部 メトリック”を使用するときは必ずルーティングドメインが分かれる

のでL1 LSPの“Intermediate System Neighbours”、“End System Neighbours”、L2 L

SPの“Intermediate System Neighbours”には“外部メトリック”を使用できない（基

本標準ではこれらのオプションフィールドに外部メトリックが設定できるように記述さ

れているが実際には使用されない、つまり常に内部メトリックが使用される）。

5.11 処理の優先順位

ＩＳは、輻輳発生時には、イントラドメインＩＳ－ＩＳプロトコルのＰＤＵをNPD

UやＥＳ－ＩＳプロトコルのＰＤＵより優先して処理する必要がある( )。１

理由：ネットワーク形態が変更したとき等、一時的にＩＳの間でレベル１リンク状態デ

ータベース、あるいはレベル２リンク状態データベースが同期しなくなる場合が

あり、このときNPDUはループに入る可能性がある。このような現象を極力発生さ

せないようにするため、まずイントラドメインＩＳ－ＩＳプロトコルのＰＤＵを

優先的に処理し、ＩＳの間でレベル１リンク状態データベース、あるいはレベル

２リンク状態データベースを同期させる（ルーティング情報を安定させる）のが

望ましい。

注( )：現実的には、ブロードキャスト型サブネットワークでは宛先ＭＡＣアドレス１

（マルチキャストアドレス）の値により、イントラドメインＩＳ－ＩＳプロ

トコルのＰＤＵだけを優先してバッファに取り込む等のハードウェア上の工

夫が必要となる。
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付録 ルーティングデータベースの詳細（例）

ソースＩＤ＋疑似ノードＩＤ＋ＬＳＰ(分割ＩＤ)番号

≠０：FO＋DR

＝０：DR

ＬＳＰ ＩＤ ＬＳＰ生成元のＩＤ

タイプ L1IS, A-L2IS, UA-L2IS ＩＤ毎

7.3.16.1 ＬＳＰ順序番号 ０～

7.3.16.3 ＬＳＰエイジ 残りの寿命値

7.3.16.4 失効時刻 タイムスタンプ

(残ﾗｲﾌﾀｲﾑ ０ 時刻)が になったときの

サーキット ０ or １

…
…

ＳＲＭ

フラグ 仮想隣接
…

…

サーキット ０ or １

…

ＳＳＮ …

フラグ
仮想隣接

…

受信ＬＳＰポインタ ●

ＬＳＰ

図付録-1 レベル１リンク状態データベース
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ＬＳＰ ＩＤ ID長+LSP発信元の2ｵｸﾃｯﾄID

タイプ A-L2IS, UA-L2IS

ＬＳＰ順序番号 ０～

ＬＳＰエイジ 残りの寿命値

失効時刻 タイムスタンプ

(残ﾗｲﾌﾀｲﾑ ０ 時刻)が になったときの

サーキット
ＳＲＭ …

フラグ …

サーキット
ＳＳＮ …

フラグ …

受信ＬＳＰポインタ ●

ＬＳＰ

図付録-2 レベル２リンク状態データベース

ポイントツーポイント

隣接システムデータベース

ブロードキャストＩＳ

隣接システムデータベース

ブロードキャストＥＳ

隣接システムデータベース

ＤＡ回線

隣接システムデータベース

仮想リンク

隣接システムデータベース

図付録-3 隣接システムデータベース
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ＩＤ ＥＳ又はＩＳのＩＤ＋ＬＡＮ ＩＤ

Remaining Time

Type Mannual or Autoconfig.

State initializing, Up Down

ＬＡＮアドレス ＭＡＣアドレス

ＤＴＥアドレス Ｘ．２５用

隣接システムタイプ Unknown, L1IS, L2IS, ES

ＬＡＮプライオリティ

エリアアドレス

…
…

…

その他

基本標準11章に

記述の隣接管理

オブジェクト

図付録-4 隣接システムデータベース エントリ例
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回 線

１ ２ 最ç
大

回線ＩＤ 回
線

回線タイプ 数

ＩＳＩＳハロータイマ

ＣＳＮＰインタバル

デフォルトメトリック

課金 〃
Ｌ１コスト

遅延 〃

エラー 〃

デフォルトメトリック

課金 〃
Ｌ２コスト

遅延 〃

エラー 〃

Ｌ１ ＩＳプライオリティ

Ｌ２ ＩＳプライオリティ

データリンクブロックサイズ

隣接システムＳＮＰＡアドレス

Only Ｌ２

Reachable アドレス

…
…

…

その他

基本標準11章に記述の

linkage管理オブジェクト

図付録-5 回線データベース
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隣接（システム） 最
アドレス コスト ス大

１ ２ … プパｎ
リス

システムＩＤ １～ 隣接＊ 隣接＊ … ッ

最大ﾊﾟｽﾒﾄﾘｯｸ ポインタ ポインタ ト

…

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～
～ ～ ～ ～ ～ ～ ～

…

＊隣接ポインタ …… 最短パスである隣接システムデータベースの

エントリ番号と考えることができる。

図付録-6 レベル１最短パスデータベース

隣接（システム） 最
アドレス コスト ス大

１ ２ … プパｎ
リス

ｱﾄﾞﾚｽ １～ 隣接＊ 隣接＊ … ッ

ﾌﾟﾚﾌｨｯｸｽ 最大ﾊﾟｽﾒﾄﾘｯｸ ポインタ ポインタ ト

…

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～
～ ～ ～ ～ ～ ～ ～

…

＊隣接ポインタ …… 最短パスである隣接システムデータベースの

エントリ番号と考えることができる。

図付録-7 レベル２最短パスデータベース
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次ホップ 最
アドレス スプリット数 ス大

１ ２ … プパｎ
リス

０ ０：到達不可 ッ

最も近い ｎ：１～最大パス ト

レベル２ＩＳ スプリット数

システムＩＤ ０：到達不可 隣接＊ 隣接＊ …

ｎ：１～最大パス ポインタ ポインタ

スプリット数

…

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～
～ ～ ～ ～ ～ ～ ～

…

＊隣接ポインタ …… 次ホップとなるパスを示すための隣接システムデー

タベースのエントリ番号と考えることができる。

図付録-8 レベル１送出データベース

次ホップ 最
アドレス スプリット数 ス大

１ ２ … プパｎ
リス

ｱﾄﾞﾚｽ ０：到達不可 隣接＊ 隣接＊ ッ

ﾌﾟﾚﾌｨｯｸｽ ｎ：１～最大パス ポインタ ポインタ ト

スプリット数

…

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～
～ ～ ～ ～ ～ ～ ～

…

＊隣接ポインタ …… 次ホップとなるパスを示すための隣接システムデー

タベースのエントリ番号と考えることができる。

図付録-9 レベル２送出データベース
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はじめに

本章では、ISO/IEC 10747（IDRP）について、解説する。

1. データベースの構成

1.1 RIB-ATTの例

RIB-ATTは、distinguishingパス属性の組合せで構成される。

distinguishing属性とは、次のパス属性である。

1) TRANSIT DELAY

2) RESIDUAL ERROR

3) EXPENSE

4) PRIORITY

5) LOCALLY DEFINED QOS

6) SECURITY

例１：distinguishingパス属性として、TRANSIT DELAYのみを含む

Loc-RIB

宛先
ａ ｂ

パス属性

RDパス属性 A B C D E F G

TRANSIT DELAY １０ ５

RD HOP COUNT ４ ３

CAPACITY １０ １５

ａ，ｂ：宛先を示す。アドレス・プレフィックスで表される。

Ａ～Ｇ：ルーティング・ドメインを示す。

数字 ：コスト値を示す。

例２：empty RIB-ATTのLoc-RIB

宛先
ａ ｂ

パス属性

RDパス属性 A B C D E F G

RD HOP COUNT ４ ３

CAPACITY １０ １５

ａ，ｂ：宛先を示す。アドレス・プレフィックスで表される。

Ａ～Ｇ：ルーティング・ドメインを示す。

数字 ：コスト値を示す。
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2.2 EXT INFO

UPDATE PDUにEXT INFO属性を含むのは、次の場合である。

・自システムが属していないドメインに関するルーティング情報（UPDATE PDU）を生

成する場合。

ルーティング情報は、次の方法で収集することが考えられる。

－ スタティック

－ ＩＤＲＰ以外のルーティング・ドメイン間ルーティングプロトコル（EGP、

BGP等）

なお、自システムが属しているドメインのルーティング情報（UPDATE PDU）を生成す

る場合には、EXT INFO属性を含まない。自システムが属しているドメインのルーティン

グ情報（NLRI等）を収集する方法は、イントラドメインＩＳ－ＩＳプロトコルやスタテ

ィックが考えられる。ＯＳＰＦ、ＲＩＰやその他のルーティングプロトコルについては、

基本標準の規定範囲外である。

2.3 Multi Exit Disc

ある１対の隣接ルーティング・ドメイン間に二つのルートが存在する場合、ある

NLRIににつきどちらのルートが優先度が高いかを示すために、各ルートにMulti Exit

Disc値が割り振られる（０～２５５：小さい値ほど高い優先度を示す）。

UPDATE
RD3

BIS①
▲ □ □ □ ▲ ：宛先ＥＳ

□ ：ＢＩＳ

□ □ ：ルート
BIS②

RD1 UPDATE RD2

補足１：上図のUPDATE PDUの中にルーティング・ドメイン１内のMulti Exit Discの

値を入れる。

値の決め方：そのルーティングドメインの管理者が静的に異なる値を割り振る方法が

考えられる。

あるNLRIを含むルート毎に値を割り振ることができるようにする。

例1) 全ルートについて、BIS①が“０”、BIS②が“１”

例2) NLRI a，b，cを含むルートについて、BIS①が“１”、BIS②が“０”その他は、

BIS①が“０”、BIS②が“１”
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2.4 課金:Expense

locExpenseは、「あるルート上をあるデータが転送されるのにかかる課金」を設定す

る（1～65535：小さい値ほど良いルート） 。

基本標準においては、値の単位は規定されてなく各ルーティング・ドメインの管理者

がそれぞれのルーティング・ドメインに対して相対的な値を割り振ることになっている。

値の決め方：そのルーティング・ドメインを「あるデータが通過するのにかかる課

金」に関するコストを静的に設定する。

「あるデータが通過するのにかかる課金」には、月々の基本料金のよう

にシステムを敷設／使用していることに対して掛かる料金は含めない。

このコストを見積もる目安は次の通りである。

〈値の見積り方：例〉

・他のルーティング・ドメインから受信したデータ（128バイトの１パケット）を、

他のルーティング・ドメインに中継するときに、「自ルーティング・ドメイン内

でかかる通信料金」を見積もる。

「自ルーティング・ドメイン内でかかる通信料金」は、他のルーティング・ドメ

インから受信したデータ（128バイトの１パケット）を他のルーティング・ドメ

インに中継するときの自ルーティング・ドメイン内のルートを予測し、そのルー

ト上にあるＬＡＮやＷＡＮを対象にコストを加算する。

ＬＡＮ及びＷＡＮのコスト値は例えば次の通り。

－ ＬＡＮ ････････････････････････････････････････････ ０

－ 通信料課金のないＷＡＮ（専用線等） ･････････････････ ０

－ 通信料課金のあるＡＴＭ ････････････････････････････ ２

－ 通信料課金のあるフレームリレー ････････････････････ ３

－ 通信料課金のあるパケット交換網、ISDN-P ････････････ ４

－ 通信料課金のある電話網、回線交換網 ････････････････ １０

－ 通信料課金のあるISDN-C（128kbit/s未満） ････････････ １０

－ 通信料課金のあるISDN-C（128kbit/s以上） ････････････ １１

なお、計算した結果コスト値が０になった場合には、更に１加算してコスト値を１に

する（コスト値の最低値は１であるため）。

また、自ルーティング・ドメイン内のルートが複数存在する場合（予測の結果、複数

のルートがある場合）、その中から最もコスト値が大きくなるルートについて計算した

値を選択する。
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2.6 priority

「そのルーティング・ドメインを通過することを許容するデータのプライオリティ」

を設定する（0～14:大きい値ほど良いルート）。

基本標準においては、値の単位は規定されてなく各ルーティング・ドメインの管理者

がそれぞれのルーティング・ドメインに対して相対的な値を割り振ることになっている。

値の決め方 ：“そのルーティング・ドメインを通過してもよいデータのプライオリ

ティ(最小値)”を静的に設定する。

デフォルト値：０(Low)

3. ルートの構成

3.1 ルーティング・ドメイン・コンフェデレーション（RDC）

ルーティング・ドメイン・コンフェデレーション（RDC）を構成するかしないか、あ

るいは構成する場合どのように構成するかについては、ルーティング・ドメインの管理

者（複数人かも知れない）が決定する。

3.1.1 メリット／デメリット

コンフェデレーションを作るメリット

・コンフェデレーション外のＢＩＳにとって、ルーティング情報が少なくなる。

（コンフェデレーション内のルーティング・ドメインの情報が一つにまとま

る）

・コンフェデレーション内のルーティング情報を、コンフェデレーション外のシ

ステムに見えなくすることができる。

コンフェデレーションを作るデメリット

・コンフェデレーションの構成の仕方によっては、最適ルーティングができなく

なる場合がある。

〈有効な接続形態〉

上記のデメリットを発生させないためには、“コンフェデレーション内のルー

ティング・ドメインで構成されたルート”及び“コンフェデレーション外のル

ーティング・ドメインで構成されたルート”によりループが発生しないように

すること。
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悪い例１

Ｆ

ｺﾝﾌｪﾃﾞﾚｰｼｮﾝX

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ ：ルーティング・ドメイン

〈説明〉

－ Ａ内のエンドシステムからＥ内のエンドシステム宛のDT NPDUが送信された

場合、Ａ内のＢＩＳは(ポリシーは「ホップ数の少ないルートが優先」とす

る)、Ａ－Ｘ（つまりＢ－Ｃ－Ｄ）－Ｅのルートを選択する。しかし、実際

には、Ａ－Ｆ－Ｄ－Ｅのルートの方が望ましい。

悪い例２

Ｆ Ｇ

ｺﾝﾌｪﾃﾞﾚｰｼｮﾝX

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

〈説明〉

－ Ａ内のエンドシステムからＥ内のエンドシステム宛のDT NPDUが送信された

場合、Ａ内のＢＩＳは(ポリシーは「ホップ数の少ないルートが優先」とす

る)、Ａ－Ｘ（つまりＢ－Ｃ－Ｄ）－Ｅのルートを選択する。しかし、実際

には、Ａ－Ｆ－Ｇ－Ｅのルートの方が望ましい。

悪い例３

Ｇ

ｺﾝﾌｪﾃﾞﾚｰｼｮﾝX

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

〈説明〉

－ Ａ内のエンドシステムからＦ内のエンドシステム宛のDT NPDUが送信された

場合、Ａ内のＢＩＳは、Ａ－Ｘ（つまりＢ－Ｃ－Ｄ－Ｅ）－Ｆのルートを

選択する（この接続形態の場合、ポリシーに関係なくこのルートだけがＡ

に広告される）。しかし、実際には、(ポリシーは「ホップ数の少ないルー

トが優先」とする)Ａ－Ｂ－Ｇ－Ｅ－Ｆのルートの方が望ましい。
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良い例

ｺﾝﾌｪﾃﾞﾚｰｼｮﾝ

ｺﾝﾌｪﾃﾞﾚｰｼｮﾝ

〈参考３〉

例１：地域毎（日本、米国、等）にコンフェデレーションを作る。

例２：企業グループ毎にコンフェデレーションを作る。

3.1.2 ＲＤパス属性の例

① ＲＤパス属性の生成

アルファベットの大文字はＲＤ（ルーティング・ドメイン）を示す。

アルファベットの小文字はＲＤＣ（ルーティング・ドメイン・コンフェデレーシ

ョン）を示す。

例１ ＲＤＣに属している場合

ＲＤＣがネストしている場合の生成

Ａ ａ ｂ

生成されるRD_PATH (E_SEQ b,a)(R_SEQ A)

ＲＤＣがオーバーラップしている場合の生成

ｂ
ａ

Ａ

ａ＞ｂ

生成されるRD_PATH (E_SEQ b,a)(R_SEQ A)
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例２ ＲＤＣに属していない場合

Ａ

RD_PATH (R_SEQ A)

② 受信したRD_PATH属性の更新

例１ 同一ＲＤ内の場合

Ａ
BIS1 BIS2

BIS2のRD_PATH (R-SEQ A)

BIS2のRD_PATHを受信したBIS1は同じＲＤに属しているので更新しない。

例２ あるＲＤに入る場合

ネストしている場合

ａ ｂ
Ａ Ｂ

ＢのRD_PATH (R-SEQ B)

ＢのRD_PATHを受信したＡは異なるＲＤＣに属しているのでPATHを更新す

る。

更新されたRD_PATH (R_SEQ B)(E_SEQ b,a)(R_SEQ A)

オーバーラップしている場合

ｂ
ａ

Ａ Ｂ

ｂ＞ａ

ＢのRD_PATH (R-SEQ B)

更新されたRD_PATH (R_SEQ B)(E_SEQ b,a)(R_SEQ A)

例３ どのＲＤにも入らない場合

Ａ Ｂ

ＢのRD_PATH (R-SEQ B)

更新されたRD_PATH (R_SEQ B)(R_SEQ A)
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③ 他のＢＩＳから受信したRD_PATHの広告

例１ 同じＲＤＣ内に告知する場合

ｘ

Ａ Ｂ

ＢのRD_PATH (E_SEQ x)(R_SEQ B)

ＢがＡに広告する場合 変更なし

例２ 他のＲＤＣに告知する場合

2-1) ｘが他のＲＤＣにネストされていない場合

besides x=x' x

Ａ Ｂ

ＢのRD_PATH (E_SEQ x)(R_SEQ B)

ＢがＡに広告する場合 (R_SEQ x)

2-2) ｘがネストされている場合

ｘ'

ｘ

Ａ Ｂ

ＢのRD_PATH (E_SEQ x',x)(R_SEQ B)

ＢがＡに広告する場合 (E_SEQ x')(R_SEQ x)

2-3) ｘがオーバーラップしている場合

ｘ'

ｘ
Ａ Ｂ

ＢのRD_PATH (E_SEQ x',x)(R_SEQ B)

ＢがＡに広告する場合 (R_SET x)(E_SEQ x')(R_SEQ B)
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ｚ

ｙ
ｘ

Ｘ Ａ Ｂ

ＢのＲＤパス属性 (E_SEQ z,y,x)(R_SEQ B)

ＢがＡに広告するＲＤパス属性(E_SEQ z)(R_SET x)(E_SEQ y)(R_SEQ B)

Ａが更新するＢのＲＤパス属性(E_SEQ z)(R_SET x)(E_SEQ y)(R_SEQ A)

ＡがＸに広告するＲＤパス属性(R_SEQ z)

ｘ ｘ'

Ａ Ｂ Ｃ

Ｄ

ＡにおけるＡのパス属性 (E_SEQ x',x)(R_SEQ A)

ＡにおけるＢのパス属性 (E_SEQ x',x)(R_SEQ B,A)

ＡにおけるＣのパス属性 (E_SEQ x')(R_SEQ C)(E_SEQ x)(R_SEQ B,A)

アグリゲート後

Aggr (E_SEQ x')(R_SET C)(E_SEQ x)(R_SET B)(R_SEQ A)

ＡがＤに広告するパス属性(R_SEQ x')
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4. ポリシー

4.1 Preferenceの記述例

ここではISO/IEC 10747付属書Ｋをもとに、preferenceに関するポリシーの記述例に

ついて示す。

preferenceの値を次に示すＰＲＥＦ記述文により求める例を記述する。

PREF<route pattern template><local cond><bis>=<preference value expression>

･･･ (1)

( 1 )式で左辺では条件式を記述し、右辺は左辺の条件に該当する経路情報に対する

preferenceの値の計算式を記述する。このpreference値はDecision Processで使用され

る優先度を示し、LOC_REFの生成にも利用される。

<route pattern template>

route pattern templateには以下の構成要素がある。

－ <nlri>

－ [<info src>]

－ [<path>]

－ [<dist_att>]

－ [<att_cond>]

ここで、

<nlri> ：到達可能な宛先；実際の経路のＮＬＲＩがここで規定される宛先のサブセ

ットであれば一致するとする。< n l r i >は、すべてのポリシー記述文の

route patternに存在しなければならない。

<info src>：idrp、extあるいはinfo_anyのいずれかになり得る。；EXT_INFO attri-

buteの存在の有無に基づいて一致する。これはオプションであり、存在し

ない場合はデフォルトとしてidrpに一致する。

<path> ：RD_PATH attributeの内容に対して一致するためのＲＤＩ上の正規表現で

ある。これはオプションであり、存在しない場合はデフォルトとしてすべ

てのRD_PATH attributeに一致する。

<dist_att>：経路を一致させるためのdistinguished attributeのセットを規定する。

これはオプションであり、存在しない場合はデフォルトとしてすべての

distinguished attributeに一致する。

<att_cond>：他のすべてのattributeに対して、一致あるいは制御を提供する。これは、

経路が一致するために満たさなければならないroute attributeの条件を

規定する。たとえば、(EXPENSE()<10)&&(!present(DIST_INCL))という記

述では、再配布の制限を持たない低いコストの経路を一致させるための条

件を記述したい場合等に用いる式となる。これは規定される必要はなく、

存在しない場合はデフォルトとして任意のattributeを持った経路に一致

する。

ＪＳ－１０６１３－ｂ補遺



－ －108

またＰＲＥＦ記述文は、経路のattributeとは無関係な（たとえば日付等）ポリシー

を許すために“local condition tests”を含むこともできる。これはオプションであ

り、存在しない場合はデフォルトとしてすべてのlocal conditionに一致する。

<bis>では、異なるＢＩＳからの経路は異なるpreferenceを割り当てることができる。

<preference value expression>は、演算子（＋、－、＊、／、？等）を伴った整数

の計算式である。基本的な命令は、定数あるいは経路のattributeに基づいて値を戻す。

たとえばhopcount()、capacity()、weighted_list(EXCL<table>)のような関数である。

条件式は、論理演算子＆＆や を含み、(1)attributeの有無のテスト､(2)attribute··

に含む値の整数比較、(3)ローカルな条件のテスト等を含んでもよい。<pref value>は、

すべてのpreferenceの記述文に含まれなければならない。

コンフィギュレーションファイル内のＰＲＥＦ記述文の順番は重要であり、入力され

た経路に一致する最初の<route pattern>がpreference値を割り当てる。ＰＲＥＦ記述

文のリストは、特定の経路に対してのみ作用するフィルタとして考えることもできる。

より特定の経路に対する記述文を最初に記述し、より一般的な経路に対する記述文を後

の方に記述することによって、最初に一致した記述文を使用するという機能を効率よく

利用することができる。
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5. デフォルト値

5.1 タイマ

・Holdtime（1～65535）

９０（９０秒）とする。

・MinRouteAdvertisementInterval（1～65535）

３０（３０秒）とする。

・RetransmissionTime（0～65535）（＝KeepAliveの送信間隔）

３０（３０秒）とする。

・Ｔ （UPDATE PDU/RIB REFRESH PDUを受信してから確認応答を返すまでの最大時間。Ａ

ＢＧＰにはない）

０.５秒とする。

目安：Ｔ ＜ RetransmissionTimeＡ

・Ｔ （OPEN PDUの再送間隔）Ｒ

２０秒とする。

目安：Ｔ ×ｎ＞ CloseWaitDelay（150秒）Ｒ

・ｎ（OPEN PDUの再送回数）

１５回とする。

目安：Ｔ ×ｎ＞ CloseWaitDelay（150秒）Ｒ

・Ｔ （UPDATE PDU/RIB REFRESH PDUの再送間隔）Ｒ

２秒とする。

目安：Ｔ ≦ RetransmissionTime、Ｔ ＞Ｔ ＋2L（L:転送遅延）、Ｒ Ｒ Ａ

Ｔ >> Ｔ （Ｔ ＝1/3＊Holdtimer）Ｉ Ｒ Ｉ

・ｎ（UPDATE PDU/RIB REFRESH PDUの再送回数）

１０回とする。

目安：Ｔ ×ｎ＞ CloseWaitDelay（150秒）Ｒ

5.2 MaxPDUSize（1～65535）

1024（1024バイト）とする。

目安：基本標準6.2節の規定（すべてのＢＩＳは少なくとも1024バイトのBISPDUを受

信できなければならない）より。

5.3 OutstandingPdus（0～255）

４とする。
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6. その他

6.1 シーケンス例

あるＢＩＳ（Ａ）が電源を入れた直後のシーケンス例を以下に示す。

Ｂ Ａ Ｃ

電源オン

OPEN OPEN

OPEN

OPEN

RIB REFRESH RIB REFRESH

UPDATE UPDATE

UPDATE UPDATE

UPDATE

UPDATE UPDATE

UPDATE UPDATE

・ ・

・ ・

・ ・

KeepAlive

KeepAlive KeepAlive

・ KeepAlive

・ ・

・ ・

・

：ＢＩＳを示す。

6.2 他のプロトコルとの関係

ルーティング・ドメインの境界となる回線上ではＥＳ－ＩＳプロトコルを動作させて

もよい。

ルーティング・ドメインの境界となる回線上では、イントラドメインＩＳ－ＩＳプロ

トコルを動作させてはならない。
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1. サブネットワーク独立機能

1.1 プロトコル手順要素

(1) インアクティブサブセット

ＩＳＰでは、インアクティブサブセットを使用したＰＤＵを受信したら廃棄し、ま

た、エラー報告も行わないことになっている。

－理由－

インアクティブサブセットＰＤＵには、中継に必要なネットワークアドレス情報

が含まれないため中継が不可能である。

(2) 分割機能

分割機能の実装は必須となっている。使用については次のことに注意すべきである。

送出しようとするＮＰＤＵが長すぎて、自分が送出できないか、又は途中のＭＡＣ

ブリッジが送出できない場合は、分割機能を必ず使用しなければならない。それ以

外の場合、ＮＰＤＵの分割機能の使用は任意である。

－理由－

異種のＬＡＮをＭＡＣブリッジ（ＲＳＪ／ＲＤＪプロファイル）により接続する

場合、ＭＡＣブリッジは分割機能を持たないため、送信するＮＰＤＵ長を最大Ｌ

ＬＣ利用者データ長の最も短いＬＡＮに合わせて調整しなければならない。

例

TA51Jﾌﾟﾛﾌｨﾙ ＥＳ
RSJ/RDJ

ＩＳ ﾌﾟﾛﾌｨﾙ
TA54Jﾌﾟﾛﾌｨﾙ ②

MAC
① ＦＤＤＩ ﾌﾞﾘｯｼﾞ

CSMA/CD

図1.1 ＭＡＣブリッジ（ＲＳＪ／ＲＤＪプロファイル）を経由する通信の場合

図1.1において、ＩＳ①からＥＳ②へＮＰＤＵを送信するとき、ＩＳ①は必要であれ

ばあらかじめＮＰＤＵを分割し、ＣＳＭＡ／ＣＤ（ＴＡ５１Ｊプロファイル）に従

うＬＡＮのＬＬＣ利用者データ長の制限を満たすようにＮＰＤＵ長を調整しなけれ

ばならない。

なお、ＥＳ②が中間システム（ＲＡＪプロファイル、ＲＴＪプロファイル）である

場合も同様である。

(3) 組立機能

組立機能の実装及び使用は任意とした。但し、ＩＳＰでは組立機能を実装した場合、

その機能の動作を無効にする手段の提供を必須としている。

－理由－

ＩＳでの組立機能は相互接続に影響を及ぼさないので、その実装及び使用を任意

としている。しかし、ＩＳでＮＰＤＵを組立てると処理能力の低下をまねく恐れ
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があるため、この機能を無効にする手段を提供しなければならない。

(4) セキュリティ機能

セキュリティ機能は規定範囲外とした。ただし、ＲＡＪプロファイルでは使用しな

いことが好ましい。なお、使用しない場合においてセキュリティパラメタが受信Ｐ

ＤＵに含まれているときは、受信ＰＤＵを廃棄することが基本標準で規定されてい

る。

－理由－

ＰＤＵ送出元のＥＳでの使用有無に依存する機能であり、ＴＡＪプロファイルで

規定範囲外であることから規定範囲外とした。

(5) 部分ソースルーティング機能

部分ソースルーティング機能の実装は任意としている。

なお、ネットワーク内にこの機能を実装しているＩＳとそうでないＩＳが混在する

とＮＰＤＵのループが発生する恐れがあり、このような混在をさけることが望まし

い。

－理由－

この機能によるルーティングと、あて先ネットワークアドレスへのルーティング

の結果が異なる場合、各ＩＳがどちらのルーティングを使用するかが一致してい

ないとデータのループが発生しうる。

(6) 部分ルート記録機能

部分ルート記録機能の実装は必須としている。

－理由－

ネットワークのメンテナンスのために有効な機能であるため、ＩＳＰにおいて必

須となった。
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1.2 プロトコルの詳細

1.2.1 輻輳時の処理

転送能力を越えるＮＰＤＵを受信した場合やＷＡＮ上でのフロー制御あるいは再

送により、一時的に転送能力が低下した場合など、ＩＳでＮＰＤＵが滞留すること

によって輻輳が発生する可能性がある。

ここでは、ＬＡＮからＷＡＮへの方向の輻輳について解説する。

なお、実システムの構築にあたっては、ＷＡＮ側回線速度、ＩＳバッファ容量と

ＴＰＤＵ長、クレジット値などの関係を評価し、ＩＳで輻輳が発生しない範囲で運

用するようＷＡＮ側回線数やＩＳ数の最適化を図るべきである。

1.2.1.1 輻輳処理における前提条件

(1) ＩＳは、輻輳を直接制御する手段を持たないため、ＩＳでの輻輳を予防もし

くは輻輳状態から回復させるためには、ＥＳでのトラフィック調整が必要と

なる。

(2) ＩＳが、輻輳処理を開始（ＩＳ自身が輻輳状態を認識）したり、中止（輻輳

状態緩和と認識）することの判断は、ＩＳの実装に強く依存するのでローカ

ル事項とする。

－補足－

基本標準では、輻輳状態の判定は、残バッファ量ではなく、出力キューの

深さを基準に行うべきであるとしている。

1.2.1.2 ＩＳにおける輻輳時の処理

ＲＡＪプロファイルでは基本標準を次のように解釈する。

(1) ＩＳは、輻輳状態に近づくか輻輳状態が緩和されない状態においては、中継

可能なＮＰＤＵに対し、サービス品質維持パラメタが存在すれば、「輻輳通

知」フラグを“１”に設定する。（図1.2.1.2-1）

(2) ＩＳは、輻輳状態にあって中継できないＮＰＤＵを受信した場合は、これを

廃棄する。

(a) 輻輳により廃棄したＮＰＤＵがエラー報告フラグ“１”のＤＴ ＮＰＤＵ

の場合は、ＥＲ ＮＰＤＵを返送する（図1.2.1.2-2(a)）。ＥＲ ＮＰＤ

Ｕの廃棄理由は「輻輳によるＮＰＤＵ廃棄」とする。なお、この場合の

「発信元アドレス」にはＩＳのネットワークアドレスを設定する。また、

エラー報告フラグが“０”のＤＴ ＮＰＤＵの場合は、ＥＲ ＮＰＤＵは返

送しない。

(b) 輻輳により廃棄したＮＰＤＵがＥＲ ＮＰＤＵの場合は、それに対するＥ

Ｒ ＮＰＤＵは送出しない（図1.2.1.2-2(b)）。
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(3) ＩＳは、輻輳状態が緩和されたなら、中継するＮＰＤＵのサービス品質維持

パラメタの「輻輳通知」フラグはそのままとする（図1.2.1.2-3）。

－補足－

「 輻 輳 通 知 」 フ ラ グ が “ １ ” の Ｎ Ｐ Ｄ Ｕ を 受 信 し た 場 合 、 こ れ を

“０”に変更してはならない。

発信元ＥＳ 輻輳ＩＳ ＩＳ 宛先ＥＳ

「輻輳通知」=0 「輻輳通知」=1 「輻輳通知」=1
NPDU NPDU NPDU

輻輳に近づいたことを検知

図1.2.1.2-1 輻輳状態に近づいた場合の処理

発信元ＥＳ 輻輳ＩＳ ＩＳ 宛先ＥＳ
DT-NPDU

廃棄×
ER-NPDU

DT-NPDU （トランスポート層による再送） DT-NPDU

(a) 輻輳によるＤＴ ＮＰＤＵの廃棄

発信元ＥＳ 輻輳ＩＳ ＩＳ 宛先ＥＳ
ER-NPDU

廃棄×

(b) 輻輳によるＥＲ ＮＰＤＵの廃棄

図1.2.1.2-2 輻輳状態の処理

発信元ＥＳ ＩＳ ＩＳ 宛先ＥＳ

「輻輳通知」=0 「輻輳通知」=0 「輻輳通知」=0
NPDU NPDU NPDU

図1.2.1.2-3 輻輳状態緩和時の処理
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1.3 パラメタ値

基本標準において、タイプ２／タイプ３に分類される機能に関するパラメタは、ＩＳ

Ｐでは次のように規定している。

タイプ２機能

この機能の実装は任意である。この機能を実装していない場合、該当するパラメタを

含むＮＰＤＵを受信したらそれを識別し、ＮＰＤＵを廃棄する。

このため、パラメタについては次の通り規定している。

受信：この機能の実装有無に関わらず、必ず受信ＮＰＤＵ内の該当パラメタをチェッ

クしなければならない。したがって、パラメタの受信は「必須」としている。

送出：この機能を実装していれば、該当するパラメタを含むＮＰＤＵを送出すること

がある。しかし、この機能を実装していなければ、該当するパラメタを含むＮ

ＰＤＵを送出することは決してない。したがって、パラメタ送出は「任意」と

している。

例 ：完全ソースルーティング、完全ルート記録

タイプ３機能

この機能の実装は任意である。この機能を実装していない場合、該当するパラメタを

含むＮＰＤＵを受信しても特にパラメタを解釈することなしに正常にＮＰＤＵを処理

する。

このため、パラメタについては次の通り規定している。

受信：この機能を実装していれば受信ＮＰＤＵ内の該当パラメタをチェックするが、

この機能を実装していなければ、チェックしない。したがって、パラメタの受

信は「任意」としている。

送出：この機能の実装有無に関わらず、結果として該当するパラメタを含むＮＰＤＵ

を送信することになる（ＮＰＤＵは廃棄されない）ため、パラメタの送出は

「必須」としている。

例 ：パディング、部分ソースルーティング、サービス品質維持、優先度

なお、部分ルート記録もタイプ３機能だが、ＩＳＰで実装を必須としているた

め、送出だけでなく受信も必須となっている。
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2. サブネットワーク依存機能

2.1 ブロードキャスト型サブネットワーク

ＬＡＮがブロードキャスト型サブネットワークに相当する。

ＬＡＮ側で（物理的切断などにより）データ転送不能になった場合、それ以後ＷＡＮ

側から受信したＤＴ ＮＰＤＵは廃棄し、ＥＲ ＮＰＤＵを返送する。このときＥＲ Ｎ

ＰＤＵの廃棄理由は「宛先アドレス到達不可（10000000）」となる。

2.2 ポイントツーポイント型サブネットワーク

専用線、フレームリレー（ＰＶＣ）、セルリレー（ＰＶＣ）がポイントツーポイント

型サブネットワークに相当する。

2.3 ＤＡ型サブネットワーク

2.3.1 ISO 8208 ＤＡ型サブネットワーク

パケット交換網、ＩＳＤＮパケット交換におけるＶＣサービスがISO 8208 ＤＡ

型サブネットワークに相当する。

2.3.1.1 呼確立解放の契機

ＶＣ確立解放の契機は相互接続に影響しないため、ローカル事項としている。

2.3.1.2 ＶＣ確立衝突の解決

二つのＳＮＤＣＦが互いに対して同時にＶＣ確立を試みることがあり、ＣＲパ

ケットに対するＣＣパケットを受信する前に、同一ＤＴＥからのＣＮパケットを

受信した場合をＶＣ確立の衝突という。

(1) ＶＣ確立衝突の解決について、実行（一方のＶＣを解放すること）は任意と

するが、通信相手のＤＴＥがＶＣ衝突の解決を実行した結果どちらのＶＣが

解放されても、残りのＶＣを保持して、これを使用して通信することを必須

としている。

－理由－

ＶＣ確立衝突の解決は、ＶＣの効率的な活用を行う場合に必要であるが、

複数ＶＣが確立されても相互接続に影響はないので、実行するかどうかを

任意とし、実行するＩＳとそうでないＩＳが通信する場合にも問題が生じ

ないようにする。

(2) ＶＣ確立衝突の解決を実行する場合、ＤＴＥアドレス比較による解決手順を

採らずＳＮＣＲ値による解決手順を採用する。そのときのＳＮＣＲ値は０以

外のランダムな値とする。

－理由－

基本標準では、発呼ＤＴＥアドレスが明示される網においてＶＣ確立の衝

突検出が可能であり、この時ＳＮＣＲ値が一致した場合には発呼／着呼Ｄ
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ＴＥアドレスを比較して値の大きいＶＣを優先させることで、ＶＣ確立衝

突の解決を行う。

しかし、ＤＴＥアドレス比較による解決手順では、図2.3.1.2-1に示すよう

な網間接続形態において、ＤＴＥアドレスがエンドツーエンドで透過的に

は伝わらないため不完全である。したがって、衝突解決を実行する場合に

はＳＮＣＲ値を明示することとした。

ISO 8208レベルで

IS① 中継を行う装置 IS②

□ 網Ａ ■ 網Ｂ □

A1 A2 B1 B2

図2.3.1.2-1 ISO 8208レベルで中継を行う網間接続形態

ＩＳ①からＩＳ②へ発呼するとき、①からのＣＲパケットのＤＴＥアドレ

スは次のとおりとなる。

・発呼ＤＴＥアドレス＝Ａ１， 着呼ＤＴＥアドレス＝Ａ２

しかし、②が受信するＣＮパケットでのＤＴＥアドレスは、ISO 8208レベ

ルで中継を行う装置を想定した場合、次のように変更される。

・発呼ＤＴＥアドレス＝Ｂ１， 着呼ＤＴＥアドレス＝Ｂ２

一般に、Ａ１とＡ２の大小関係とＢ１とＢ２の大小関係が一致するとは限

らないため、ＩＳ②からＩＳ①へのＶＣ確立と衝突した場合、両方のＶＣ

が切断される可能性がある。

(3) ＶＣ確立衝突の解決を実行しない場合、発呼時にＳＮＣＲ値を省略する。た

だし、相手ＤＴＥがＶＣ確立衝突の解決を行うことがあるので着呼時にＳＮ

ＣＲを受信したら、このパラメタを無視する。

(4) ＳＮＣＲ値を用いたＶＣ確立衝突の解決

① ＳＮＣＲ値が省略された場合、ＳＮＣＲ値はゼロが設定されたものとして

処理する。

ＪＳ－１０６１３－ｂ補遺



－ －120

IS PSDN IS
② ＶＣ確立の衝突時、ＳＮＣＲ値

CR CR
を比較し、その結果ＳＮＣＲ値 (SNCR小) (SNCR大)

CN CN
が大きければ確認応答(CA)を返

CA CQ 着呼拒否
送し、小さければ着呼拒否す

C1 CC ＶＣ確立
る。

CF

ＶＣ確立
CF

IS PSDN 装置( )１

③ ＶＣ確立の衝突時、自ＳＮＣＲ
CR CR

値が小さいにもかかわらず、相 (SNCR小)
CN CN 衝突解決

手装置( )からＶＣ確立が拒否さ１

CA CQ なし
れなかった場合は、このＶＣを

CC CC ＶＣ確立
切断する。

切断 CQ

C1
注( ) ＤＴＥアドレス比較によりＶ１

CF
Ｃ確立衝突の解決を行う装置 CF

IS PSDN IS
④ ＳＮＣＲ値が同じであった場合

CR CR
ＶＣ確立を拒否した後、０以外

(同一SNCR) CN CN (同一SNCR)
のＳＮＣＲ値をランダムに変更

着呼拒否 CQ CQ 着呼拒否
して再発呼する。再発呼までの

CI CI
間に、ＶＣが確立した時は再発

CF CF
呼しない。

CF CF

(SNCR値を変更して)

再発呼 CR CR 再発呼

(SNCR小) CN CN (SNCR大)

CA CQ 着呼拒否

CI CC ＶＣ確立

CF

CF

2.3.1.3 複数ＶＣの使用

(1) 二つのＩＳ間に複数のＶＣを確立して使用する場合、原則としてまず１本の

ＶＣを確立してから、その後に追加のＶＣを確立することが望ましい。
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－理由－

ＶＣ確立衝突時、ＳＮＣＲ値による衝突解決手順が実行された場合、複数

ＶＣの確立はできないことによる。

IS PSDN IS

CR

CN

CA

ＶＣ確立 CC
CR

CN

CA

CC ＶＣ確立

(2) 複数のＶＣを確立する場合、追加ＶＣのＳＮＣＲ値はすでに確立されて持っ

ているＶＣのＳＮＣＲ値と０を除くランダムな値とする。

－理由－

相手ＩＳがＶＣ確立衝突の解決を行う装置の場合、同一ＳＮＣＲ値を使用

すると古い方のＶＣが切断されることによる。

2.3.1.4 ＶＣ確立衝突の解決手順に関する比較

ＶＣ確立衝突の解決をＳＮＣＲ値の比較によって行うＩＳとＤＴＥアドレス比

較（同一ＳＮＣＲ値の場合）によって行うＩＳとの相互接続時のＶＣ確立衝突の

解決手順を表2.3.1.4-1に示す。

表2.3.1.4-1 ＳＮＣＲ値又はＤＴＥアドレス比較によるＶＣ確立衝突の解決手順の比較

SNCR値の比較 ＳＮＣＲ値が一致の場合
ＳＮＣＲ値が

結果
不一致の場合

接続関係 ＳＮＣＲ値≠０ ＳＮＣＲ値＝０

ＳＮＣＲ値比較によ 着呼拒否後、ＳＮＣ 衝突解決を実行しな

① 対向 る衝突解決を実行 Ｒ値をランダムに変 い。( )７

( ) 更し、再発行 ( )１ ４

衝突解決を実行しな ＤＴＥアドレス比較 ＤＴＥアドレス比較

② 対向 い。( ) による衝突解決を実 による衝突解決を実２

行( ) 行( )５ ５

①側で衝突解決を実 ①と②双方で衝突解 ②側で衝突解決を実

①と②対向 行( ) 決を実行 ( ) 行( )３ ６ ８
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①－ＳＮＣＲ値比較によりＶＣ確立衝突の解決を行う装置

②－ＤＴＥアドレス比較によりＶＣ確立衝突の解決を行う装置

注( ) ＳＮＣＲ値を比較して大きい方のＶＣを優先させる。一方のＳＮＣＲが省略された１

場合、ＳＮＣＲ不使用装置側の接続要求は、ＳＮＣＲ値が“０”とみなされるので

ＶＣ確立要求が拒否される。

( ) ＳＮＣＲ値が異なるので、ＶＣ確立衝突の解決は実行しない。２

( ) ①側は、ＳＮＣＲ値を比較してＶＣ確立衝突の解決を実行するが、②側は、ＳＮＣ３

Ｒ値が異なるので衝突解決を実行しない。

①側は、

(a) 自ＳＮＣＲ値が大きければＶＣ確立要求を拒否する。

(b) 自ＳＮＣＲ値が小さければＶＣ確立後、自装置側から確立したＶＣを切断す

る。

( ) 同一ＳＮＣＲ値（≠０）である場合、互いにＶＣ確立を拒否した後、ＳＮＣＲ値を４

ランダムに変更して再発呼する。

ＳＮＣＲ値が共にゼロである場合、衝突解決を実行しない。

( ) ＤＴＥアドレスを比較して大きい方のＶＣを優先させる。５

( ) ①側は、同一ＳＮＣＲ値（≠０）である場合、ＶＣ確立要求を拒否し、②側は、Ｄ６

ＴＥアドレス比較を実行する。

(a) ②側でのＤＴＥアドレス比較によりＶＣ確立要求を受入れた場合、①側は再

発呼不要である。

(b) ②側で、ＶＣ確立要求を拒否した場合、①側はＳＮＣＲ値をランダムに変更

して再発呼するので、以後( )項と同様になる。３

ＳＮＣＲ値が共にゼロである場合は、( )項と同様になる。８

( ) ＳＮＣＲ値が共にゼロであるので、衝突の解決を実行しない。７

( ) ①側は、ＳＮＣＲ値が共にゼロであるので、衝突の解決を実行しない。②側では、８

ＤＴＥアドレス比較により自ＤＴＥアドレスが大きければＶＣ確立要求を拒否する。
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2.3.1.5 データの分割と組立

ＩＳがＬＡＮからＷＡＮへデータを中継する際のデータの分割・組立の処理方

法として、ＣＬＮＰにおける分割・組立の有無によって、表2.3.1.5-1に示す四

つのケースが考えられる。それぞれのケースのシーケンス例を図2.3.1.5-1～図

2.3.1.5-4に示す。ＲＡプロファイルでは、この例の中で最も効率の良い「分割

なし／組立なし」を推奨する。ただし、いずれもＬＳＤＵの最大長による分割が

不要な場合の例を示している。

表2.3.1.5-1 ＣＬＮＰにおけるデータの分割、組立方式に関する比較

CLNPでの

方式 分割なし 分割なし 分割あり 分割あり

組立なし 組立あり 組立なし 組立あり

項目

シーケンス例 図2.3.1.5-1 図2.3.1.5-2 図2.3.1.5-3 図2.3.1.5-4

( ) ( )１ １

パケット数 少ない 最も少ない 最も多い 多い

( ) ( )２ ２

ＩＳでの遅延 遅延少ない 遅延多い 遅延少ない 遅延多い

( )３

対称性 あり なし なし なし

注:( ) 分割された各々のＮＳＤＵセグメントにヘッダが付加され、パケット数が１

増加する可能性がある。したがって、データの分割はISO 8208で行う方が

望ましい。

( ) 組立に伴い、遅延・バッファ効率の低下をまねく可能性があるため、ＣＬ２

ＮＰで組立を行わない方が望ましい。

( ) ＬＡＮからの受信ＮＰＤＵと、中継先のＬＡＮへの送信ＮＰＤＵを１対１３

に対応付けできる場合、対称性ありとした。
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① 受信したＮＰＤＵが分割されていない場合

L L C CLNP S N D C F ISO W A N ISO S N D C F CLNP L L C
8208 8208

MS=ｵﾌ

M=ｵﾝ

M=ｵﾝ

M=ｵﾌ
MS=ｵﾌ

② 受信したＮＰＤＵが分割されている場合

L L C CLNP S N D C F ISO W A N ISO S N D C F CLNP L L C
8208 8208

MS=ｵﾝ

M=ｵﾝ

M=ｵﾌ
MS=ｵﾝ

MS=ｵﾌ

M=ｵﾝ

M=ｵﾌ
MS=ｵﾌ

ＭＳ：ＣＬＮＰの「モアセグメントフラグ」

Ｍ ：ISO 8208の「モアデータビット」

図2.3.1.5-1 ＣＬＮＰで［分割なし／組立なし］のシーケンス例
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① 受信したＮＰＤＵが分割されていない場合

L L C CLNP S N D C F ISO W A N ISO S N D C F CLNP L L C
8208 8208

MS=ｵﾌ

M=ｵﾝ

M=ｵﾝ

M=ｵﾌ
MS=ｵﾌ

② 受信したＮＰＤＵが分割されている場合

L L C CLNP S N D C F ISO W A N ISO S N D C F CLNP L L C
8208 8208

MS=ｵﾝ

組
立

MS=ｵﾌ

M=ｵﾝ

M=ｵﾝ

M=ｵﾌ
MS=ｵﾌ

ＭＳ：ＣＬＮＰの「モアセグメントフラグ」

Ｍ ：ISO 8208の「モアデータビット」

図2.3.1.5-2 ＣＬＮＰで［分割なし／組立あり］のシーケンス例
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① 受信したＮＰＤＵが分割されていない場合

L L C CLNP S N D C F ISO W A N ISO S N D C F CLNP L L C
8208 8208

MS=ｵﾌ

M=ｵﾌ MS=ｵﾝ
MS=ｵﾝ

M=ｵﾌ MS=ｵﾝ
MS=ｵﾝ

M=ｵﾌ MS=ｵﾌ
MS=ｵﾌ

② 受信したＮＰＤＵが分割されている場合

L L C CLNP S N D C F ISO W A N ISO S N D C F CLNP L L C
8208 8208

MS=ｵﾝ

M=ｵﾌ MS=ｵﾝ
MS=ｵﾝ

M=ｵﾌ MS=ｵﾝ
MS=ｵﾝ

MS=ｵﾌ

M=ｵﾌ MS=ｵﾝ
MS=ｵﾝ

M=ｵﾌ MS=ｵﾌ
MS=ｵﾌ

ＭＳ：ＣＬＮＰの「モアセグメントフラグ」 Ｍ：ISO 8208の「モアデータビット」

図2.3.1.5-3 ＣＬＮＰで［分割あり／組立なし］のシーケンス例
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① ＬＡＮ側からのＮＰＤＵが分割されていない場合

L L C CLNP S N D C F ISO W A N ISO S N D C F CLNP L L C
8208 8208

MS=ｵﾌ

組 MS=ｵﾝ M=ｵﾌ MS=ｵﾝ

立 MS=ｵﾝ M=ｵﾌ MS=ｵﾝ

MS=ｵﾌ M=ｵﾌ MS=ｵﾌ

MS=ｵﾌ
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② ＬＡＮ側からのＮＰＤＵが分割されている場合

L L C CLNP S N D C F ISO W A N ISO S N D C F CLNP L L C
8208 8208

MS=ｵﾝ

組
立

MS=ｵﾌ

組 MS=ｵﾝ M=ｵﾌ MS=ｵﾝ

立 MS=ｵﾝ M=ｵﾌ MS=ｵﾝ

MS=ｵﾝ M=ｵﾌ MS=ｵﾝ

MS=ｵﾌ M=ｵﾌ MS=ｵﾌ

MS=ｵﾌ

ＭＳ：ＣＬＮＰの「モアセグメントフラグ」

Ｍ ：ISO 8208の「モアデータビット」

図2.3.1.5-4 ＣＬＮＰで［分割あり／組立あり］のシーケンス例
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2.3.2 ISO 7776 ＤＡ型サブネットワーク

ＩＳＤＮ回線交換、回線交換網、電話網がISO 7776 ＤＡ型サブネットワークに

相当する。

2.3.2.1 呼確立解放の契機

呼確立契機は相互接続に影響しないため、ローカル事項としている。呼解放

については、課金を少なくするため無通信監視により不要な呼を解放すること

を必須としている。

無通信監視タイマ値は、上位層での最大無活動時間よりも大きく設定すべき

である。また、輻輳時に転送スループットを増加させるために呼を追加した場

合、その呼の無通信監視タイマ値は元の呼のものより短くすべきである。

2.3.2.2 呼確立衝突の解決

二つのＳＮＤＣＦが互いに対して同時に呼確立を試みることがあり、発呼に

対して応答を受信する前に同一相手からの着呼を受信した場合を呼確立衝突と

いう。

呼確立衝突の解決を行わないと、同一相手との間に呼が２本確立されてしま

い、網が時間課金の場合は呼を１本確立するのと比べて２倍の課金がかかるこ

とがある。したがって、呼確立衝突の解決方法が必要となる。

しかしながら、ISO 7776 ＤＡ型サブネットワークにおいては、2.3.1.2項に

示すような標準的な衝突解決方法がない( )ため、検討課題である。１

注:( ) 発着アドレス（網加入番号）の大小比較による衝突解決は、次のよ１

うに適用に制限がつくため、汎用的な方法としての採用は困難であ

る。

－ 発アドレスが通知されない網（電話網等）に適用できない。

－ 私設網（ＰＢＸ）等を経由して公衆網と通信する場合、2.3.1.

2項の(2)に示したのと同様、網間接続形態におりてＤＴＥアド

レスがエンドツーエンドで透過的に伝わらないという問題が生

じる可能性があるため適用できない。
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規 約 標 準 解 説 部

ＥＳ ＩＳプロトコル－
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1. サブネットワークに依存しない機能

1.1 プロトコル手順要素

ＩＳにおけるプロトコル手順要素選択の考え方を次に示す。

なお、ＥＳ－ＩＳプロトコルでは、ＣＩ（コンフィギュレーション情報）サポート及び

ＲＩ（リダイレクト情報）サポートの二つのサブセットがあり、サブネットワークの種類

により、実装及び使用が異なる（２章を参照）。また、以下の記述は、これらのサブセッ

トの実装及び使用時に適用する。

(1) チェックサム

送信時にチェックサムを使用するか否かは任意であるが、ＬＡＮ内相互通信の場合は

使用しないことを強く推奨した。なお、チェックサム有りのＰＤＵを受信した場合の

処理機能の実装は、基本標準の規定に従い必須とした。

－理由－

データリンク層における見逃し誤り率が低いので不要である。更に、チェックサム

を使用するとオーバヘッドを大きくする要因となる。

(2) ＥＳＣＴ生成機能

ＩＳＨ ＰＤＵ中にＥＳＣＴパラメタを付加する機能の実装及び使用は、任意とした。

－理由－

ＩＳにおけるＥＳＣＴ生成機能は、ＥＳが使用するＣＴの値をＩＳが調整する機能

であり、相互接続性に影響がないので、実装及び使用を任意のままとした。

(3) アドレスマスク生成機能

アドレスマスク生成機能の実装及び使用は任意であるが、実装することを強く推奨し

た。

－理由－

ＩＳがこの機能を使用することにより、ＲＤ ＰＤＵ数を削減し、ＥＳでのルーテ

ィングテーブル量の削減及びルーティング処理の軽減ができる場合があるので、実

装し、使用することが好ましい。

(4) セキュリティ機能

セキュリティ機能の実装は任意、使用は規定範囲外としたが、使用しないことを強く

推奨した。なお、使用しない場合はセキュリティパラメタを持つＰＤＵを受信したら、

そのＰＤＵを廃棄する。

－理由－

この機能は使用方法及び必要性が明確になっていないので、実装は任意、使用は規

定範囲外としたが、相互接続性を高めるために使用しないことが好ましい。
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(5) サービス品質維持機能

サービス品質維持機能の実装は任意、使用は規定範囲外としたが、使用しないことを

強く推奨した。なお、使用しない場合にサービス品質維持パラメタを持つＰＤＵを受

信したら、そのパラメタを無視し正しく処理する。

－理由－

この機能は、使用方法及び必要性が明確になっていないので、実装は任意、使用は

規定範囲外としたが、相互接続性を高めるために使用しないことが好ましい。

(6) 優先データ機能

優先データ機能の実装は任意、使用は規定範囲外としたが、使用しないことを強く推

奨した。なお、使用しない場合に優先データパラメタを持つＰＤＵを受信したら、そ

のパラメタを無視し正しく処理する。

－理由－

この機能は、使用方法及び必要性が明確になっていないので、実装は任意、使用は

規定範囲外としたが、相互接続性を高めるために使用しないことが好ましい。

(7) ＩＳＨ ＰＤＵ受信

ＩＳが、ＩＳＨ ＰＤＵを受信する機能の実装は任意、使用は規定範囲外とした。

－理由－

この機能は、相互接続性に影響がないので規定範囲外とした。

1.2 プロトコルの詳細

(1) 初期化時動作

電源投入時又はエラー回復時には、まず、ＩＳＨ ＰＤＵを送信し、その後ＣＴを起

動させる。

－理由－

自装置の存在を速やかに他装置へ通知することが望ましい。

(2) アドレスマスクパラメタの長さ

アドレスマスクパラメタに関して行われる決定動作を、次のように分類する。

① ＩＳが、ＲＤ ＰＤＵ内に設定して送信するアドレスマスクのフォーマットを決

定する。

② ＥＳが、ＲＤ ＰＤＵを受信して、そこに設定されているアドレスマスクを有効

なパラメタとして採用するかどうかを決定する。

③ 上記②で、ＥＳがアドレスマスクを採用することに決めたとき、自分が持ってい

るＲＩＢ内の各エントリごとに、そのアドレスマスクとの比較を行うかどうかを

決定する。
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④ 上記③で、ＥＳがアドレスマスクとの比較を行うと決定した各エントリごとに比

較を行って、そのエントリにＲＤ ＰＤＵのリダイレクト情報を適用するかどう

かを決定する。

前記のうち、ＲＡＪプロファイルでは次の規定に従って①の動作のみ実行する。

・アドレスマスクパラメタのうち「先頭ビットから、最も後ろにある値“１”のビ

ットまで」の長さが、ネットワークアドレスの長さ以下である場合に、このアド

レスマスクパラメタはこのネットワークアドレスと「対応している」と定義する。

・ＩＳは、ネットワークアドレスと「対応している」ようにアドレスマスクを作成

する。

例

上位 下位

宛先ﾈｯﾄﾜｰｸｱﾄﾞﾚｽ 宛先ﾈｯﾄﾜｰｸｱﾄﾞﾚｽ 宛先ﾈｯﾄﾜｰｸｱﾄﾞﾚｽ 宛先ﾈｯﾄﾜｰｸｱﾄﾞﾚｽ

アドレスマスク 1111111100000000 11111111 111111110000000000000000

対応している 対応している 対応している

宛先ﾈｯﾄﾜｰｸｱﾄﾞﾚｽ 宛先ﾈｯﾄﾜｰｸｱﾄﾞﾚｽ 宛先ﾈｯﾄﾜｰｸｱﾄﾞﾚｽ 宛先ﾈｯﾄﾜｰｸｱﾄﾞﾚｽ

アドレスマスク 1111000011001100 11110011 111111110000000000001100

対応している 対応している 対応していない
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1.3 パラメタ値

(1) ホールディングタイマ（ＨＴ）

ＥＳＨ ＰＤＵ及びＩＳＨ ＰＤＵによるコンフィギュレーション情報やＲＤ ＰＤ

Ｕによるリダイレクト情報を当該ＰＤＵを受信したシステムが保持する時間を示すタ

イマであり、その値はＥＳＨ、ＩＳＨ及びＲＤの各ＰＤＵに設定されている。

(a) ＨＴ値の設定方法

ＩＳがＩＳＨ及びＲＤの各ＰＤＵに設定するＨＴ値は、ＩＳへローカルに設定でき

なければならない。

(b) コンフィギュレーション情報の削除要求

ＩＳが停止処理などによって機能停止を事前に検出できる場合、ＨＴ値が‘０’で

あるＩＳＨ ＰＤＵを送出することによって、各ＥＳにおける自ＩＳのコンフィギ

ュレーション情報を速やかに消去（フラッシュ）させることができる。

(c) ＨＴ値の参考値

ＨＴの値は、次の関係を満たすよう設定すべきである。

ＨＴ-RD ＞ Ｗ …①

ＨＴ-RD ＜ Ｔ１ × （Ｎ－１） …②

ＨＴ-ISH ＝ ＨＴ-RD …③

ここで、

ＨＴ-ISH：ＩＳＨ ＰＤＵに設定するホールディングタイマ

ＨＴ-RD ：ＲＤ ＰＤＵに設定するホールディングタイマ

Ｗ ：トランスポート層のウィンドウ時間

Ｔ１ ：トランスポート層の自局再送時間

Ｎ ：トランスポート層のデータ最大送信回数

である。例えば次の値の場合を考える。

Ｗ ＝ ６０秒

Ｔ１ ＝ １０秒

Ｎ ＝ ８回

この値を式①と式②に代入すると次の結果が得られる。

６０秒 ＜ ＨＴ-RD ＜ ７０秒

この結果から導き出されるＨＴ-RDの値は、６５秒程度となる。

また、この値を式③に代入すると、ＨＴ-ISHの値も６５秒程度となる。

－理由－

・ＨＴ-RDについて

ＨＴ-RDの値は、次の①と②の要件を両方とも満たすようにすべきである。
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① 正常状態では、タイムアウトしない。

通信中のＩＳや、通信相手のＥＳＴが正常に動作している間は、ＥＳにお

けるＨＴ-RDがリフレッシュリダイレクト機能により常に回復され続けて、

タイムアウトしないことが望ましい。

② 異常状態では、トランスポートコネクションが解放されるより前にタイム

アウトする。

ＬＡＮ間に複数のＩＳが存在する場合、データ転送中に一方のＩＳがダウ

ンした状況を想定する。このとき、トランスポートコネクションが解放さ

れる前にＥＳにおけるＨＴ-RDがタイムアウトすると、ダウンしたＩＳの

情報を消すことができ、ＥＳがもう一方のＩＳに「乗換え」て通信を継続

できる可能性がある( )。１

注( ) ＲＡＪプロファイルにおいてＩＳ－ＩＳプロトコルが使用されな１

い場合は、ＩＳがダウンしたとき他のＩＳがその事象を認識でき

ないため、たとえ複数のＩＳが存在したとしても「乗換え」が可

能だとは限らない。

①の条件について

トランスポート層では、トランスポートユーザ間で無通信状態であっても一定

時間間隔（Ｗ）でＡＫ ＴＰＤＵの交信が行われる。また、ＥＳ－ＩＳプロト

コルでは、ＥＳがＩＳからＮＰＤＵを受信する都度、そのＩＳに関するＨＴ-

RDの残り時間を「最初に受信したときの値」に戻すこととしている（リフレッ

シュダイレクト機能）。

したがって、ＩＳが送信するＲＤ ＰＤＵのホールディングタイムパラメタ値

をＷより長くしておけば、トランスポートコネクションが確立している限り、

ＥＳにおけるＨＴ-RDはリフレッシュされ続けタイムアウトしなくなる。

②の条件について

データ通信中にＩＳがダウンしたとき、トランスポート層でデータが再送され

ている間にＥＳにおけるＨＴ-RDがタイムアウトし、少なくとも最後の再送デ

ータは、ダウンしたＩＳとは別のＩＳに対して送信されるようにすることで、

条件②を満たすことができる。

このためには、ＩＳが送信するＲＤ ＰＤＵのホールディングタイムパラメタ

値を「データ再送が（Ｎ－１）回行われる時間」すなわちＴ１×（Ｎ－１）よ

りも短くしておけばよい。

・ＨＴ-ISHについて

ＨＴ-ISHの値はＨＴ-RDの値と同じ条件を満たすように設定すべきである。
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(2) コンフィギュレーションタイマ（ＣＴ）

ＩＳは、ＣＴが満了するごとに、全ＥＳアドレスを宛先アドレスとしてＩＳＨ ＰＤ

Ｕを送信する。

(a) ＣＴ値の設定方法

ＩＳＨ ＰＤＵに関するＣＴの値は、ＩＳへローカルに設定できなければならないこ

ととした。

(b) ＣＴ値の参考値

ＣＴの値は、次の式を満たすように設定することとした。

ＨＴ-ISH
ＣＴ-ISH ＝ －α

２

ここで、

ＨＴ-ISH：ＩＳＨ ＰＤＵに設定するホールディングタイマ

ＣＴ-ISH：ＩＳＨ ＰＤＵの送信に関するコンフィギュレーションタイマ

ＨＴ-ISH
α：ＣＴ-ISHを より少し短くするための調整値

２

である。前述の結果に基づき、ＨＴ-ISHが６５秒であるとすると、ＣＴ-ISHは３０秒

程度として算出できる。

－理由－

基本標準にも記述されているように、たとえＩＳＨ ＰＤＵが一度届かなかったと

しても、それだけでＨＴ-ISHがタイムアウトしないようにするために、ＣＴ-ISHの

値をＨＴ-ISHの半分より少し短く設定する。

1.4 アドレス

次の事項を除いて、アドレスに関してはアドレス体系実装規約に従う。

(1) ネットワークエンティティタイトル

ＩＳＨ ＰＤＵ及びＲＤ ＰＤＵで転送するネットワークエンティティタイトルの形

式は、ＴＡＪプロファイルのネットワークアドレス形式と同一とする。

1.5 実装上の留意事項

(1) ＥＳ－ＩＳプロトコルを実装していないＥＳとの通信

ＩＳのＲＩＢの各エントリは、ＥＳがＥＳ－ＩＳプロトコルを実装している場合には

動的に生成される。

しかし、ＥＳ－ＩＳプロトコルを実装していないＥＳとの通信を可能とするために、

ＩＳのＲＩＢへエントリを静的にも登録できることが好ましい。
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2. サブネットワークに依存する機能

ＩＳにおけるＥＳ－ＩＳプロトコルは、サブネットワークの種類により一部動作が異なる。

ＥＳ－ＩＳを適用するサブネットワークを次の三種類に分類する。また、この三種類にお

けるＥＳ－ＩＳのＣＩ（コンフィギュレーション情報サポート）及びＲＩ（リダイレクト情

報サポート）の二つのサブセットの実装及び使用を、表2に示す。

・ＬＡＮ （ブロードキャスト型サブネットワーク）

・ＷＡＮ ＰＰ型 （ポイントツーポイント型サブネットワーク）

・ＷＡＮ ＤＡ型 （ＤＡ回線型サブネットワーク(交換網)）

表2 ＥＳ－ＩＳのサブネットワークに依存する機能

サブネットワークの種類 ｺﾝﾌｨｷﾞｭﾚｰｼｮﾝ情報･CI ﾘﾀﾞｲﾚｸｼｮﾝ情報･RI

ＬＡＮ（ブロードキャスト型） ｍｍ ｍｍ( )１

ＷＡＮ ＰＰ型(ﾎﾟｲﾝﾄﾂｰﾎﾟｲﾝﾄ型)定額課金 ｍｍ( ) －２

ＷＡＮ ＰＰ型(ﾎﾟｲﾝﾄﾂｰﾎﾟｲﾝﾄ型)従量課金 ｍｏ( ) －２

ＷＡＮ ＤＡ型(交換網(ISDN,X.25等)) － ( ) ｍｍ( )３ １

注( ) ＲＤの送信だけではなくＤＴの回送も必須である。１

( ) 相手がＥＳのときのみ動作する。相手もＩＳの場合はＩＳ－ＩＳプロトコルを動作２

する。

( ) 適用範囲外：一般的に使用しない。３

2.1 ＬＡＮサブネットワークに依存する機能

(1) サブセットの選択

ＣＩ及びＲＩの二つのサブセットの実装及び使用を必須とする。

－理由－

(a) ＣＩをサポートしないと、通信相手となるＥＳに関するアドレス情報をすべて

ＩＳに登録し、維持しなければならない。また、ＥＳに対しても当該にＩＳに

関するアドレス情報を登録・維持させなければならず、管理の手間を著しく増

大させることになる。

(b) ＲＩをサポートしないと、ＥＳは最適ルートで通信できないことがあり、中継

のオーバヘッド、ＬＡＮ上の不要な情報を増加させることになるので好ましく

ない。

(2) ＢＳＮＰＡアドレス

ＲＤ ＰＤＵ内でＢＳＮＰＡアドレスを処理するとき、次の規定に従う。

① ＢＳＮＰＡアドレスは４８ビットのＭＡＣアドレスとする。

② ＢＳＮＰＡアドレスとしてのＭＡＣアドレスは、ＬＡＮの種類によらずメモリ

上の値を同じにしなければならない。どのＬＡＮにおいても、メモリ上ではISO

8802-3(CSMA/CD)と同じとする。
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注） このため、トークンリング（ＴＡ５３Ｊプロファイル）及びＦＤＤＩ（ＴＡ５４

Ｊプロファイル）においては、ＭＡＣ副層でＭＡＣアドレスとして転送される４

８ビットのビット列と、ＭＡＣ副層でＭＡＣ利用者データ（ネットワーク層のＢ

ＳＮＰＡアドレス）として転送される４８ビットのビット列は、意味としては同

じＭＡＣアドレスを示していても、伝送路上のビット順序が逆になることに注意

する必要がある。

ＬＡＮの種類によらず保持されるものを次に示す。

ＬＡＮに依存しないで同一であるもの

ＭＡＣ副層における 伝送路上のビット順序

ＭＡＣアドレス （メモリ上の値はＬＡＮにより異なる）

ＭＡＣ副層における メモリ上の値

ＭＳＤＵとして転送 （伝送路上のビット順序はＬＡＮにより

されるＢＳＮＰＡ 異なる）

アドレス

(3) 送信元ＭＡＣアドレスが同報アドレスであった場合

送信元ＭＡＣアドレスが同報アドレスであるようなＭＡＣフレームを受信したら、そ

のフレームを破棄することとした。

－理由－

あるＥＳに設定されているＭＡＣアドレスの値が、エラーによりグループアドレス

に変化してしまった場合、ＩＳがＥＳ－ＩＳプロトコルによりこのＭＡＣアドレス

を学習してしまうと、このＥＳ宛のＭＡＣフレームはすべて同報フレームとなって

しまい、ＬＡＮ内のトラフィックを急激に増大させてしまう可能性がある。よって

ＩＳは送信元が同報アドレスであるようなＭＡＣアドレスを学習しないようにして

おくべきである。

(4) ルーティング情報ベースの更新について

同一のネットワークアドレスに対して、異なるＳＮＰＡ（ＭＡＣアドレス）を含むＥ

ＳＨ ＰＤＵを受信した場合、最近に受信したＥＳＨ ＰＤＵのＳＮＰＡを使用する

ことが望ましい。

－理由－

二重化構成などＭＡＣアドレスが変更される場合を考慮すると最近に受信したＳＮ

ＰＡ（ＭＡＣアドレス）の方が信頼性がある。

しかし、実際に誤って異なるＳＮＰＡ（ＭＡＣアドレス）に同一のネットワークア

ドレスを割り当ててしまった場合、動作の保証はない。
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(5) トークンリングＬＡＮサブネットワークにおける全ＥＳ－ＩＳネットワークエンティ

ティグループアドレス

トークンリングＬＡＮ接続部では、全ＥＳ－ＩＳネットワークエンティティグループ

アドレス（以下、ＥＳ－ＩＳアドレスと略記）として、トークンリング内のみで有効

な機能アドレスを割り当てたものと（以下、ＦＡ－ＥＳ－ＩＳアドレスと略記）、他

のＬＡＮで割当てられたグループアドレス（以下、ＧＡ－ＥＳ－ＩＳアドレスと略記）

の少なくともどちらか一方のアドレスの実装をしなければならない。

同一のリング内でＦＡ－ＥＳ－ＩＳアドレスとＧＡ－ＥＳ－ＩＳアドレスが混在する

と、ＥＳ及びＩＳの実装が複雑になり、また、無駄な同報トラフィックを増大させる

恐れがある。従って、一つのリング内のＥＳ及びＩＳは、ＦＡ－ＥＳ－ＩＳアドレス

とＧＡ－ＥＳ－ＩＳアドレスのどちらか一方に統一して使用しなければならない。

なお、ＦＡ－ＥＳ－ＩＳアドレスは、トークンリングチップの制限により一時的に割

当られたアドレスである。ＧＡ－ＥＳ－ＩＳアドレスがほとんどのトークンリングＬ

ＡＮ上のＥＳで使用可能になった場合には、この仮の割当は変更される。

ＪＳ－１０６１３－ｂ補遺



－ －142

2.2 ＷＡＮサブネットワークに依存する機能

2.2.1 ＰＰ型（定額課金）

(1) サブセットの選択

ＣＩは実装必須、使用必須とした。また、ＲＩは適用されない。

ＣＩはＰＰ型（ポイント・ツー・ポイント型サブネットワーク）においてＩＳと

一対一で接続された相手がＥＳである場合にのみ動作する。ただし、相手がＩＳ

であった場合はＩＳ－ＩＳプロトコルの動作開始時のみに使用する。

－理由－

(a) ＣＩをサポートしないと、通信相手がＥＳなのかＩＳなのか、及び通信相

手となるＥＳ又はＩＳに関するアドレス情報をこのＩＳに登録し、維持し

なければならない。また、通信相手となるＥＳ又はＩＳに対しても当該Ｉ

Ｓに関するアドレス情報を登録・維持させなければならず、管理の手間を

増大させることになる。

(b) ＰＰ型においては、ＥＳとＩＳは一対一接続であるため、ＥＳとＩＳの間

に別の経路は存在しない。したがってＲＩは使用しない。

－解説－

初期動作におけるＣＩの処理概要を示す。

① ＣＩの初期動作において、通信相手からＥＳＨ ＰＤＵを受信した場合、通

信相手はＥＳであると判断し、その後もＣＩを使用する。

② ＣＩの初期動作において、通信相手からＩＳＨ ＰＤＵを受信した場合、通

信相手はＩＳであると判断し、ＣＩは使用しない。この場合はＩＳ－ＩＳプ

ロトコルに従う。

2.2.2 ＰＰ型（従量課金）

ＣＩは実装必須、使用任意とした。それ以外はＰＰ型（定額課金）と同様である。

－理由－

(a) ＣＩの有用性は、上述の通りであるが、ＰＤＵに対して課金されるため、使

用はオプションとした。

2.2.3 ＤＡ型（交換網）

(1) サブセットの選択

(a) ＣＩ

ＣＩは実装任意、使用も任意であるが使用しないことを推奨する。

基本標準ではＤＡ型サブネットワーク（交換網）とブロードキャスト型サブネ

ットワーク（ＬＡＮ）との決定的な特性の違いは、同報通信機能時のコストに

ある。ＬＡＮ上での同報通信機能は、複数のＥＳに対し一つのＰＤＵをマルチ

キャストにて送信することにより終了する。一方、交換網上での同報通信機能

を実行させる場合、各ＥＳに対しそれぞれのＳＮＰＡ（例えばＸ.２５の場合は

ＤＴＥアドレス）に一つずつＰＤＵを送信しなくてはならない。一般に交換網

の場合、ＰＤＵ送信毎に課金されることになる。

したがって、交換網上でＩＳＨ ＰＤＵを全ＥＳに送信するためにはコストがか

かるので、ＣＩは一般的に使用しない。
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(b) ＲＩ

ＲＩは実装必須、使用必須である。

ＩＳにおいて、ＤＴ送信元ＥＳの宛先ＮＳＡＰアドレスに対するよりよい経路

が存在する場合、リダイレクションを行うために送信元ＥＳに対しＲＤ ＰＤ

Ｕを送信する。よりよい経路とは、送信元ＥＳと同一サブネットワークである

網上の他のＩＳである場合はそのＩＳを示し、また、送信元ＥＳと宛先ＥＳが

同一サブネットワークである網上に存在する場合（直接到達可能な場合）はそ

の宛先ＥＳを示す。

リダイレクションを行うＩＳは、ＲＤ ＰＤＵを送信元ＥＳに送信するだけで

はなく、ＤＴ ＰＤＵを回送することも必須である。

図2.2.2にＤＡ型回線を用いた場合のＥＳ－ＩＳプロトコルにおけるリダイレク

ションのシーケンスを示す。

ＤＡ回線型サブネットワーク（交換網）

データ送信元 ①呼／ＶＣ確立

ＥＳ ②ＤＴ送信 ﾚﾍﾞﾙ２

ＩＳ

⑤ＲＤ送信

⑥ 呼／ＶＣ ③ 呼／ＶＣ

確立 確立

⑦ 二回目 ④ ＤＴ回送

以降のＤＴ送信 ＥＳ

又は

ＩＳ

（ベター経路上）

①～⑦：シーケンス（処理の順序）を示す

：交換網における、呼又はＶＣの確立を示す

尚、呼／ＶＣの解放タイミングは実装（運用）に依存する

図2.2.2 ＤＡ型サブネットワークにおけるリダイレクト

(2) 実装上の留意事項

私設網などのＣＩによる通信コストの増加を意識しなくてよいシステム上においても、

ＣＩを使用しないことを推奨する。もし使用するならば、ＨＴを大きな値に設定しＣ

Ｉによるトラフィックを減少させるべきである。

－理由－

ＣＩ実行のための呼／ＶＣ確立により回線リソースがビジーとなり、肝心のＤＴ

ＰＤＵの送信のための呼／ＶＣが確立できなくなる可能性があるため。
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規 約 標 準 解 説 部

イントラドメイン

ＩＳ－ＩＳプロトコル
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1. サブネットワーク独立機能

1.1 プロトコル手順要素

(1) レベル２のＩＳの機能

基本標準で任意となっているレベル２のＩＳの機能について、ＤＡ型サブネットワ

ークをサポートするＩＳは、実装必須、使用必須と規定した。

なお、ＤＡ型サブネットワークを一つもサポートしないＩＳについては、基本標準

通り実装任意、使用任意である。

理由：

ＤＡ型サブネットワークをサポートするＩＳは、接続形態の制限（ＤＡ型サブネ

ットワークを経由するルートはエリアを分けなければならない）により、必ずレ

ベル２のＩＳとして動作しなければならないため、本機能の実装及び使用を必須

とした。

(2) ReachableAddressPrefix

基本標準でオプションであるReachableAddressPrefixを、レベル２のＩＳにおいて

実装必須、使用任意と規定した。

理由：

・イントラドメインＩＳ－ＩＳプロトコルをサポートしていないＩＳ( )にもルーテ１

ィングできるようにするため。

注( )：例を次に示す。１

－ この標準に準拠しているが、イントラドメインＩＳ－ＩＳプロトコル

をサポートしていないＩＳ（本標準では、イントラドメインＩＳ－Ｉ

Ｓプロトコルの実装は任意である）

－ この標準に準拠していないが、本標準と相互運用性があるＩＳ（海外

の実装規約等に準拠した製品、システムＩＤ長が異なる製品、等）

補足：イントラドメインＩＳ－ＩＳプロトコルをサポートしていないＩＳへルー

ティングするためには必ずルーティングドメインを分けて（ルーティング

ドメインの境界にはレベル２のＩＳを置く）ReachableAddressPrefixを使

用してそのＩＳを定義しなければならない。

(3) Authentication

Authenticationを実装任意、使用任意と規定した。

但し、この機能を実装すること、及び実装する際には少なくとも８オクテットのパ

スワードが使えるようにすることを推奨した。

理由：間違ったＰＤＵによりルーティング情報に関するデータベースを更新しない

ようにすることは重要である（例えば、管理されていないＩＳが勝手にＬＡ

Ｎに接続されて、ルーティング情報が混乱するというトラブルを防止するの

にある程度有効）。

しかし、この機能を実装しなくても相互運用性には問題がないため、実装任
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意とした。

(4) システムＩＤ長

６オクテットの値を実装必須と規定した。

理由：各ドメイン間で統一されたシステムＩＤ長を使用することにより、ネットワ

ーク運用を効率的に進めることができる。なお、６オクテットはＬＡＮのア

ドレスとの親和性がよく、値の範囲としても十分な大きさを有している。

(5) ＩＩＨ ＰＤＵ長

設定項目とし、デフォルト値を１４９６オクテットとした。

理由：使用するサブネットワークに合わせて設定を変えることが望ましい。

デフォルト値はCSMA/CDにおけるＬＬＣ利用者データの最大長（１４９７オク

テット）－１に合わせた。

1.2 プロトコルの詳細

特に規定した項目はなし。

1.3 パラメタ値

特に規定した項目はなし。

1.4 アドレス

イントラドメインＩＳ－ＩＳプロトコルとして規定した項目はなし。

1.5 ＰＤＵ形式

特に規定した項目はなし。

1.6 実装上の留意事項

特に規定した項目はなし。
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2. サブネットワーク依存機能

2.1 ＬＡＮサブネットワーク依存機能

特に規定した項目はなし。

2.2 ＷＡＮサブネットワーク依存機能

2.2.1 ポイントツーポイント型サブネットワーク

特に規定した項目はなし。

2.2.2 ＤＡ型サブネットワーク（ISO 8208）

(1) Call Establishment Metric Increment

基本標準で任意であるCall Establishment Metric Increment を、実装必須、

使用任意と規定した。

理由：

・ＤＡ型サブネットワーク上にパスが張られていない場合のコストを、パスが

張られている場合のコストより大きくする（Cal l Establishment Metric

Incrementの値だけコスト値を大きくする）のが、ＱＯＳの観点から考えて適

切であり、状況に応じてユーザが選択できるようにするため。

(2) Reverse Path Cache

基本標準でオプションであるReverse Path Cacheを、実装必須、使用任意と規

定した。

理由：

・無駄なパスが張られるのを防ぐことは重要であり、状況に応じてユーザが選

択できるようにするため。

2.2.3 ＤＡ型サブネットワーク(ＬＡＰＢ)

2.2.2と同様である。
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規約標準解説部

ＩＤＲＰ
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1. サブネットワーク独立機能

1.1 プロトコル手順要素

(1) ルーティング・ドメイン・コンフェデレーション（ＲＤＣ）機能

ルーティング情報をコンパクトにまとめる機能は重要であるため、実装必須、使用

任意とした。

(2) ルート・アグリゲーション機能

ルーティング情報をコンパクトにまとめる機能は重要であるため、実装必須、使用

任意とした。

(3) パス属性

－ DIST LIST INCLパス属性、DIST LIST EXCLパス属性

あるルーティング情報（UPDATE PDU）を配付したいルーティングドメインあるい

は配付したくないルーティングドメインを、そのルーティング情報の生成元ＢＩ

Ｓが指定する機能は、セキュリティやルーティング情報の氾濫防止のために重要

であるため、実装必須、使用任意とした。

－ EXT INFOパス属性

ＩＤＲＰ以外の方法（スタティック、ＢＧＰ、ＥＧＰ等）でルーティング情報を

収集することが十分あると思われるため、実装必須、使用任意とした。

－ LOCALLY DEFINED QOSパス属性、SECURITYパス属性

使用方法が不明確なため、規定範囲外とした。

なお、well-known discretionary及びoptional non-transitiveであるパス属性につ

いて、それぞれ表1.1-1の通りである。

(4) AuthenticationとValidation Pattern

パスワードの設定は重要であるのでタイプ３を実装必須、使用任意とした（タイプ

３より機能の低いタイプ１も実装必須、使用任意とした）。

タイプ２については、暗号化アルゴリズムが明確でないため、規定範囲外とした。

(5) ポリシー

同じルーティング・ドメイン内に存在するＢＩＳ間で相互運用性を保つため（補足

１参照）、最低限実装すべきポリシーを実装必須、使用任意と規定した。

補足１：同じルーティング・ドメイン内に存在するＢＩＳは、同じポリシーを設

定しなければならない。

(6) システム管理

基本標準に従い「システム管理機能」を実装必須としたが、このシステム管理情報

の収集方法については本プロトコルの適用外であることを明記した。

ＪＳ－１０６１３－ｂ補遺
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1.2 プロトコルの詳細

特に規定した項目はなし。

1.3 パラメタ値

特に規定した項目はなし。

1.4 アドレス

特に規定した項目はなし。

1.5 ＰＤＵ形式

特に規定した項目はなし。

1.6 実装上の留意事項

特に規定した項目はなし。

2. サブネットワーク依存機能

2.1 ＬＡＮサブネットワーク依存

特に規定した項目はなし。

2.2 ＷＡＮサブネットワーク依存

特に規定した項目はなし。
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表1.1-1 パス属性

送信 転送（

項
項 目 属生 受信 送信プロセス 受信

番 性成 プロ
を セス Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

）

１ NEXT HOP（ﾙｰﾄｻｰﾊﾞを広告する目的) ｏｏ ｍｏ ｏｏ ｏｏ ｏｏ ｏｏ ｍｏ

２ NEXT HOP（SNPAsを広告する目的) ｏｏ ｍｏ ｘｘ ｍｏ ｏｏ ｏｏ ｍｏ

３ DIST LIST INCL ｍｏ ｍｏ ｍｏ ｘｘ ｍｏ ｍｏ ｍｏ

４ DIST LIST EXCL ｍｏ ｍｏ ｍｏ ｘｘ ｍｏ ｍｏ ｍｏ

５ TRANSIT DELAY ｏｏ ｍｏ ｍｏ ｘｘ ｘｘ ｍｏ ｍｏ

６ RESIDUAL ERROR ｏｏ ｍｏ ｍｏ ｘｘ ｘｘ ｍｏ ｍｏ

７ EXPENSE ｏｏ ｍｏ ｍｏ ｘｘ ｘｘ ｍｏ ｍｏ

８ LOCALLY DEFINED QOS ｉ ｍｏ ｍｏ ｘｘ ｘｘ ｍｏ ｍｏ

９ HIERARCHICAL RECORDING ｏｏ ｍｏ ｍｏ ｘｘ ｏｏ ｏｏ ｍｏ

10 SECURITY ｉ ｍｏ ｍｏ ｘｘ ｘｘ ｍｏ ｍｏ

11 PRIORITY ｏｏ ｍｏ ｍｏ ｘｘ ｘｘ ｍｏ ｍｏ

12 EXT INFO ｍｏ ｍｏ ｍｏ ｘｘ ｘｘ ｍｏ ｍｏ

13 転送の欄：内部ﾄﾞﾒｲﾝ ｏｏ ｏｏ ｏｏ ｏｏ ｘｘ ｍｏ ｍｏMulti-Exit へ

転送の欄：外部ﾄﾞﾒｲﾝ ｘｘ ｍｏ ｘｘ ｍｏDISC へ

ｍｏ：実装必須、使用任意

ｏｏ：実装、使用共に任意

ｘｘ：実装、使用共に禁止

ｉ ：規定範囲外

Ａ ：受信したUPDATE PDUに属性が付加されていた場合、本属性を付加して転送する。

Ｂ ：受信したUPDATE PDUに属性が付加されていた場合、本属性を付加しないで転送する。

Ｃ ：受信したUPDATE PDUに属性が付加されていない場合、本属性を付加して転送する。

Ｄ ：受信したUPDATE PDUに属性が付加されていない場合、本属性を付加しないで転送す

る。

：基本標準で“Ｏ”になっている部分を示す。

ＪＳ－１０６１３－ｂ補遺








	　　



